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0「 日 本 語 能 力 試 験 
© 読 が 一 で わか 


H 1 


は じ め に 


近年 、 日 本 語 を 学び 、 日 本 語 能力 試験 を 受験 され る 方 々 が 増え る 
に つれ 、 そ の 対策 用 に 様々 な 本 が 出版 され 、 店 頭 に 並ぶ よう に な り 
まし た 。 どの 本 に も 日 本 語 教育 の 現場 で の 必要 か ら 生ま れ た 創意 工 
夫 と ご 和音 心 が し の ば れ ま す 。 特に 『 日 本 語 能力 武 験 出題 基準 』(1994 
年 国際 交流 基金 ・ 日 本 国際 教育 協会 著作 ・ 編 集 凡人 社 刊 ) が 刊行 
きれ か ら は 、 こ の 中 の 支 法 的 な 機能 語 を いか に 効率 的 に 学ぶ か に 湊 
い 関 心 が 寄 せら れ て いる よう で す 。 私 た ちゃ これ まで 、 日 本 話 能力 
試験 1 級 を 目指 し て 真剣 に 学習 し て いろ 方 々 と 教室 で し じかに 接し 、 
載 を えて いく 中 で 、 よ り 効 果 的 款 材 を 的 索 し て きま し た 。 孝 帥 の 立場 
か ら だ け で な く 学 習 者 の 立場 か ら も 、 日 本 語 能力 試験 1 級 合格 の た 
め の よ り 実 戦 的 な 学習 の 助け と な り 、 ま た 日 常 生活 に お いて も 十分 
に 使い こなせ る 実力 を 養う た め の 教 材 が ほし い 、 そ の よう な 思い か 
ち 本 書 は 生ま れ ま し た 。 

この 本 で は 、『 日 本 話 能 力 試 験 出題 基準 一 文法 的 な 《 幾 能 語 ) の 類 
1 級 』 に 掲げ られ た も の を 全て 綱 比 し まし た 。 そ れ ら を 実 此 の 使用 
状況 や 過去 の 能力 試験 出題 上 度 か ら み た 車 要 度 に し た が っ て 3 つの 
パー ト (第 [部 ・T 部 ・ 四 部 ) に 分 け ま し た 。 各 機能 語 に は 丁寧 な 
説明 と と も に 接続 の 任 方 を わか りや すく 示し まし た 。 そし て 機能 語 
ご と に 対応 し た 練習 問題 を つけ 、 意 味 と 使い 方 を 十分 に 理解 で きる 
よう 配慮 し まし た 。 さ ら に パー ト ご と の 総合 問題 、 全 休 の 総合 問題 
な ど で 一 つ ー つ の 機能 語 を 確実 に 身 に つけ て いけ る よう に し まし た 。 


最近 の 能力 試験 に も 、 革 本 的 な 意味 を 押さ える の み で な く 、 応 用 カ 
を 必要 と する 開 題 が 多く 出題 され る よう に な っ て きま し た 。 こ の 本 
に 用 意 さ れ た 様々 な 形式 の 問題 を 解い て いく こと で 、 そ れ ら に 対応 
で きる よう な 実戦 力 を 姜 え る も の と 思い ます 。 教師 の 指導 の も と に 
使わ れる と 、 よ り 効 果 的 で す が 、 独 習 す る 方 に も 無理 な く 使え る よ 
う 、 機 能 語 ご と に 意味 、 接 続 、 例 凛 、 注 意 な ど を 示し まし た 。 

な お 『 日 本 語 能 力 試 験 出題 基準 』 の 性 首 等 に つい て は 17 ペー ジ を 
ご 参照 くだ さい 。 

本 書 の 作成 に あたっ て 、 ス リー エー トワ ー ク の 鍛 尾 能 子 さん 、 
堤 由子 さん 、 藤 寄 政 子 さ ん に 有益 な ご 助言 と 励ま し を いた だ きま し 
た こと を 記し 、 厚 く お 礼 申し 上 げ ま す 。 

一 人 で も 多く の 日 本 語 を 学習 され る カ 々 と 導 に あたる 先生 方 
の お 役に立つ こと を 心 よ り 願 いつ つ 作成 いた し ま し た 。 不 十分 な 点 
も ある か と 思い ます が 、 お 気づき の 点 、 ご 意見 な どい た だ けれ ば 幸 
いで す 。 


1997 年 8 月 


植木 徐 
植田 幸子 
野口 和美 


本 書 を お 使い に な る 方 々 へ 


本 書 は 日 本 語 能 力 試 験 1 級 を 目指 す 方 々 が 試験 に 備え て 無理 な く 
確実 に 実戦 カ が 養える よう 配慮 し て 作成 きま れ で いま す 。 

『 日 本 語 能力 試験 出題 基準 』 に 掲げ られ た 1 級 の 文法 的 機能 語 を 、 
過去 の 能力 試験 出題 頻度 と 日 常 生 活 で の 使用 状況 か ら み た 重要 度 に 
し た が っ て 、1 部 ・L 部 ・ 部 の 3 つの パー ト に 分 け 、50 音 順 に 提 
出し て いま す 。 各 機能 語 ご と に 解説 と 練習 問題 が つけ られ て お お り 、 
各 パ ー ト を 終了 し た 時 点 で パー ト ご と の 総合 問題 に 、 全 で の パー ト 
を 学習 し た 後に 全体 の 総合 問題 に 進み ます 。 各 機能 語 に は 提出 順に 
1 一 105 まで 番号 を つけ 、 類 陣 表現 な どの 参照 の 際 の 便 官 を 図り まし 
た 。 

1 使用 語 入 と 表記 

日 本 語 能 力 試 験 1 級 を 目指 す 学 習 者 の た め に 、 語 舞 や 漢字 は 1 級 
レベ ル の も の を と り 入 れ て いま す 。 た だ し 、 文 法 の 理解 を 助け る た 
め に 、 難しい 漢字 や 読み 誤る お それ の ある 漢字 に は 各 ペ ー ジ 初出 の 
も の の み ル ビ を つけ まし た 。 原 則 と し て 数 字 は 算 用 数 字 で 、 拍 音 語 
は 片仮名 で 、 擬態語 は 平仮名 で 表記 し まし た 。 

2 解説 ペー ジ 
意味 

で きる だ け わ か りや すい 言葉 に 置き 換え て あり ます 。 一 つの 機 

能 語 に 複数 の 意味 が ある 場合 に は 、A、B に 分 け ま し た 。 意 味 

だ け で は 不 十分 な 場合 に は 、 説 明 を 《 〉 内 に 記し まし た 。 


1) 接続 は 動 制 [ 動 ]、 い 形容 詞 [ い 形 ]、 な 形容 調 [ な 形 ]、 各 詞 [ 名 ] 
の 4 品 調 に つい て 示し まし た 。 名 詞 に は 単語 と し て の 名 前 だ け で 
な く 、[ 一 こと ][ 一 も の ][ 一 わけ ] [一 は ず ] な どの よう な 名 詞 句 や 
節 も 含ま れ ま す 。 接続 の 各 品 詞 の 形 に つい て も 、 必ず し も 文法 的 
に 可能 な 形 を 綱 羅 的 に 取り 上 げ る の で は な く 、 こ れ だ け 確 実に 押 
さえ て お け ば 、 ほ ぼ 実 際 に 使わ れ て いる 文 に 対応 で きる と 思わ れ 
る 範囲 で 示し まし た 。 

2) 品詞 ・ 活 用 形 は 原則 と し て 次 の よう に 表示 し まし た 。 


[ 吾 詞 ] [ 動 一 な い 形 ] : 書か [ 動 一 た を 形 ] : 書い た 
[ 動 一 な い 形 一 な い ] : 書か な ゆい [ 動 一 ば 1 : 書け ば 
{ 動 一 ます 形 ] : 書き [ 動 一 命令 形 ] : か け 
〔 動 一 辞書 形 ] : 書く 【 動 一 意向 形 ] : 書 こ う 
〔 動 一 て 形 ] : 書い て 
【 い 形容 詞 】[ い 形 一 〇 1 : 寒 [ い 形 一 く ] : 寒く 
{ い 形 一 い ] : 寒い ( い 形 一 けれ ば ] : 寒 け れ ば 
[ い 形 一 か ろう } : 寒 か ろう 
〔 な 形容 詞 ] [な 形 一 〇 ] : 親切 [な 形 一 な ら ] : 親切 な ら 
な 形 一 な ] : 親 急 な {な 形 一 で ある ] : 親 幼 で ある 


[な 形 一 だ ろう 1 : 親 世 だ ろう 


[名 詞 ] [名 。 : 学生 [名 一 な ら 」 : 学生 な ら 
[名 一 の : : 学 生 の [名 一 で あぁ} : 学生 で ある 


[普通 形 ] 


mm 書く 


| 書か な い 書い た | 書か な か っ た 


V8 直美 い 
を 形 | 親 雪 
る 本 | 学生 だ 


寒く な い 寒かっ た 者 く な か っ た 


は な い | 親切 だ っ た | 親切 で は な か っ た 
学生 で は な い 学生 だ っ た | 生 で は な か っ た 


[名 詞 修 倍 型 ] 


読ま な い 読ん だ | 問 ま な か っ た 


い 形 ] 小さ い 


小 き く な い | 小さ か っ た | 小さ く な か っ た 


な 形 | 元気 な 


元気 で は な い | 元気 だ っ た 


病気 で は な い | 靖 気 だ っ た 


例 文 複数 の 機能 語 が 並ん で いる 場合 は その 順に 、 次 に 接続 で 


示し た 品詞 の 順に 提出 し 、 機 能 語 部 分 に 下線 を っ つけ まし 
た 。 


その 他 


機能 庁 を 使っ た 慣用 表現 の 意味 や 例文 を 載せ ま 
し た 。 

この 本 で 扱っ て いな い 関 連語 や 関連 表現 等 の 意 
味 や 例文 を 載せ まし た 。 

既習 の 類似 表現 を 参照 に 便利 な よう に 本 書 の 機 
能 語 番 号 と と も に 載せ まし た 。『 日 本 語 能 力 試 験 
出題 基準 一 畜 法 的 な ぐ 機 能 語 > の 類 2 級 』 に 載 
きれ て いる も の に は (2 級 ) と 示し まし た 。 

意味 や 接続 以外 の 注意 事項 を つけ 加え ま し た 。 
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※ な お 、 解 説 中 の 「 文 語 体 」 は 古典 文法 に 基く 文体 の 意味 で 
用 いて いま す 。 

3 問題 

まず 、 前 の ペー ジ で 解説 され た 各 機 能 閣 に 対応 し た 練習 問題 で 、 
ー つ ーー つ の 語 の 意味 や 使い 方 を 十分 に 練習 し ます 。 ここ に は 、 接 続 
の 形 を 含め 、 様 様 な 形式 の 問題 が 用 意 さ れ て いま す 。 ! ・TI・ 想 の 
各 パ ー ト を 終了 し た 時 点 で ペー ト ご と の 総合 問題 に 進み 、 応 用 カカ を 
養い ます 。 そ し て 全て の パー ト を 学習 し た 後に 全体 の 総合 問題 で 実 
力 を 確か め ま す 。 パ ー ト ご と お お よび 全体 の 総合 問題 は オチ スト と し て 
利用 し て いた だ く こ と も で きま す 。 
4 解答 

答え と 解説 は 券 末 に あり ます 。 


『 日 本 語 能力 試験 出題 基準 』( 一 部 抜粋 編集 ) 
(1994 年 国際 交 流 基 金 ・ 日 本 国際 教育 協会 著作 ・ 弧 集 凡人 社 刊 ) 


1. 基本 的 性 格 

(⑪) 「 出 題 基準 」 は 試験 問題 作成 者 の 参考 の た め に 作ら れ た も の で あめ 
る 。 し た が っ て 、 日 本 語学 習 者 や 日 本 語 教育 者 に 対す る 指針 と な 
る こと を 意図 し て 作ら れ た も の で は な い 。 

(⑫) 試験 問題 の 概ね 80% は 原則 と し て 「 計 字 ・ 語 区 」「 文 法 」 に つ 
いて 掲げ られ て いる リス ト か ら 出 題 さ まれ る が 、20% は 各 年 度 の 問 
題 作成 者 の 判断 に よっ て ほぼ 同等 の 水準 に ある 文字 ・ 語 棋 ・ 文 法 
が 出題 され る 。 

3) 「 文 字 ・ 語 革 ,「 文 法 」 の 基準 は 類 ご と に 分 け て 記述 され て いる 
が 、 原 則 と し て は 同じ 級 の どの 類 の 出題 に も 適用 され る 。 

(④ 3 級 の 問題 は 3 級 の 範囲 ば か り で な く 、4 級 の 範囲 か ら も 出題 き 
れる 。 同様 に 2 級 は 2,3, 4 級 の 範囲 か ら 、1 級 は 1.2. 3.4 級 の 範 
陸 か ら も 出題 きれ る 。 

(5) この 「 出 題 基準 」 は 受験 者 層 の 広がり 、 日 本 語 教科 書 の 多様 化 、 
さら に は 日本 語 教 育 方 法 の 進歩 な ど に 床 じ て 改訂 する こと が 予定 
され で いる 。 

(6) この 「 出 題 基準 」 は 現行 の 4 級 ・3 類 の 溝 成 に 準拠 し て 作成 さ 
れ て いる 。 し か し 、 和 将来 も し 級別 や 類別 の 著 方 が 改訂 きれ る な ら 
ば 、 基 準 も それ に 応じ て 改 町 され る で あろ う 。 
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2. 1・2 級 “文法 的 < 機能 語 ) の 類 " の リス ト の 趣旨 ・ 
方 針 ・ 利 用 上 の 要点 

G①) 1 級 の 出題 に は 、 2 級 の リス ト に 盛 ら れ て いる 内 容 も 、 当然 含ま 
れ ら うる (か な り の 程度 まで 含ま れ て よい と 考え る )。 1 級 の 出題 に 
は 、 そ れ に 加え て 1 級 の リス ト に 示さ れ て いる よう な 事柄 も 出題 
きれ うる 一 と いう 趣 表 で 、 以 下 の リ スト は 理解 され た い 。 ま た 、]・ 
2 級 の 出題 に は 、 当 然 、3・4 級 の リス ト に 和 ら れ て いる 内 容 も 含 
まれ うる 。 

(⑫) 網 維 的 な リス ト で は な く 、1・2 弘 の レベ ル を 示す た め の サ ンプ 
ノレ と し て の 堤 示 で ある 。 従っ て 、 本 リス ト に な い 語句 は 出題 され 
な い 、 と いら 性 質 の リス ト で は な い 。 

3⑬) 3・4 緩 の 「 出 題 基 準 」 に 掲載 し た 語句 が 、 よ り 難 し い 1・2 級 
レベ ル の 用 法 を あわ せ も つ 場 合 、 後者 に つい て 1・2 級 の 「 出 題 基 
準 」 で 改め て 掲げ る こと は し な いこ と と し た 。 た だ し 、 掲 げ ら れ 

て いな く て も 、1・2 級 の 試験 で は 、 そ れ ら が 適宜 出題 され る こと 
は あり うる 。 

(④) 1・2 級 レ ベル で 、 一 つの 語 旬 が 2 通り 以上 の 用 法 を 持つ 場合 に 
つい て も 、 そ れ ら を 分 類 ・ 区 別して 揚げ る こと は せ ず 、 同 じ 語 句 
で ある 以上 は 、 同 じ 項 に まとめ て 示し た 。 用 例 を 付 し た こと で 、 
用 法 の 違い は 、 か な り の 程度 示せ る で あろ う 。 た だ し 、 掲 げた 用 
例 に 相当 する 用 法 以外 の 用 法 は 出題 きれ な い 、 と いう 意味 を 厳格 
に 持つ も の で は な い 。 


以上 
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は じ め に に ra 
本 書 を お 使い に な る 方 々 へ . . 
『 日 本 語 能力 試験 出題 基準 』. 


第 1 部 (一 46) 
1 て いか ん し し 
2 こい か ん に よら ず .……『… 
3 て ( よ ) う が 
4 て ( よ ) う が ー ま い が …… 
5 一 は) うに も ーー ない 
6 か ぎり だ 
練習 問題 [1|-[6 
9 


8 て が 早い か 
9 て きら い が あ る . 
10 一 ず に は すま な い 
11 (で ) す ら 
12 そば か ら es 

練習 回 題 7] ~fi 
13 た だ て の み 
14 た だ て の みな ら ず 
15 た と ころ で 
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20 


16 こっ ぱな し 21 
17 一 で あれ 22 
18 ~ て か ら と いう も の 

棟 習 問 題 ヨ に 8 .….……. 24 
19 ~ で は ある まい し ...... 28 
20 こと あっ で 

21 こと あれ ば . 29 
22 と いい ーー と いい 30 
23 cd A oi, < PR 31 
24 と 思い き や .『… せ せ せ 32 
練習 問題 4| 。 33 
25 て と きた ら . 37 
26 と ころ を 

27 一 と し た と ころ で .……… 38 
28 と は いえ .… 39 
29 こと ば か り に 

30 て な いで は すま な い .……。 41 
線 習 問題 El<Bdl . 42 
31 て ながら も 46 
32 ~ な り 

33 ~ な り に 47 
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34 に あ っ て .…、 
35 に 至る 

96 一 に か か やら る し し 
練習 問題 B 和 1-B8 
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第 [部 解説 1<1 


4 (こい か ん ) 


隊 還 ー が どの よう で ある か ・~ に よっ て ・~ 次 第 で ズ 如 何 ; 
因 …: 根 握 …: 要 看 : 取 決 千 

- 名 (の )] すい か ん 

⑪ 就 験 の 結果 いか ん で は 、 了 卒業 で き な い こと も ある 。 ズ ノ 根 損 考 

送 的 千 果 , 也 有 不能 剛 下 的 情況 。 

会 社 の 発展 は 、 社 員 の 働き いか ん に か か っ て いる 。 グ 信司 的 

冥 展 。 取 濯 千 販 呈 的 勢力 情況 。 

[ 柄 用 ! 「 い か ん と も し が た い 」 (残念 だ が どう に も で き な い ) 

グ (可奈 何 ) 

・ 助 け て や り た い 気 持ち は や まや まだ が 、 わ た し の カ 
で は いか ん と も し が た い 。 プ 息 状 常 想 帯 助 他 , 可 是 

いか ん せん 」 (残念 だ が (どう に も し よう が な い )5 

ン ( 視 半 由 ( 役 有 少 法 ) 

・ 新 し い パ ッ ュ ン を 購入 し た い の だ が 、 い か ん せん 
算 が な い 。 ノ 神 想 甘 一 台 新 忠 航 , 品 届 的 十 没 有 近 
第 限 算 。 

壮 に 族 ま っ た 場面 で 用 いら れる 。 ノ 主要 大 部 重 協 合 下 
使用 。 
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2/ こい か ん に よ ら ず ンー いか ん に か か わら ずい 
グ ~ い か ん を 問わ ず / 


3 


ー が どの よう で ある か に 関係 な く 不 管 : 不信 

[名 の ] ! い か ん に よら ず 

① 理由 の いか ん に よら ず 、 殺 人 は 許さ れ な いこ と だ 。 プ 不 管理 
出 加 何 , 落 人 量 不 旬 近 的 。 

② 国民 の 養 意 の いか ん に か か わら ず 、 そ の 法 突 は 国会 で 可決 さ 
れる だ ろう 。 ノ 不 管 岡 民 般 成 与 否 。 那 夏 法 楽 都 特 存 国会 上 通 
辻 叩 。 

⑨ 国籍 の いか ん を 問わ ず 、 採 用 試験 を 受け る こと の で きる 自治 
体 が 増え て いる 。 ン 不 珍 国 鱗 接 愛 村 用 考 穫 自治 囲 体 増 多 了 。 

| 淫 菊 主 に 改まっ た 場面 で 用 いら れる 。 プ 王 要 在 卿 重 協 合 ド 

使用 。 


3 (一 ( よ ) う が ノ ー( よ ) う と ) 
290/ 09 

ー し て も ・ ご で も ン 贅 : 即 使 : 不 管 

[ 動 - 意 向 形 ]  ] 

【 い 形 - か ろう ] ! が 

[な 形 - だ ろう ] j 

① 周囲 が いか に 反対 し よう が 、 自 分 で や る と 決め た こと は 最後 

まで や り ぬ くつ も り だ 。 ンプ 元 季 周 国 如 何 反 対 , 白 己 決定 骨 的 

事情 部 打算 仙 到 底 。 


第 [部 解説 4~5 


②⑨ どん な に 入院 細 が 高 か ろ う が 、 支 払わ ざる を 符 な い 。 ノ 不 管 
住 院 維 多 高 , 也 不得 不 支 付 。 

⑧ 彼 が 政治 家 と し て 有力 だ ろう と 、 法 を 迄 し た か ら に は 束 捕 さ 
れる の は 当 築 の こと だ 。 ン 不 管 他 作 妨 区 治 家 名 何 有 力 , 皮 
触 犯 了 湊 律 , 被 捕 是 当然 前 。 


= の = 0 2 
4 (一 ( よ ) う が こ まい が ノー( よ ) うと こま いと ) 


: 庄 一 し て も 一 し な く て も ン ン 元 疹 是 理 … 都 

[ 動 - 意 向 形 ] 十 が 十 「 動 - 辞 書 形 ] | まい が 

(同じ 動詞 を 二 度 繰 り 返 し て 使う 。T グ ルー プ ま た は 凪 

グル ー プ の 動詞 の 場合 は 「ー ま い が 」 の 前 に は 「 な い 

形 」 も 使わ れる 。) / (同一 芋 台 重 気 使用 西 決 , 動 局 妨 

一 身 効 河 或 み 変 、 サ 変 玉 河 時 , 「~ ま い が 」 前 也 可 接 

「 な い 形 」。) 

① 雨 が 降ろ う が 隆 る まい が 、 わ た し は 出かけ ます 。 ン 小 少 下 不 
下 還 , 我 都 要 出 去 。 

②⑳ 昔 の 恋人 が 結婚 し よう と し まい と 、 今 の わた し に は 関係 な い 
こと で す 。/ 不 管 以前 的 窟 人 量 否 希 婚 , 和 現 在 前 我 都 没有 英和 


5 (一 ( よ ) うに も ー な い ) 


に 押し よう と し て も で きま な い ・ 一 じたい の に で き な い ンプ 
就 是 想 … 也 不能 
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[ 動 - 意 向 形 ] + に も + [ 動 - な い 形 ] な い 

① お 金 が な く て 、 新 し い パ ソコ ン を 買お うに も 買え な い 。/ 没 
有 彼 , 就 量 想 革新 申 有 也 天 不 起 。 

⑨ 頭 が 痛く て 、 起 きよ うに も 起き られ な か っ た 。 ノ 丈 祖 痛 , 想 


直也 起 不 来 。 
③ 会 社 を や め よ うに も 次 の 仕事 が 見 つか ら な い 。 ノ 就 長 想 辞 取 
取扱 不全 新 工作 、 


同じ 動詞 を 二 度 繰り 返し て 使う 場合 、 後 ろ の 動 市 は 可 
能 を 表す 動詞 が 使わ れる 。 ノ 同一 功 滞 重 胡 使用 時 岳 
面 的 効 硬 要 用 可能 形 。 


6 (~ か ぎり # 
と て も だ ・ た い へ ん だ ン 上 非常 : … 板 了 
(自分 の 感情 を 表す 。)  ( 表 基 自己 前 感情 。) 
本 環形 い ] |] 
[な 形 - な ] ! 十 か ぎり だ 


名 - の ] 2 
① 山道 で 日 が 暮れ て 、 心 細い か ぎり で し た 。/ ノ / 在 山路 上 天 昧 了 , 
実在 基 害 層 概 了 。 


⑧ お 更 い の パー ティ ー に 出席 で き な い と は 、 残 念 な か ぎり で ご 
ざい ます 。 ソ / 滋 能 参 加 応 祝 晩 会 , 仙 壇 至 。 

③ みん な に 入学 を 祝福 きれ て 、 う れ し さ の か ぎり だ っ た 。 ノ 大 
家 都 訪 我 考 上 大 学 南 祝福 , 我 真 是 高 ※ 概 了 。 
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注 和 ] 「~ か ぎり だ 」 の 前 | 
な 感情 を 表す 
「 喜 ば し い 」「 


は 、 上 記 の 例 の ほか に 次 の よう 
る こと が 多い , 

立た し い 」「 な げ か わし い 」「 心 強い 」 
「 う 5 うらやましい 」 な ど 。 ン 「 か ぎり だ 」 前 多 接 表示 感 
情 形 容 列 。 除 上 - 例 之 外 , 近 有 「 喜 ば し い 」「 腸 立た 
し い 」「 な げ か わし い 」「 心 強い 」「 う ら や まし い 」 等 。 
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1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 語 し 合い の (  ) で は 紹 給 は 明日 に 持ち 越 さ れる か も し 
れ な い 。 
a、 成り 行き いか ん b、 成 り 9 行き で いか ん 
ce. 成り 行き と いか ん 
2) (  ) よっ て は 旅行 の 日 程 を 変更 する こと も あり 得る 。 
a. 天候 で いか ん に b. 天候 が ハ か ん 
e. 天候 の いか ん に 
2. 次 の 各 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の ac の 中 か ら 選 
びな さい 。 


aa いか ん hb いか ん と も し が た い  c いか ん せん 
1) どん な に 頭 を 下げ て 閣 ま れ て も 、 こ れ だ け は (  )。 
2) 休暇 を と っ て 旅行 し た い の だ が 、(  ) 忙し く て 体 め そう 

も な い 。 
3) 入学 を 許可 され る か どう か は 、 面 接 で の 態度 ( ) で す 。 
3. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

今後 も 取引 を 続け る か どう か は 、 相 手 の いか ん だ 。 
1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 天候 の ( )、 予 定 通 り 出 発し ます 。 

a いか ん を よら ず  b. いか ん に か か わら ず 

c。 いか ん に 問わ ず 
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2) ( 。 ) よら ず 、 遅 色 は 超 め な い 。 
a. 理由 の いか ん に 5. 理由 の いか ん を 
c. 理由 の いか ん で 
この 会 は 年 齢 の いか ん を 問わ ず 、 だ れ で も て )。 
a, 参加 し な い b、 参加 で きる 
c. お 加 で き な い 
2. 次 の 文 の _ に 適する 言葉 を 入れ な さい 
1) この 会 社 は いか ん を 問わ ず 、 能 力 し だ いで 給料 が 
決ま る 。 
2 値段 の いか ん に か か わら ず 、 坊 が 了 か ら の プレ ゼン ト は 
も の だ 。 
1. の の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 変え て 文中 の 
_ に 書 き な さ い 。 
安い 大 朗 ある 来る 
1) 彼女 は だ れ が 訪ね て と 、 決 し て ドア を 開け な か っ 
た 。 
2 結果 が どう で が 頑 背 る だ け だ 。 
3) いか に と 、 癌 紀 が よく な けれ ば 買お ね うと は 思わ な 
いい 。 


は を 
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彼 は 生活 が どん な に が 、 一 度 も 敵 昔 を 吐い た こと 
が な い 。 

2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

どん な に 勧め られ よう が 、 そ ん な に 高い も の が わ 
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けが な い 。 
1. 下 の の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 変え て 文中 の 
ー _ に 書き な さい 。 
食べ る 合う 来る 
1) 電話 を _。 と まい と 、 基 本 料金 は 払わ な けれ 
ば な ら な い 。 
2) 料理 を が まい が 、 バ パー ティ ー の 加 費 は 
同 
3 お 客 が と まい と 、 店 は 開け な けれ ば な ら 
な い 。 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 用 事 が と まい と 、 彼 は 毎晩 電話 を か け て 
くる 。 
2) 友達 が と まい と 、 わ た し は 行く つも り だ 。 


1. 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 


選び な さい 。 


a. 持ち た く な い の で 、 持 た な か っ た 
b. 持 と うと し た が 、 だ め だ っ た 
ce. 持た な けれ ば な ら な い が 、 一 人 で は いや だ っ た 
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g 


2 
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下 の の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 変え て 文中 の 
に 和書 き な さ い 。 
| か ける 歩く 買 ぅ 
1) 足 が 痛 く て も うこ れ 以 上 に も 
2) 8 金 が な い の で 、 プ レ ゼ ント を に ゃ 買え な い 。 
3) 一 刻 も 早く 連絡 し た い の だ が 、 電 話 を に も 番号 が 
ね わからない 。 


次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 100 メー トル 走っ た ぐら いい 
( )。 
a 体 が 弱い か ぎり だ b. 情け な いか ぎり だ 
ce. 葵 し いか ぎり だ 
2) 鞍 え 子 が この よう な 素晴らし い 賞 を いた だ き 、(  ) か ぎ 
り で す 。 
a。 たのしい b、 幸 せ ce. 喜ば し い 
3) 最近 お お金 が か か る こと ば か り で 、(  ) か ぎり で す 。 


衝 れ する な ん て 、 折 な か がら 


a 愛 う つっ だ b. 至 うつ な ce. 愛 う つ 

次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 言葉 の 通じ な い 外国 で 人 暮らし を 始め て 、 か ぎ 
り で し た 。 

2) あん な に 練習 し た の に な ん て 、 悔 し いか ぎり で す 。 
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本 本 慌 鐘 この つい で に ン / 順 便 
(ある 一 つの 動作 を する 時 に 、 ほ か の こと も する 時 の 表 
現 。)  〈《 在 逃 行革 一 勤 作 時 、 也 兼 人 共 宅 時 前 用 法 。> 
[ 動 - ま す 形 ] ] 
[] 1 が で ちら 
① お 近く に お 越し の 折 に は 、 お 遊び が て ら 、 お 寄り くだ さい 。 
ン 化 到 陸 近 時 六 凍 到 我 家 学 塗 。 
② 散歩 が て らち 、 た ば こ を 買っ て 来 よ う 。 ノ 散歩 時 順 便 実包 畑 回 


[ 頻 " 還 | No. 48「- か た が た 」「ー を 兼ね て 」 


8 ( ~ が 早い か ) 
回 是 : 任 ~ と すぐ に ン 立 刻 : 上 
〈 続 け て すぐ に 後 の 動作 を する 、 あ る い は その 了 瞬 問 に 人 
か が 起こ る 様子 を 表す 。〉 ノ (表示 接 者 、 弓 上 送 行 ー 
動作 惑 政 一 瞬 同 秋生 了 仕 を 情況 ) 
[ 重 - 生 書 珍 ン た 形 ] 一 が 早い か 
① わた し の 上 顔 を 見 る が 早い か 、 彼 は 性 4 
ン 一 春 到 我 , 他 吉 据 不 肥 待 地 謗 起 来 
② 地震 だ と 明 ぶ が 早い か 、 子 供 た ち は 机 の 下 に も ぐり 込ん だ 。 
ノ 剛 一 中 地震 了 , 季子 休 蔵 殺到 東子 庶 下 去 了 。 


に し ゃ べり は じ め た 。 


第 1 部 解説 9~10 


③ ベル が 鳴っ た が 早い か 、 生 往 た ち は 教 宣 を 飛び 出し て 行っ つた 。 
グ 殻 声 障 別 , 学生 伯 就 入 教 室 中 寿 面 去 
[ 環 . 郊 | Ye. 32「 ご な り 」No. 43 「 こ や ノー や 槍 や 」(2 締 )「ー 
た と た ん (に )」 


9 ( ご きら い が あ る ) 
ー 尼 尚 が ある ン 有 … 叙 向 : 有 点 … 
(悪い 内 容 を 表す こと が 多い 。) ノ < 多 表示 消 概 的 内 容 。〉 
避 枚 細 ( 生 - 辞 音 江 ] 
[名 - の ] 中 きら が ある る 
① 多く の 中 高 年 サラ リー マン は 仕事 に 追わ れ て 、 針 応 管 理 を 宮 
る きら い が あ る と 言わ れ て いる 。 ノ 息 多 中 高 年 工 弥 放 都 有 妨 
工作 所 果 布 和 略 健康 管理 的 傾 向 。 
② 彼 は 最近 、 ど う も 飲み 過ぎ の きら い が あ る 。 / 他 最近 好 象 有 
虹 信 的 価 向 。 


10 こ ず に は すま な い ) 


ー し な いま まで は 許さ れ な い ・ ご し な いで は 事 が 終わ 
ら な い ン 不 … 不 行 : 不 … 巡 不 去 

(自分 の 義務 態 や 、 周 囲 の 状況 、 社 会 的 な 常 職 な どか 
ら 考 えて 、 何 か し な けれ ば 許さ れ な い 、 あ る い は 物 符 
が 解決 し な いと いう 時 の 表現 ズ く 人 自己 交叉 各 感 、 
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第 1 部 解説 1<11 
周 国 移 状 況 、 社 会 性 的 常 汎 等 方 面 考慮 。 不 徴 仕 久 名 不 
披 免 世紀 決 不了 意 。〉 
[ 動 - な い 形 ] + ず に は すま な い 
(「 す る 」 は 「 せ ず に は すま な い 」 と な る 。) 
① 部 下 の 失敗 に 対し て 、 上 上 役 は 豆 任 を と ら ず に は すま な いも の 
だ 。 ノ 対 字 部 下 的 失敗 。 上 避 免 不了 逐 担任 。 
⑨ お わび の し る し に 伯 か お 購 り せ ず に は すま な いで し ょ う 。 ン 
表 鞭 意 , 不 送 点 仕 惑 小 不 辻 去 叩 。 
[ 類 落 ] No. 30「 こ な いで は すま な い 」 
EE 
11 ( <( で ) す ら ] 
回 昌幸 さえ ン 逢 …: 革 至 … 
《 強 調 の 表現 。> ン < 表 吐 周 。) 
[名 C で 1] + すら 
① 彼女 は 寝る 時 間 す ら 民 し ん で 、 研 究 に 疫 句 し て いる 。、 ノ 好 電 
天王 研究 , 途上 党 前 時 同 也 震 恒 。 
② 疲れ て 、 立 っ て いる こと すら で き な か っ た 。 ノ ズ 黒 得 逢 癌 都 和 
不 住 了 。 
③ そん な 易しい 着 字 は 、 小 学生 で すら 読め る 。 ノ 那 人 簡単 的 区 
字 , 途 小 学生 都 能 天 。 
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第 1 部 解説 1212 


12 (こそ ば か ら ) 
陣 較 こと すぐ に ン 近 … 稼 … : 剛 … 就 

く 次 々 に 同じ こと を 線 り 返し て いる 接 子 を 表す 。) ズ ( 表 
示 接 血 重 胡同 梓 的 事情 。〉 

[ 動 - 辞書 形 ノ た 形 ] + そば か ら 

0 度 を きれ い に 欠 く そば か ら 落 ち 葉 が 散っ て くる 。 ノ ズ 隊 清二 

浄 庭 院 , 司 叶 競 又 落下 米 了 。 
② 。 訂 いた そば か ら 忘 れ て し まう な ん て 、 我 ながら 和 情け な い 。 ノ 
呆 演 忘 , 逢 自 己 才 覚 得 不 可 原 涼 。。 
[ 占 監 ] 「~ は し か ら 」 


第 部 約 習 問題 7ー8 
1. 次 の 文 の _。 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選 びな 
さい 。 
1) せっ か く 上 京 し た の だ か ら 児 物 が て ら 買 い 物 で も し よう 。 
a. 見 物 する まえ に b. 見 物 の つい で に 
c、 見物 し た あと で 
2) 新任 の あい さ つ が て ら 会 社 の 中 を 見 て 回 っ て 。 
a あい きつ する た め に b. あい きつ し た く で て 
c、 あ いき つ を 燕 ね て 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 夕涼み が て ら 駅 まで 父 を に 行っ た 。 
2) いい 天気 な の で 、 花 を が て ら 近 く の 公園 まで 
に 出かけ た 。 
3 が て で ら 留 学 し て いる 娘 の 顔 を 見 に 行く こと に し た 。 
[8] 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) よほど 疲れ て いた の か 、 彼 は 布団 に 入る が 早い か ( )。 
a. 眠る と ころ だ b. 眠っ た ば か り だ 
ce. 眠っ て し まっ た 


AE 


2) ラッ シュ アワ ー の 電車 に は ドア が (  ) が 早い か 、 人 が 
どっ と 乗り 込ん で 来る 。 
ar. 区 い て b. 開く c、 開 いたら 


2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 被 は 「 い た だ きま す 」 と 言う が 早い か 、 


第 [部 練習 問題 9-10 


2) 選手 た ち は ビ スト ル の 合図 を 品 い か 、 一 衣 に 走り 
出し た 。 
3) バー ゲン セー ル の デパ ー ト に は 、 開 店 する が 早い か 、 天 勢 の 
客 が 5 
同 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 男 中 さん は 何事 も 考え 込ん で し まう きち い が あ る の で 
6 8 
a. 安心 だ b. 感心 だ co. 心配 だ 


2) 妹 は この ご ろ 革 いも の を ( ) きら い が あ る 。 
a、 食べ 過ぎ て bp. 食べ 過ぎ る 食べ 過ぎ 
3) 山田 さん は いい 男 だ が 、 人 の 話 を ( ) きらい が ある 。 
a よく 聞く b. 童 飲み 込み する c- 理解 する 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい <。 
1) 日 本 の サラ リー マン は の きら い が あ る の で 少し 休 
ん だ 方 が いい 。 
2) 今 の 子供 は 何で も すぐ 手 に の で 、 物 を 邊 林 に する 
きら い が あ る 。 
Q 1. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 
選び な さい 。 
何 度 も 人 を だ まし て きた の だ か ら 、 今 度 と いう 今度 は 、 彼 
謎 えら れず に は すま な い だ ろ う 。 
a きっ と 訴え られ る だ ろう 
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第 1 部 練習 問題 11~11 


b. 訴え を な いで は お か な い 
c. 訴え る の は 申し 訳 な い 

2. 下 の の 中 か ら 言 葉 を 選び 適当 な 形 に 変え て 、 文 中 の 
-_ に 書き な さい 。 


退院 する 入院 する 補償 を する 感謝 を する 飲む 食べ る 
1) いく ら お 酒 が 秋 手 と は いっ て も 、 社 長 に 初め られ て は 
すま な い 。 
2) これ だ け の 大 けが を し た の だ か ら 、1 か 月 は すま 
な いで し ょ 5。 
3) こち ら の 不 注 意 で 事故 を 起こ し た の だ 。 接 害 間 の 
すま な い 。 
国 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 日 本 人 で すら 、 蔽 語 の 使い 方 を よく (  )。 
覚え る b. 間違え る ce 知っ て いる 
2) 手 が 痛く て 、 は し を (  ) すら で き な い 。 
a、 持て る b. 持つ ce. 持つ こと 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1 で すら 大 変 な の に 、 子 供 が 一 人 で よく で きた も の 
だ 。 
2) 日 本 語 能力 試験 1 級 た 見 
来 た ば か り の ころ は 、 半 


と 合格 し た ラオ さん も 、 日 本 へ 
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第 1 部 練習 問題 12<12 


賠 


1、 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ao の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) うち の 子供 は 掃除 する そば か ら ( 。 ) の で 、 空 くい ゃ に 
な る 。 
a. 片付け る b. 散ら か す ce 洗 潤 する 

2) (  ) そば か ら ま た 同じ 間違い を する な ん て 、 我 な が らい 
や に な る 。 
a. 注意 され た b. 注意 され れ ば <. 注意 きれ て 

3) 聞い た そば か ら 、(  ) 覚え て いく と は 、 彼 の 訪 載 旋 は 


板 継 だ 。 
a. ゆっ くり b. だ ん だ ん 。 <c。 どん どん 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 彼 は 禁煙 す る と 言っ を そば か ら 、 す ぐま た 
2) この 品物 は 評判 が よく て 、 牛 頭 に そば か ら 売 れ て 


し まい ます 。 


第 ? 部 解説 3…14 


| [ 再 - 詳 書展 ] ] 

た だ + 1 [ い 形 - い ] + の み 

し [名] | 

① 今 は た だ 事故 に あっ た 方 々 の 無事 を 折る の かみ です 。 ノ 政 在 只 
有 祈 補 事 故 中 的 人 人 平安 元 事 。 

② 祖母 に と っ て は 、 た だ 音 し い の み の 人 生 だ っ た の だ ろう か 。 
ノ 対 福来 池 。 只 基 痛 普 的 人 生 中 。 

⑬ 親友 が 転校 し て し まい 、 わ た し の 心 に は た だ 及 し きのみ が 壮 
っ た 。 ノ 好 友 約 校 了 , 在 我 的 心 時 内 刺 下 寂 実 


14 ( た だ この みな ら ず 
ES ノ 
ー だ け で は な く 不 伝 : 不具 
(文語 体 。 「A の みな ら ず BB (まで ) (も )」 の 形 で も 用 
いら れ 、「 た だ 」 が つく と 、 よ り 強 調 さ れる 。 A、B に 
は 対 宙 的 、 並 空 約 ある い は 此 似 の 内 容 が くる 。> ズ く 文 
租 体 。 也 用 「A の みな ら ず B (まで ) (も )」 的 形式 
加 「 た だ 」 副 澤 洞 。A 同 星 是 互 力 対照 、 攻 云 惑 美 似 則 
内 容 。 
還 還 還 た だ 1 [ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 十 の みな ら ず 
(た だ し [な 形 ] の 「 だ 」 は! で ある 」 に な る 。[ 名 1 


第 1 部 解説 15<15 


〇 


の 「 だ 」 は つか な いか 、「 で ある 」 に な る 。) / ( 但 星 , 

「 な 形 」 中 前 「 だ 」 丸 「 で ある 」。[ 名 ] 中 的 「 だ 」 可 不 
接 、 式 接 「 で ある 1!。) 

彼女 は 、 倒 れ て いた 老人 を 抱 し た の みな ら ず 、 家 まで 

送り 届け た そう だ 。 ノ 叫 況 友 本位 放 倒 下 的 老人 , 之 把 他 送 

到 了 家 。 

富 主 山 は た だ 高い の みな ら ず 、 宗 も 美しい の で 、 日 本 の 焦 後 

と し て 愛さ きれ て いる 。 ノ 富士 山 不 人 高 , 本 且 容 恋 飲 姜 , 因 北 

作 河 日 本 的 象 征 受 到 豆 愛 。 

彼 は た だ 男 肖 で ある の な なら ず 、 儀 しい 心 の 持ち 生 で も ある 。 

ノ ズ 他 不 伝 勇 政 。 耐 有 近 有一 馬 良 的 心 


る 。 ノ プ 好 不 仮 被 朋 友 也 被 老 邦 人 所 信任 。 


15 て た と ころ で 


へ ~ て も ノ 既 便 - 

< 傍 接 の 仮定 表現 。 仮 定 し た 内 容 が 無 典 な こと 、 役 に 
立た な いこ と 、 予 期 に 反する こと や 、 結 果 に あま り 影 
礼 を 受 ぼ さ な い こと に な る と いう 語 し 手 の 判 断 を 表 
す 。)》 ズ (〈 逆 級 人 定 表 拓 方 式 。 志 河 億 新 所 候 定 的 
内 容 星 多 放 的 、 不 起 作用 的 或 与 預 其 相反 的 事情 等 , 対 
結果 不 太 具 有 影 史 意 。> 


[ 動 - た 形 ] と ころ で 
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第 部 解説 16~16 

① 今さら ぐち を 言っ た と ころ で 、 ど うに も な ら な い 。 ノ / 事 到 如 
今秋 定 馴 也 滋 用 。 

人 ゆ 約束 の 時 間 に こ ん な に 遅れ て は 、 行 っ て な を た と ころ で 、 だ れ 
も いな い だ ろ う 。/ 比 多 会 的 対 賠 晩 了 送 る 多 , 即 使 去 也 不 会 
有人 在 了 了 蝶 。 

③ 今回 参加 で き な か っ た と ころ で 、 ま た 次 回 に チャ ンス が ある 
だ ろう 。 プ 送 湊 即 使 不能 参加 , 下 次 所 有 机 会 叫 。 


46 


ー た まま ノ 放 時 不 管 一直 
く 自動 弓場 合 よ 「 ご た まま 変化 が な い 」。 他 動詞 の 場 
合 は 「 こ た まま その あと 何 も し な い 』 と 、 話 し 手 の 不 
満 や 非難 の 気持 ち を 合 む こと が 多い 。〉 ン 〈 前 接 自 区 
週 時 表示 一 真 没有 変化 。 接 他 称 則 時 表示 后 一 真 仕 
也 没有 側 , 現 活 者 多 事 有 不 満 或 再 的 庄 気 。》 
[ 動 - ま す 形 1 † っ ぱな し 
⑪ 新幹線 が 込ん で 、 大 阪 か ら 東京 まで ずっ と 立ち っ ぱな し だ っ 
た 。 ノ 新 千 銭 入 名 拉 , 捧 大 阪 到 灰 京 一 下 靖 者 。 
⑫ 弟 は 何で も や りっぱ な し で 、 い つも 母 に 徐 始 来 を し て も ら っ 
て いる 。/ 弟 弟 仕 名 孝 是 有 其 元 尾 的 , 怠 基 下 母 款 若 他 収拾 残 
人 
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第 1 都 解説 17~18 


17 ( こ で あれ ノー で あれ で あれ ) 
諾 生誕 涯 - で も ンー で も ーー で も ン 尽 管 : 元 疹 … 称 是 
<「A で あれ で あれ 」 の 場合 、A と に は 衝 中 的 、 普 
立 的 ある い は 頻 似 の 内 容 が くる 。〉 ン (「A で あれ B で 
あれ 」 中 , ん 王 量 互 対 照 、 井 立 束 美 克 交 内 容 。〉 
[名 ] で あれ 
① た と え 同 王 で あれ 、 国 民 全 て を 従わ せる こと が で きる わけ で 
は な い 。 ズ 尽 管 古 周二 , 也 不 可能 止 全体 回 l& 都 臣 服 。 
の 何で あれ 、 必要 な ら ば 買わ な けれ ば な る まい 。 ノ ズ 不 管 廿 信久 
内 要 電 要 就 
③ 正社員 で あれ パー ト で あれ 、 仕 事 に 対す る 次 任 は 変わ り ま せ 
ん 。 ノ 天 餅 正式 駅 具 巡 最 内 時 耶 , 対 工 必 的 実 任 基 一 梓 的 。 


18 ( こ て か ら と いう も の ) 

回 証 E 揚 て か ら 後 は ずっ と 月 以 … 以 所 
〈「A て か ら と いう も の 量 」 は A が あっ て その 後 、 そ れ 
が 原因 で ずっ と 日 の よう に な っ て いる こと を 表す 。〉 
プイ 人 「 こ て か ら と いう も の 」 表示 A 存 在 之 庄 以 此 力 
由 一 真 … を 意 。> 

[ 動 - て 形 」 か ら と いう も の 

① 娘 が 帰っ て 来 て か ら と いう も の 、 年 者 いた 父親 は 見違える ほ 

ど 元 気 に な っ た 。/ 朋 捧 女 電 還 来年 老 的 父 奈 就 換 了 ー 條 


第 部 解 賠 18~18 


人 似 的 精神 起 来 。 
@ 水泳 を 習い 始め て か ら と いう も の 、 冬 で も 同 政 を 引か な く な 
っ た 。 グ 穫 以 井 始 学 圭 洲 泳 以 来 , 冬 天 也 不 再 感 胃 了 。 
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第 [部 練習 問題 13<14 


3 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 成 功 する た め に は た だ (  ) の み だ 。 
a. 即 力 あれ ば 。 b. 努力 あっ て < 協力 ある 
2) 親 と し て た だ 子供 の ( ) の み を 願っ て いま す 。 
a、 幸せ bh, 幸せ で ce。 謗 せ を 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 思い 切っ て ブロ ポー ズ し た 。 後 は た だ 彼女 の 返事 を の 


み だ 。 

2) や る だ け の こと は や っ た 。 後 は た だ 神 に 成功 を の 
みみ だ 。 

1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

1) レオ ナル ド ・ ダ ・ ビ ンチ は た だ 芸術 家 ( 。 ) の みな ら ず 、 
科学 者 で も あっ た 。 
sa. で あっ た b. で あっ て c で な い 

2) 下 審 叶 の 到 拉 は た だ (  ) も の の みな ら ず 、 人 々 の 心 の 
ケア も 大 功 で ある 。 


a. 物質 的 な b. 精神 的 な © な 
3) この 仕事 は た だ 知識 の みな ら ず 、 経 験 の 豊か さ が ( )。 


a. 必要 で は な い b. 必要 と され る c. ある 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) ご み 問 題 の 解決 に は た だ の みな ら ず 、 市 民 一 人 一 
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第 ! 部 練習 問題 516 


人 の 特 息 と 努力 が 重要 で ある 。 
2) 公害 は 被害 考 の 健康 の みな ら ず 、 蘭 培 に 及ば す 影 響 も 
[ 周 1. 次 の 文 の ___ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 
1) た と を 失敗 し た と ころ で 、 ま た や り 直 せ ば いい 。 
a. 失敗 し た ば か り で も b. 失敗 し て も 
<. 失敗 する と 
2) お 8 金 が あっ た と ころ で 、 必 ず し も 幸せ と は か ぎら な い 。 
sa. あっ て も b. あっ た と き は ce. あれ ば 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) どん な に 急い だ と ころ で 、 終 電 に 


そう も な い 。 
2) いま さら どん な に と ころ で 、 許 し て は くれ な い だ 
ろう 。 
3) 高速 道路 が と ころ で 、 巨 的 地 ま で 3 時間 は か か ら 


な い だ ろ う 。 
[ 周 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

1) カラ オケ で 3 時 間 も 歌 いっ ぱな し だ っ た の で 、 声 が (  ) 
し まい まし た 。 
a. 出 て b. か れ て ce, 響い て 

2) 見 は 不 病 物 だ か ら 、 い つも 布団 を (  ) に し て いる 。 
a. 敷い て っ ぱな し b. 敷き っ ぽ な し 
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第 [部 練習 問題 リー リ 


ec. 敷く っ ぱな し 

3) テレ ビ を ( に し な いで 、 見 て いな い 時 は 消す よう に 
し て くだ さい 。 
sa、 つ けっ ぱな し tb. つけ る っ ぱな し 


c、 つ け て っ ぱな し 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1 に な っ て いた 本 を や っ と 返す こと が で きた 。 
2) 歯 を 訂 く と さき は 水道 の 水 を に し な いで 、 第 水 を 必 
が け よ う 。 
7 1 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 
選び な さい 。 
た と え 小 さ な 会 社 で も あれ 、 社 長 で あめ る こと に は 変わ り は な 
w 
a. 小さ な 会 社 だ か ら 、 圭 長 は 変わ ら な い 
b. 小さ な 会 社 で も 、 社 長 は 会 社 の 代表 で ある 
c. 小さき な 会 社 な ら 、 社 長 は 社員 と 変わ り は な い 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 女性 で あれ で あれ 、 基 本 的 な 家事 は で きる は うぅ に 
し て お きた い 。 

2) どん な に 筐 い 散 授 で あれ 、 学 生 の 質問 こと も あ 
る 。 

3) 大 人 で あれ で あれ 、 法 律 は 守ら な けれ ば な ら な 
い 。 
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1. 


第 [部 練習 問題 18~18 


次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を sc の 中 か ら 


選び な さい 。 
1) 仕事 を 辞め て か らち と いう も の 、 着 は 一 日 中 家 で ごろ ご ろ し 
て いる 。 " 
a. 辞め て 少し の 間 b. 辞め た 後 ず っ と 
c. 辞め る と 言う と 
2) わた し は 雑誌 で 日 本 の 記事 を 読ん で か ら と いう も の 、 い つ 
か 日 本 へ 来る こと を 夢見 て いた 。 
a. 読ん だ そば か ら b. 読む が 早い か 
ce. 読ん で 以来 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 入社 試験 を か ら と いう も の 、 通 知 が 来る の を 今 か 
今 か と 待っ て いる 。 
2) 社会 人 に か ら と いう ゃ も の 、 学 生 時 代 の よう に は 遊 
時 間 が 持て な く な っ た 。 
3 か わい が っ て いた 子犬 が 死ん で か ら と いう も の 、 尊 は 
ば か り い る 。 
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第 1 部 解説 19~20 


19 ( で は ある まい し ノー じゃ ある まい し ) 


国 還 介 - で は な い の だ か ら ン 因 放 ポー : 叉 不 是 
~ 本 還 詩 「 動 辞書 形 / た 形 ] + の グ ん 
[ 多 1 | で は ある まい し 
① 冬山 登 抽 を する の で は ある まい し 、 大 げ さ な 絡 好 は 要り ませ 
ん 。 ノ 叉 不 是 冬 天 登山 不用 打 接 得 那 奏上 
② 子供 で は ある まい し 、 嗜 い 所 が 頂い な ん て 、 お か し いで すね 。 
ン 双 不 中 入 子 。 之 層 黒 人 久 航 , 真 半 人 笑 活 
③ 誤 吾 が 現れ た ん じゃ ある まい し 、 そ ん な 稀 いた 顔 を する な よ 、 
ンス 不 直下 別 那 名 大 昼 小 怪 的 。 
「~ じ ゃ ある まい し 」 は は 話し 言葉 。 ノ 「 じ ゃ ある まい 
し 」 用 手口 番 。 


20 (こと あっ で) 


ー の で 因 坊 … : 由 王 
[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 十 と あっ て (た だ し 
[な 形 ] と [名 1 の 「 だ 」 は つか な いこ と が 多い 。) グ 
( 但 是 , [な 形 ] 和 「 名 ] 的 「 だ ! 大 多 不 用 。〉 
① 人 気 ス ター が や っ て 米 る と あっ て 、 大 勢 の 人 た ち が 待 ち 受 け 
て いた 。 ノ 因 丸 視 愛 区 迎 的 明星 就 妥 到来, 所以 福 多 人 都 在 等 
民 着 。 
②③ この ホテ ル は 変 通 の 便 が いい と あっ て 、 ビ ジネス マン の 出張 
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@ 


第 1 部 解説 21~21 
に と く 使わ れる 。 ノ 直 家 実直 生 交 通 方 便 。 色 常 被 生 意 人 出 
差 所 利用 。 
その クイ ズ は 野 癌 が 衣 茶 と あっ て 、 局 基 が 親 拓 し て いる 。 ノ 
遂 畜 精 活 区 品 秦 信 、 記 者 果 所 和 到 。 
開店 モー ル と あっ て 、 店 内 は 押す な 押す な の に ぎわ い だ っ た 。 
ノ 因 妨 並 特 催 。 店 内 将 同 押 拉 。 


21 (て と あれ ば ) 


~ な ら ノ 如果 明 
[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 + エ と あれ ば 


(た だ し 、[ な 形 ] と [名] の 「 だ 」 は つか な いこ と が 
多い 。) ノ ( 但 大 , [な 形 ] 和 [名 ] 的 「 だ 」 大 多 不 用 。〉 

息 康 の 客 が 来る と あれ ば 、 胸 を ふる っ て ご 胞 着 を た くさ ん 用 
意 し よう 。 ノ 細 果 基 近道 的 客人, 剖 角 胃 手 多 準 逢 ル 導 人 
手 好 菜 。。 
だ れ も 手 伝っ て くれ な いと あれ ば 、 わ た し が 一 人 で や る し か 
な い だ ろ う 。 ノ 吉 果 没有 人 才 忙 。 衝 吉 内 好 一 條 人 仙 了 
体 が 大 きく 、 足 用 が 強い と あれ ば 、 ラ ダビ ピー 選手 に は うっ て 
つけ だ 。 ノ 体格 高大 、 殿 晶 強 健 的 舌 , 当 柱 和束 提 手 正 合造 
家賃 が 安く 、 日 当たり が よく て 、 そ の 上 静か と あれ ば 、 証 い 
アパ ー ト で も 倍 り 手 は ある だ ろう 。 ノ 性 租 便宜 、 光 照 充足 、 
面目 逐 補 安静 的 舌 , 即 便 是 旧 公 寅 也 会 有人 来季 。 
子供 の た め と あれ ば 、 親 は 何 を お いて も で きる 限り の こと を 
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第 I 部 解説 22~22 


する も の で す 。 グ 各 果 基 妨 耳 箇 子 的 知 , 父母 充 侯 仕 名 都会 尽 
PSI 内 


居 蘭 誠 昌 も ー も ン 館 … 也 好 : 玩 是 … 也 好 
く 「A と いい 日 と いい 」 の 形 で 、A、B に は 対 中 前 、 並 
登 角 ある い は 頻 人 の 内 容 を 例示 する 。) ン (「A と いい 
BB と いい 」 中 . AA 三 日 互 妨 対 照 、 井 立 惑 美 似 的 内 容 。〉 
[名 ] + と いい + [名] + と いい 
① この ドレ ス 、 色 と いい デザ イン と いい 、 お 客 様 に よく お 似合い 
で す よ 。 グズ 送 件 礼服 , 顔色 也 好 設 計 也 好 , 都 是非 常 合 作 的 。 
手 と いい 足 と いい 、 引 っ か き 傷 だ ら け だ っ た 。 ノ ズ 不 少 是 手 涼 
是 脚 , 都 庄 得 俺 痕 黒 黒 。 
IA と いわ ず B と いわ ず 」〈A も B も (さら に 全体 が 、 
その 状態 に な っ て いる 。) / ば 不 疹 基 A 乏 是 B (暗示 
全体 都 訪 現状 褒 ) ) 
・ 手 と いわ ず 足 と いわ ず 、 引 っ か き 傷 だ ら け だ っ た 。 
グ 手 也 好 脚 和 好 , 都 符 誠 得 伯 痕 昧 累 。 
〈 手 も 足 も さ ら に 全身 が 引っ か き 傷 だ ら け だ っ た 。〉 
グ 〈 手 、 脚 乃至 全身 都 是 稚 療 時 果 。〉 


@ 
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第 1 部 解説 23~23 


23 (と いえ ども ) 


隊 還 けれ ども ・ て も / 怒 合 : 量 悦 是 … 
(文語 体 の 逆 接 の 表現 。「 い か に こと いえ ども 」 や 「 た 
と え ご こと いえ ども 」 の よう な 形 を と る と 、 特 別 な 、 あ 
る い は 特 端 な 内 容 を 強調 する 表現 と な る 。) て 文 和 
体 的 逆 接 表 現 。 以 「 い か に と いえ ども 」 或 「 た と え 


こと いえ ども 」 的 形式 , 張 刀 特別 或 板 敵前 内 容 。〉 


衣料 昌 馬 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 填 と いえ ども 
(た だ し 、[ な 形 」 と [名] の 「 だ 」 は つか な いこ と が 
多い 。)  〈 但 是 , [な 形 ] 和 [名 ] 的 「 だ 」 大 多 不 用 。) 
① 近 医学 が めざまし く 進歩 し た と いえ ども 、 病 人 の 数 は 其 


少 領 向 に は な い 。/ 近 年来, 重 浅 医学 取得 了 散 足 的 漠 歩 , 但 
病人 的 数 量 介 没 有 小 少 的 傾向 。 

いか に 多忙 と いえ ども 、 健 康 管 理 を 含 っ て は な ら な い 。 ノ 即 
使 再 忙 。 也 不能 名 箱 健 康 管理 。 

た と え 外 国人 と いえ ども 、「 多 に 入っ て は 筑 に 補 え 」 の こと 
わ ぎ 箇 り で す 。 ノ 量 閲 是 外 固 人 , 由 湾 遵 入 “ 入 多 随 俗 ” 近 一 
秘 衛 。 


: 閉 | No. 28「 て と は いえ 」 


[ 机 馬 ] 「 老 いた り と いえ ども 」 (文語 体 で 「 年 を と っ て いる は け 


れ ど も 」 の 意味 。) / 《 文 巴 体 “ 尽 管 上 了 年 各 ” 之 意 。〉 
- 老い たり と いえ ども 、 ま だ まだ 若い 者 に は 負け な い 
つも り だ 。/ グ 尽 管 上 丁 年, 也 不 想 秩 第 年 経 人 。 
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第 部 解説 24~24 


24 (と 思い き や ) 
次 CN 
て と 思っ た けれ ども 本 来 以 久 … : 原 以 力 … 偶 出 平 意 
料 的 
(文語 体 。 結果 が 思っ て いた 内 容 に 反する 時 に 用 い 
る 。) ン く 支 秋 体 表示 希 与 預 料 相反 。) 
[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 と 思い き や 
し 、[ な 形 ] と [名 ] の 「 だ 」 は つか な いこ と が 
多い 。) ノ ( 但 是 , [な 形 ] 和 [名 ] 的 「 だ 」 大 多 不 用 。〉 
① 前 進 を 続け る と 思い き や 、 リ ー ダ ー は 党 痢 の 命令 を 発し た 。 
ノ 本 以 方 会 江 鱗 前 放 , 可 夷 者 却 受 出 地 退 的 命 信 。 
@ あわ や アウ ト と 思い き や 、 身 導 は セー フ と 宮 し た ノ 原 想 自 了 
要 出 局 了 , 但 務 久 却 宮 布 突 全 放 人 。 
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第 1 部 練習 問題 19<20 


[19 1. 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 


選び な さい 。 
携 械 で は ある まい し 、 夜 も 寝 な いで 働け る わけ が な い 。 
a. 機械 は ある けれ ども b. 機械 が な い の で 


ce. 機械 と は 違う の で 

2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) 海外 に (  ) じゃ ある まい し 、 そ ん な 大 きい スー ツケ ー 
ス は 要ら な いよ 。 
a. 行っ た ら b. 行く ん ec. 行っ て 

2 ( 。) じゃ ある まい し 、 一 日 中 林 て ば か り い な いで ほし い 。 
a.、 病人 だ b. 病人 の e. 病人 

3) 六 学 の 専門 家 で は ある まい し 、 わ た し に こん な 上 難し い 問 是 
な (て )。 
a. 解け る わけ が な い b、 解 ける か も し しれ ない 
ec. 解け な いと 困る 

EO 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) さす が に チャ ン ピ ビオ ン と あっ て 、 彼 の 人 気 は ( )。 
as. あまり よ く な い b. まあ まあ だ 


c. た いし た も の だ 
2) 駅 前 に で きた マン ショ ン は 買い 物 に も (  ) と あっ て 、 
すぐ に 発売 に な っ た 。 
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第 1 部 解説 21>21 


a. 便利 な b. 便利 だ c. 便利 で 
3) 無事 


言う 知ら ちせ が ) と あっ て 、 み ん な ほっ と し た 。 
a 性 いた b. 届い て c。 届け ば 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 大勢 の 前 で 自分 の 意見 を と あっ て 、 や は りら り 彼 も 臣 
直 し て いる よう だ 。 

2) あの 店 の ラー メン は 宏 く で と あっ て 、 い っ つも 行列 
が で き て いる 。 

四 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

1 今 昌 中 に この 仕事 を 仕上 げ な けれ ば な ら な いと あれ ば 、 残 
業 も ( )。 
a. や む を 得 な い だ ろ う b. で き な い だ ろう 
ec. し た く な い 

2) まず いう え に (  ) と あれ ば 、 客 が 来 な い の も 無理 は な 
いと 思う 。 
a 高い b、 高く ce. 高く て 

2. 次 の 文 の ___ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 親 は た め と あれ ば 、 ど ん な 苦労 も いと わな いも の 
で す 。 


2) 大 切な お 和 客 様 の ご 在 望 と あれ ば 、 私 は どん な こと で も 


3) その 薬 で 子供 の 病気 が と あれ ば 、 ど ん な に 高く て 
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2 
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第 1 部 練習 問題 22~23 


も 手 に 入れ た い 。 


1. 次 の 文 の 【t ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) 漢学 は 書き 方 と いい 、【 ) と いい 、 わ た し に と っ て は 大 
変 品 し い 。 
聞き か b、 読み方 c、 話 し カ 
流 ンス トラ ン と 言わ も れる だ け あ っ て 、 味 と いい 、 紛 囲 人 
と いい 、( )。 
a. 値段 が 高い b. あま り よ く な い 
店 し 分 な い 
3) ( )、 こ れ 以 上 の マン ジョン は 見 つか らち な い だ ろ う 。 
a 広い と いい 、 家 賃 の 安い と いい 
b. 広く て と いい 、 家 賃 の 安く て と いい 
e. 広 さ と いい 、 家 賃 の 安さ と いい 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 皮 元 と いい 、 口 正 と いい 、 彼 女 は 死ん だ 母親 に 四 
2) 彼 の 会 社 は 。 _ と いい 、 ボ ー ナ ス と いい 、 ほ か と 比べ 
て ずっ と いい 。 
1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 最近 は 忙し く て 日 曜日 と いえ ども 、 ゆ っ くり ( 0 
a、 休 も う b. 休ん で いら れ な い c. 休み た い 
2) 有名 大 学 を ( 。 ) と いえ ども 、 最 近 は いい 太 職 先 を 見 
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第 1 部 解説 24<24 


つけ る の は 難し い 。 
も 卒業 し た b. 卒業 し て ce. 卒業 し な い 

2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) イン スタ ント 食品 と いえ ども 、 多 少 手 を 加え れ ば 

な る 。 

2) と いえ ども 、 簡 単に 日 本 語 が 教え られ る わけ で は 
な い 。 

3) いか に 漢字 が 著 子 だ と い えど も 、 日 本 語 を 完全 に マス ター 
する た め ぬ に は 漢字 も な けれ ば な ら な い 。 

還 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な 言葉 を aーc の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

1) ホー ムラ ン と 思い き や 、(  )。 
a. や は り ホ ー ム ラン だ っ た 
b. 残念 な が ら フ ァ ウ ル だ っ た 
c、 一生 小谷 走っ た ほう が いい 

2 浴 ん 着 が 祥 つ いて や っ と (。 ) と 思い き や 、 今度 は 隣 の 
犬 が ほえ 始め た 。 
a. 静か に な っ た b. 静か に な れ ば 
c. 静か に な っ て 

2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 父 は 病気 が 治っ て 退院 し た と 思い き や 、 ま た すぐ に けが で 


2) あし た か ら 夏 休み で ゆっ くり 思い き や 、 ど っ さり 
宿題 が 出さ れ た 。 
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第 1 部 解説 25 一 26 


25 (こと きた ら ) 


還 題 E 謀 は ノ 提 喜 …: 好 起 … 
(特に 話題 に 取り 上 げ る 時 の 表現 。 後ろ の 文 に 否定 的 、 
非 欧 の 内 容 が くる こと が 多い 。 ノ 《 提 水 竹 題 , 司 文 多 
犯 否定 、 夷 進 的 内 容 。 

[名 ] + と きた ら 

① あい つと きた ら 、 い つも 遅れ て 来る ん だ か ら 。 頭 に くる よ 。 

ノ 逢 提 閣 家 依 了 , 意 是 妃 到 , 真 半 人 生気 。 
の ② 了 員 の 大 と きた ら 、 人 が 通る 愛 に キャ ン キ ャ ン ほ えて 、 う る き 


く て た ま ら な い 。 プ 現 如 隔 壁 的 痴 来 , 一 見 論 人 通 辻 就 注 注 叫 , 
路 死 了 。 


ET RN 
26 (~ と ころ を ) 
~ 時 (な の ) に ・… 状 況 (な の ) に ズ … 財 候 :… 太 中 
[ 動 - 基 書 形 プ た 形 ] 」 
- い 形 - い ] 
[な 形 - な ] 
[名 - の ] | 
① その 読 合 は 、 も う 少 し で 終わ る と ころ を 、 是 で 中 記 さ れ た 。 
ノ 那 協 比 窒 品 上 就 要 東 前 時 候 , 因 下 生 宙 中 断 了 。 
② お 忙し いと ころ を お いで くだ さい まし て 、 あ り が と う ご ざ さい 
ます 。 ノ 弟 忙 中 大 百 光 四 , 不 艇 感 導 。 


| と ころ を 
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第 1 部 解説 27~27 


⑨ お 休み の と ころ を お 衝 魔 いた し まし で 、 申 し 訳 あり 氷 せ せん 。 


27 


グ 打 挑 念 休息 , 得 不 好意 思 。 


/ こ と し た と ころ で ノン と し た っ て ン ノ 
いこ に し た と ころ で プー に し た っ て / 


軌 還 語 氏 - と し て も - に し て も ン 即 使 是 … 也 … 


た ちら は 


(立場 や 条件 を 考え る 時 の 表現 。「… と し た と ころ で 」 
な どの 後ろ に くる 内 容 は 否定 的 な も の で ある こと が 多 
い 。〉 ン ( 考 虚 立 甚 、 奈 件 時 的 表現 。・「 一 と し た と ころ 
で + 等 后 多久 否定 意 玉 。〉 


[ 馬 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 並 通 形 十 と し た と ころ で 


@ 


(た だ し 、【 な 形 ] と [名] の 「 だ 」 は つか な いこ と が 
多い 。) ノ ( 但 是 【 な 形 ] 和 [名 ・ 中 的 「 だ 」 大 多 不 用 。) 
全員 が 参加 する と し た と ころ で 、 す い ぜ い 30 人 位 だ 。 ズ 即 使 
全員 参加 。 最多 志 不 辻 30 来 人 。 
後 が どん な に 歌 が 得意 と し た っ て 、 案 人 の 成 を 出 て いな いよ 。 
ノ 不 管 他 唱歌 多 依 手 。 也 脱 不正 普 余 者 的 衝 叶 。 
野党 は その 法案 に 反対 は し て いる が 、 野 芝 に 
ほか に よい 


ろ で 、 

が ある わけ で は な い 。 尽 管 在野 党 肥 対 下條 
提案 , 可 他 休 自己 也 草 没有 共 亡 更 好 的 代 茶 方 案 。 

わた し に し た っ て 、 そ れ に つい て は どう し て いい か わか ら な 
いん で す 。 ノ 玉 我 自己 、 対 那 件 事 也 不知 如何 天 好 。 


No. 15「ー た と ころ で 」 
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第 1 部 解説 28…29 


[ 洲 意 | 「 一 し た っ て . は 話し 言葉 。 ノ 「ー し た っ て 」 用 王 ロ 


3 
i 


28 (~ と は いえ ) 


記 短 上 略 と いっ て も ・ 一 で も 星 選 … 但 是 : 尽 管 … 可 是 

〈「A と は いえ B」 は 「A は 事実 だ が 、 し か し 実際 は B」 

の 意味 。) <「A ム と は いえ 星 」 意 “A 時 是 事 実 , 但 

実際 上 是 B"。) 

[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 キ + と は いえ 

(た だ し 、[ な 形 」 と [名 ]) の 「 だ 」 は つか な いこ と が 

多い 。)  〈 但 是 [な 形 ] 和 [名 ] 中 的 「 だ 」 大 多 不 用 。〉 

の 向こう の 言い 分 も わか っ た と は いえ 、 心 か し た わけ で 
は な い 。/ 尽 管 末 方 的 理由 我 也 能 明白 , 但 基 心 里 韻 不 性 息 能 
接 受 。 

@⑨ 宛 いと は いえ 、 そ の 子 は 自分 な り に 家 の 事 情 を 理解 し で てい る 。 
グ 昌 赤 入 小 , 属 不 琉 子 在 控 照 自 己 的 方 式 理解 家 里 的 事情 。 

③⑧ 春 と は いえ 、 ま だ まだ 寒い 日 が 続い て お り ま す 。 / 量 閲 是 春 
天 了 , 寒冷 的 日 子 据 在 持 鍼 。 

其 こ 者] No. 23 「 て と いえ ども 


29 (こと ば か り に ) 


いか に も と いう よう に ノ 還 出 … 的 冬子 : … 似 的 
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第 部 解説 29~29 


[ 動 - 普 通 形 ノ 命令 形 ] 
[ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普 運 形 
(た だ し 、[ な 形 ] と [名 ] の 「 だ 」 は つか な いこ と も 
ある 。》 ノ ( 但 是 [な 形 ] 和 名] 中 的 「 だ . 選 有 不 接 
的 時 候 。) 
① 彼女 が 舞台 に 姜 場 す る と 、 客 席 か ら 待っ て いた と ぼ ば かり に 大 
き な 指 導 が 起こ っ た 。 ノ ズ 好 一 准 上 舞台 , 葛 欧 証 上 飼 不 及 待 地 
井 朋 本 熱 玖 党 声 。 
② 彼 は 、 わ た し に 早く 帰れ と ば か り に 、 書 類 を 片付け は じ め た 。 
ノ 他 出 1 我 選 回 去 的 妖子 政 始 苑 手 収 捨 交 件 。 
⑧ 彼女 は 、 意 外 だ と ば か り に 、 ロ を 開け た まま 彼 を 見 つめ て い 
た 。 ノ 名 出 六 外 地 天 着 時 交 視 本 他 半 喚 。 
「 一 と 言わ ん ば か り に 」 
《 い か に も て と 言い た そう に (ご と は 言わ な い が 、 言 
いた い 気 持ち が 後 の 能 度 や 様子 に 表れ て いる 。)) ン 
< 漁 好 像 層 。 眼 看 示 要 下 出 … 的 欄 子 ( 最 然 没 下 。 伯 想 
次 出前 心情 在 司 面 的 相 度 工科 子 上 表現 出来 。) ) 
・ 彼 は 何 も 開き た く な いと 言わ ん ば か り に 、 ぶ いと 横 
を 向い た 。 ノ 他 氷 好 像 下 件 人 也 不 想 叫 似 的 , 一 下 子 
秩 辻 肢 志 。 


| + と ば か り に 
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第 [部 解説 30<30 


30 ( こない で は すま な い ) 


て な いま まで は 許さ れ な い ・ な いで は 終わ ら な い ン 
不 … 不 行 : 不 … 就 完 不了 
(本 人 の 義務 感 や 周 下 の 状況 、 社 会 的 な 常識 な どか ら 、 
何 か し な けれ ば 許さ れ な い 、 あ る い は 物事 が 解決 し な 
いと いう 時 の 表現 。〉  〈 素 示 太 自己 的 叉 色 感 、 周 国 的 
状況 、 社 会 常 等 考 虚 不 那 梓 供 不 行 、 歌 解決 不了 事 
情 。> 
[ 動 - な い 形 ] + な いで は すま な い 
(D あん な 営 価 な 物 を 壊し た の だ か ら 、 弁 償 し な いで は すま な い 。 
ン ノ 秀 琉 了 邪 人 前 西 。 不 語 倍 正法 交 待 。 
②④ この 倫 囲 気 で は 、 会 議 は - ^ 基 れ し な いで は すま な い だ ろ う 。 
ズ 在 送 称 守 押下 会 流 免 不了 相同 出 一 欧風 波 了 。 
No.、10  ~ ず に は すま な い 」 
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第 1 部 練習 問題 25<26 


回 1 
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1. 


次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 日 本 語 の 勉強 と を きたら 、(  )。 
a. 毎日 9 時 か ら 12 時 30 分 まで だ 
b. 覚え る こと が 山 ほ ど あ っ て 大 変 だ 
ce. お も し ろく て 、 と て も 役に立つ 
2) 最近 の パソ コン と きた ら 、 機 能 が 複雑 で 、(  ) 
a、 説 明 書 を 読む と よく わか る 
b. と て も 便利 に で き て いる 
c. 説明 書 を 読ん で も な か な か 使い こなせ な い 
3) うち の 子供 た ちと きた ら 、(  )。 
a. テ レビ 、 ま ん が 、 フ ァ ミ コン ば か り で 、 ち っ と も 勉強 し 
な い 
b. 惣 強 だ け で な く 、 ス ポー ツ も 頑張 っ て いる 。 
c. 最近 よく 家 の 手 伝い を する よう に な っ た 
次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) も う 少 し で (  ) と ころ を あせ っ て 和 失敗 し て し まっ た 。 
a. 完成 する だ ろう b. 完成 し て c. 完 戒 する 
2) て ) と ころ を わざ わざ お いで いた だ きま し て 、 あ り が と 
う ご ざ いま し た 。 
a. 遠く て b. 遠い e. 遠かっ た 
9 ( ) と ころ を お 待た せい た し まし て 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 


第 [部 練習 問題 27~28 


a. お 急ぎ で hb. お 急ぎ な c. お 急ぎ の 


2 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) すぐ に で も お お礼 に 但 うべ き と ころ を 、 て 申し 訳 あ 
り ま せん 。 

2) お 休み の と ころ を 、 て すみ ませ ん で し た 。 

較 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

1) 実力 者 の 社長 に し た と ころ で 、 全 て の こと を 一 人 で 処理 で 
きる ( )。 
gg に ちがい な い b. わけ が な い 


c。 か も し れ な い 
2) 1 日 50 ペ ー ジ 読む と し た っ て 、3 日 で この 本 を (  )。 
a. 読む こと は で き な い b. 読め る だ ろう 
c. 読ん で し まっ た 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) この 案 に 反対 し て いる 彼 に し た っ て 、 ほ か に いい 案 が ある 
と は っ 
2) 中 小 企業 だ け で な く に し た と ょ ころ で 、 こ の 不景気 
で は ボー ナス は あま り 期 待 で き な い だ ろう 。 
較 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1 いく ら 家 賃 が ( ) と は いえ 、 こ れ ほ ど ひ どい 部屋 は 見 
た こと が な い 。 
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第 部 練習 問題 29~29 


4 安く て b. 安い ce 安けれ ば 
2)( 。 ) と は いえ 、 こ ん な 重い も の を 一 人 で は と て も 持て な 
いで し ょ う 。 


a. カカ が ある b. カカ が あれ ば ce. カカ が あっ て も 
3) いく ら 【( ) と は ハ え 、 侍 日 同じ 料理 を 出さ れ で て は 飽き 
て し まい ます 。 
a. 好き な b. 好き で ce. 好き 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 日 曜 昌 と は いえ 、 仕 事 が た くさ ん あっ て 、 ゆ っ くり 


な い 。 
回 1 次 の 文 の 
選び な さい 。 
1) 母 は 疲れ た と ば か り に 、 ど っ か り と 栄 に 腰 を S ろ し た 。 
a. 何 度 も 「 疲 れ た 」 と 難 っ て 
b. ちょ うど 疲れ た と ころ な の で 
c. 見 る か ら に 疲れ た 様子 で 
2 [ 天 ま で 届け 」 と ば か り に 、 彼 は ボー ル を 空 に 向かっ て 放り 
投げ た 。 
a 高く 飛ぶ よう に 精 一 弥 の 力 を 出し で 
b. 大 声 で 「 天 まで 届け 」 と 叫び な が ら 
c. どこ まで 飛ぶ な の か 試し て みよ うと 


の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
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第 部 練習 問題 30<30 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 見 事 な 手品 を 見 た 子供 た ち は と ば か り に 、 首 を か 
し げた 。 
2) その 学生 は 授業 が 退 届 だ と ば か り に 。 
Bd 1. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 
選び な さい 。 


理由 は どう で あれ 駐車 違反 で 捕まっ た の だ か ら 、 抽 秋 を 払 
わな いで は すま な い 。 

4. 宙 金 を 払う こと か で きず 、 申 し 訳 な い 

b. 宙 金 を 払い た く な い の で 困っ て いる 

< 名 金 を 払わ な けれ ば ぼ な ら な い 


2. 下 の の 中 か ら 言葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 変え て 、 文 中 

の _ に 書き な さい 。 
受け る 言う 行く 

1) 沙 師 が 入院 し た と な れ ば 、 一 度 は お 見 舞い に で は 
すま な い 。 

2) 彼 は 遅刻 ば か り し て いる 。 こ れ で は 注意 を で は す 
まな い 。 

3) こん な に お 世話 に な っ た の だ か ら 、 一 言 お 礼 を で 
は すま な い 。 
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第 【 部 解説 31…32 
ここ 
31 ( て な が ら も ) 
国 是 : 計 けれ ども ノ 展 拓 … 但 是 : 尽 管 
[ 重 - ま す 形 な い 形 - な い ] ] 
[ い 形 - い ] 1 
[な 形 -O] 
[名 ] 
① その 職人 は 古い 伝統 を 守り ながら も 、 新 し い 工 夫 
る 。/ 那 條 駅員 遇 然 遵 特 以前 的 佐 銃 介在 刻 意 食 新 。 
め うま く で き な い な が ら も 、 な ん と か 替 力 し て みた 。 ノ 尽 管 信 
得 不 好 , 伯 量 己 多 付 出 共 カ 了 。 
 「 導 い な が ら も 、 楽 し い 我 が 家 」 と 言う よう に 、 口 分 の 家 が 
一 番 で すね 。 ン 正 如 “ 着 申 随 室 , 唯 理 得 再 ” 所 洲 。 自己 的 家 
基 最 好 的 。 
⑧ 最近 は 小型 な が ら も 、 尼 れ た 機能 を 備え た パソ ニン が 出回っ 
で いる 。 ノノ 最近, 体 邊 最小 , 伺 神 能 佐良 的 四 有 到 超 可 免 了 。 


国 是 吐 - と すぐ ン 立 刻 一 … 昌 上 就 
< 続い て すぐ に 後 の 動作 を する 時 の 表現 。) < 此 接 着 
送 行 下 ー 條 線 作 時 的 表現 。) 
[ 動 - 辞 鞭 形 ] + な り 
① 友人 は 部 屋 に 入っ て 来る な り 、 ど っ か り と 朋 を お ろ こ た 。 
36 


第 【 部 解説 33-33 
朋友 一 導 尾 、 六 通 就 演 下 了 。 
② 父 は 深夜 に 帰宅 し た 弟 の 前 を 見 る な り 、 上 鳴 りつ けた 。 ノ 父 
5 - 者 到 深 夜 オ 回 家 的 弟 弟 , 立 刻 大 声 測 広 走 来 
[ 閑 騙 ] No. 8「… が 早い か 」 Ne. 43「… や ンー や 棒 や 」 (6 級 ) 
「 一 た と た ん (に) 


33 (一 な り に ノ な り の ) 
へ ~ に 応じ て ・~ に ふさ わし くく グズ 上司 … 相 広 前 : 与 … 相 符 
的 
[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 普通 形 二 な り に 
(た だ し 、[ な 形 ] と [名] の 「 だ 」 は つか な い 。) ノ ( 但 
是 、 不 接 [な 形 ] 和 [名 ] 中 的 「 だ 」。〉 
① 収入 が 増え れ ば 増え た な り に 、 支 出 も 多く な っ て いく 。 ノ 忠 
着 収 人 的 増 各 , 支出 也 在 相 度 的 多 超 来 。 
② 部 屋 が 狭 け れ ば 狭い な り に 、 工 夫 し て 使っ て いま す 。 ノ 房 軸 
狭小 , 那 色相 記 地 想 半 放 法 来 使用 。 
⑨ 耶 供 は 子供 な り に 、 自 分 の 世界 を も っ て いる も の だ 。 ノ 徐 子 
友 湊 有 玖 子 自己 的 世界 。 
④ 若者 に は 、 若 者 な り の 悩み が ある 。 / 年 至 人 有 年 色 人 的 司 。 
[ 参 こ 土 ] 「 そ れ な り に 」〈 上 分 で は な い が 、 そ れ 相 応 に ) ノ < 尽 
菅 不 充分 , 但 与 多 相称 。〉 
・ ピ アノ は 練習 すれ ば だ れ で も 、 それなり に 上 種 に な 
る 。 ノ 欠 全 如果 鉱 妃 凍 千 。 元 深作 都会 相 成 地 提 高 水 
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第 [部 解説 34-35 


装 % 
注意 | 「 一 な り に 」 の 後ろ に は 動詞 ・ 形 容 調 ・ 一 詞 が 、「… な 
り の 」 の 後ろ に は 名 詞 が くる 。 プ 「… な り に 」 的 后 面 
接 幼 司 、 形 鶴 司 、 副 司 ,「 こ な り の 」 的 后 面 接 名 同 。 


2 SN 
As 
て に ・ー で 外 王 … : 在 … 下 
< 時 、 機 会 、 場 所 、 状 況 、 場合 な ど を と り た て て 示す 固 
い 表現 。) て 提示 時 同相 会 、 協 所 、 状況 、 地 合 等 生 
麺 的 表せ 方 式 。〉 
丁 欄 庄 [に ちあ っ て 
⑪ 彼女 は 戦 垢 中 、 思 想 統 制 下 に あっ て な お お 、 帳 由 な 精神 を 持ち 
続け た 。 ノ 想 争 時 期 在 思想 受 肥 管 制 的 呈 境 下 , 好 伺 然 一 豆 
保持 着 白 由 前 思想 。 
の 動物 の 世界 に あっ て も 、 親 子 の 情愛 は 変わ りな いも の だ 。 ノ 
即 使 在 功 物 前 世界 時 奈子 之 肖 也 呈 不 認 。 


た AYA 2 

35 / に 至る ノー に 至る まで ノー に 至っ て (は ) ) 

ブン に 至っ て も J 

に な る プー に な る まで ンー に な っ て (は ) プン に な 
っ て も ノ ズ 基 至 : 以 至 子 : 到 … 妨 止 : 其 歪 … 志 

(行き 着く 先 、 結 果 、 血 野 な ど を 示す 。〉 ン < 表示 到 状 


第 部 解説 38…36 
邊 、 短 果 、 草 国 等 。> 


[ 動 - 大 書 形 ] 


© 


[ 慎 用 ] 「 こ と 


[を ] | に 私 る 


見 が 起こ し た 会 社 は 発 友 を 続け 、 泡 欠 に 支店 を 出す に 至っ た 。 
ノ 笛 琶 午 立 的 公 司 持 多 久 展 。 其 吾 在 釜 外 他 没 立 了 分 応 。 
彼ら の 、 結 婚 に 至る まま で の ロマ ンス を お 話し し まし ょ う 。 ノ 
我 来 洋 一 下 他人 型 策 婚 久 目前 有 必 中 。 

その 基 者 は 頭 の 先 か ら 足 の 先 に 至る まで 、 お し ゃ れ を きめ こ 
ん で いた 。 プ 鑑 條 年 鬼 人 失 球 到 脚 都 公 装 和 

自 概 者 が 出る に 芋 っ て 初め て 、 い じ め 問 題 の 浴 列 さ が マ スコ 
ミ に 取り 上 げ ら れる よう に な っ た 。/ 貞 到 出 現 了 自 系 者 , 媒 
体 オ 下 始 美 注 欺 潜 喘 者 同 題 前 定 重 性 。 

天 多 迷 の 住民 が 反対 運動 に 参加 する と いう 事態 に 至っ て も 、 
な お 原 了 カ 発電 所 の 建設 計画 は 統 回 され な か っ た 。 ズ 其 王 
到 了 大 多数 居 晶 都 参 加 反 対話 致 交 事 天 。 校 志 央 的 建 没 計 敬 季 
濾 有 袖 撤 回 。 


用 こ 到 っ て は 」(《 こ うな っ て し まっ て は ) / ( 加 
己 至 此 〉 
・ こ と ここ に 至っ て は 、 手 の ほど こし よう も な ゆい 。 


事 己 殖 此 , 巳 元 計 可 施 了 。 


36 (< に か か わる ) 


記 き な う 


還 還 に 関係 する ・ー に 影 審 を 及ぼ す ン 美 系 到 : 影 史 到 
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第 1 名 解説 36-36 


〈「 て 」 の 部 分 に は 、 大 切な こと や 重大 な 内 容 が くる こ 
と が 多い 。) ン パー" 的 部 分 、 多 旋 醒 要 航 民生 大 的 内 
容 。) 
[名 ] + に か か わる 
⑩ 。 彼 は 交通 事 上 で 、 命 に か か わる 大 けが を し た そう だ 。 ン 思 嘆 
他 在 交通 事 攻 中 , 受 害 了 了 危 及 性 命 的 重 笑 。 
⑳ 負け れ ば 大 国 の 成 合 に か か わる と あっ て 、 無 意味 な 戦い が 錠 
けら れ た 。 如果 答 了 了 、 導 基 系 到 大 国交 威信, 因 此 却 意 叉 的 
虚 争 披 殺 筐 下 去 。 
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第 部 練習 問題 31 一 32 


B11. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~d の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 我 が 社 は 中 小 企業 な が ら も ( )。 
a. 社員 が 少な い b. 経営 が 安定 し な い 


c. 社長 が 若い d. 業績 を 伸ばし て いる 
2) その 家族 は (  ) な が ら も 、 心 豊か に 生き て いた 。 
a. 人 し く ち 5. 人 欠 し か っ た 


e. 貧し い d 貧し 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1 あの 子 は まだ 5 歳 の な が らち も 、 大 人 の 斉 う こと が 
よく わか る 。 
2) 初め て 行っ た 町 で 、 道 が よく な が ら も 、 な ん と か 
友人 の 家 を 探し 出す こと が で きた 。 
4 1. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~d の 中 か ら 
選び な さい 。 


1) その 人 局 し い 男 は 問 家 の 次 を 見 る な り 人 逃げ 出し た 。 

a 見 た の で  b. 見 れ ば 

ce 見 な が ら dd 見 る と すぐ 

うち の 子 は 去 関 に か ば ん を 置く な り 、 苦 びに 行っ て し まう 。 
a 置い と そば か ら b. 置く が は や いか 

<。 置い た と ころ で 4. 置い て か ら と いう も の 

2. 次 の 文 の _ に 適する 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 山田 さん は その 料理 を 一 日 な り 、「 う まい 」 と 声 を 
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第 1 部 練習 問題 33 一 34 


あげ た 。 
2) タイ の ナ ロ ン さん は 寒い 冬 の 日 本 へ な り 、 風 系 を 
引い て し まっ た 。 
3 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~d の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 子供 は 色々 と 親 を 批判 する も の で す が 、 親 は 親 な り に 
で 3。 
a. 勝手 で す 5. 悪い 点 が あり ます 
ec. 批判 きれ ま す d. 苦労 し て いる の で す 
2) その 地方 で は 冬 に は 3 メー トル も の 雪が 積もり 、 交 通 も 困 
難 に な る が 、 寺 国 に は 堆 国 な り の (  )。 
a. 暮らし 方 で す b. 暮らし 方 に する 
< 暮らし 記 で や る  d. 暮らし 方 が ある 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1 大 学 へ 行き を た い の な ら 、 な り の 勉強 を し な けれ ば 
な ら な い 。 
2) わた し は 生 が 下手 で す が 、 下手 は な り に 丁寧 に 者 


く よ う 気 を つけ て いま す 。 


4 1. 次 の 文 の 。 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選 びな 
きい 。 

腎 窟 時 に あっ て は 、 冷 静か つ 包 時 な 行動 が 必要 だ 。 

a 非常 に 急い で いる 人 に 出会っ た の で 


b. 重大 な こと が 起こ っ て 急い で 何 か を し な けれ ば な ら な 
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第 1 部 練習 問題 35-35 
い 時 に は 
e. 何 か 急 を 要する 出来 事 が 起き る と 思わ れる 前 に は 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を aー~d の 中 か ら 還 びな さ 


い 。 

1) 邊 は 冷静 な 人 間 だ か ら 、 ど ん な 事態 に (  ) 徹 で たり は 
し な い だ ろ う 。 
a あっ て は b、 あ っ て まで 


c. あっ て も d.。 あっ て か ら 
2) その 天 手 は 今 ( 。 ) に あっ て 、 出 す 曲 、 出 すす 曲 、 大 ヒッ 
ト で す 。 
a. 人 気 者 b. 編 項 期 
c. 売り 出し d. 世界 一 
| 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ad の 中 か ら 選 びな さ 


a. 箋 る の で b. 至っ て は 
c. 至る まで 至っ て も 
2) これ だ け の 確か な 証 拠 が そろ うに 主 っ て も 、 彼 は 自分 の 罪 
を ( )。 
a. 認め る だ ろう b、 認め よ うと し な い 
c. 認め か ね な い d. 認め て し まっ た 
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第 1 部 練習 問題 36<36 


2. 次 の 文 の _ に 適する 吾 葉 を 入れ な さい 。 


1) その 物語 は 、 子 供 か ら 大 人 に 広く 読ま れ て いる 。 
2) 日 本 中 を 旅 し て 歩い た 彼 の 足跡 は 、 南 は 沖縄 か ら は 
北海 道 に 至っ て いる 。 
Bl 1. 次 の 文 の ( ) に 適当 な も の を aq~d の 中 か ら 選 び 、 に 
適する 助詞 を 入れ な さい 。 
1) 日 ご ろ の 和 災害 に 対す る 備え は (  ) か か わる 大 
切な 事 な の で す 。 
a. 病気 b。 け が < 生生 d 筆 康 
の これ は 豚 ら か に この 事件 の 真 組 か か わる 【 
だ 
s. 重大 な 証拠 b、 平 凡 な 話 


c. 下らない 問題 8、 無 験 な 意見 
2. 次 の 文 の に 適する 言葉 を 入れ な さい 。 
1) オゾン 層 の 相対 は 地球 の か か わる 一 大 事 で す 。 
2) 佐 日 、 規 則 正 し く 栄 差 の ある 食事 を と る こと は 子供 の 
大 きく か か わっ て いる 。 


第 i 部 解説 37~38 


37 (に た えな い ) 


A 語 証 説 還 - を が まん で き な い ン ン 玩 法 … ; 不 値 得 
〔 動 - 辞 書 形 ] + に た えな い 
① 最近 、 見 る た えな い ほ ど ひ どい 番組 が ある 。 ノ 最近 , 有人 
得 得 法 者 的 日 
② ああ いう 擬 品 は 聞く に た えま せん 。 ノ 那 欄 的 中 人 竹 不 値 得 一 世 。 
B 詳 環 計 習 を と て も 強く 感じ る ン 失 常 …: 概 カ 
医 無 漂 [を ] + に た えな い 
① いろ いろ お 世 医 に な り ま し て 、 感 調 に た えま せん 。 ノ 承 組 候 
多 方 区 照 , 不 及 感 江 。 
② 事故 に あっ た 方 々 の こと を 思う と 、 同 情 の 金 に 
想 到 蛋 遇 事故 的 人 人 真 辻 人 不 駐 同情 。 


た に え ない 。 


値 得 
[ 動 - 硬 形 ] 9 
[名 っ | + に た える 


① 趣味 で 始め た 焼き 物 だ が 、 よ う や く 市 孤 す る に た える 作品 が 
で きる よう に な っ た 。 ノ 陶 刻 制作 本 来 和 出 白 交 趣 。 現在 倒 作 
的 作品 競 然 可以 上 市 鐘 僅 了 。 

② あの 了 は 、 大 人 の 備 宮 に た える 絵 を 描く 。 ズ 那 夏 政 子 面前 面 


55 


第 部 解説 39<39 


債 得 大 人 避 賞 。 


39 ^ー は お ろか ) 


て は も ちろ ん ノ 列 地 … : 不用 民 
[名 ] 十 は お ろか 


③ 


うち の 弟 は 内 気 で 、 入 衣 で スピ ー チ は お ろか 簡単 な めい さ つ 
さえ で き な い 。 ノ 我 前 弟 弟 邊 肉 向 。 別 逃 在 人 前 央 笑 。 就 是 筒 
単 前 寒 隙 都 不 行 。 

わた し は 半年 前 に 数 日 し た 時 は 、 演 は お ろか 平 伝 名 も 読め 
ませ ん で し た 。 ノ 我 半 年 前 来 日 本 的 叶 候 , 列 輝 況 字 , 競 二 平 
個 名 痢 不全 大 


類語 ] (2 級 ) 「~ ど ころ か 」 
[注意] 普通 「A は お ろか B も ン さ え ノ まで 」 の よう に 絢 証し 


て 表現 され る こと が 多い 。A と B は 比べ る こと が で き 
る 内 容 で 、 程度 や 価値 に 差 が ある 。 文 全体 は 杏 定 多 な 
内 容 と な る こと が 多い 。 そ の 場合 は 、A の 放 が 程度 や 
価値 が 高い 。 ノ 通常 多用 「A は お ろか B も さえ プ ま 
で 」 来 表示 強 庄 。A 和 B 是 可以 相 比 科 的 内 容 , 但 程 度 
箇 低 値 上 有 差別 。 旬 子 向 体 多 旋 否定 内 容 。 迄 称 協 合 , 
A 的 程度 或 信 値 要 高 。 


第 1 部 解説 40<41 


40 (こま で も な い ノ ー ま で も な く ) 


ー す る 必要 は な い ノ 没有 必要 : 用 不着 
[ 動 - 辞 書 形 ] + まで も な い 
① そん な 簡単 な 用 事 の た め に 、 わ ざわ ざ 行 くま で も な い 。 ノ 息 
力 天 る 簡単 的 事情 。 没有 必要 特 意 前 
② 今さら 注意 する まで も な く 、 叫 灯 は 分 康 に 大 き な 害 を 及ぼ し 
ます 。 ン ノン 吸 畑 危 害 健康 。 叫 婦 是 元 策 現 衣 再 加 以 提 本 的 
[ 伴 用 | まで も な い / グ 言う まで も な く 」 
必要 の な い の は も ちろ ん の こと 。 当然 、 当 た り ま 
え の 気 持ち を 表す 。) グズ (不用 志 、 不 青 面 只 。) 
まで も な く 、 学生 の 本 分 は 和 勉強 で す 。 グズ 
不用 池 , 学生 的 本 分 就 是 学 雪 。 
法 、 意 | 「 て まで も な い 」 は 支 来 に 使わ れる か 、 あ る い は 後ろ 
に 名 詞 が くる 。「 一 まで も な く 」 の 後ろ に は 動 市 ・ 形 容 
調 ・ 副 記 が くる 。/「 て まで も な い 」 用 耶 句 尾 , 或 接 
名 河 。「 こ まで も な く 」 人 応接 効 局 、 形 容 避 、 副 列 。 


~ が た くさ ん くっ つい て いる / 漬 是 : 全都 是 

く (表面 全体 に 何 か が くっ つい て いる 状態 汚い も の や よ 
く な いも の の 場合 が 多い 。)》 < 表面 粘 満 仕 的 状 赤 。 
多 是 肝 的 或 不 好 的 赤西 。) 
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第 1 部 解説 42<42 


[名 ] + ま みれ 

① どしゃ降り の 中 で 試合 が 綻 き 、 選 王 た ち は 鬱 泥まみれ だ 。 ノ 
比 究 在 台 波 大 本 中 身 精 , 輝 手 休 都 病身 泥 。 

② 車 の 下 か ら は い 出し て きた 修 理工 は 、 油 まみ れ だ っ た 。 ノ 入 
症 下 科 出 来 前 移 理 工 , 満身 油 和 。 


2( こ も の を ) 

意 味 て の に ンプ 但 着 : 却 

< 森 落 や 後 笑 や 残念 な 気持 ちな ど を 表す 。》 ン (表示 不 

満 、 司 悔 惑 邊 帳 的 情 紅 。} 

[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ] の 衝 誤 修飾 型 T も の を 

① 早く 言え ば いい も の を 、 何 も 言わ な いん だ か ち 。 ノ 早 層 就 好 
本 , 孝 件 信也 不 硬 。 

る ⑧ 僕 に 連絡 し て くれ れ ば 、 迎 え に 行っ て あげ ば た も の を 。 ノ 要 是 
人 告 誕 我 一 声 就 去 接 人 了 。 

る ⑧ 電話 で 話 社 ば 科 単 な も の を 、 彼 は わざ わざ 本 人 に 会 い に 山 か 

ズ お お 昌 情 培 一 下 吉 行 ず , 可 他 備 信 特 意 去 喝 本 人 。 

「 へ も の を 。」 と 、 後 ろ の 娘 が 者 略 され る こと も 多い 。 

ノ ズ 知 訪 「~ も の を 。」 省 略 后 文 釣 情 況 息 多 。 
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第 部 練習 問題 7 一 38 


7 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ad の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) こん な に ひど い ゴ シップ 記事 は まっ た く (  ) た えな い 。 
a 読ん で b. 読め ば c、 読む に  d. 読む と 
級 替 木 行 き 選 きか ら こ の よう な 大 事故 を 


2) この 央 、 我 が 社 の 鮎 艇 本 告 き 
引き 起こ し まし た こと は 、 載 に (  ) に た えま せん 。 
a 半 欄 ” b. 不 率 。 c 同情 di 悲 凍 

2. 次 の 文 の の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 選 びな 
さい 。 

1) 今回 の 事件 の 一 部 始終 は 、 あま り に も 林 酷 で と て も 語る に 
た えま せん 。 
a. 話し た い も. 話せ な い c. 話す べき だ 

2 f 事 退院 で き て 、 現 と し て 喜び に た えま せん 。 
a. 音 ぶ の を 才 授 し な けれ ば な ら な い 
b. 喜ん で ば か り い られ な い 
c. 非常 に うれ し く 、 突 せ を 感じ て いる 

Ba 1. 次 の 文 の _ の 意味 | に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選 びな 

さい 。 

1) 最近 の CD は 品質 が よく 、 毅 し い 香 楽 家 の 左 に も 十 
る だ ろ 5。(  )。 
a. 耳 を 傷つけ な い b. 耳 に よく 聞こ える 
c。 満足 を 角 ら れる 

2) この 度 、 我 が 社 が 開発 し た 機種 は 、 多 く の ユ ー ザ ー の 評価 
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第 部 練習 問題 39~39 


に た える も の だ 。 


a. ユー ザー が 評価 する の を な ん と か 我慢 で きる 
b、 ユー ザー か ら よ い 評 価 を 得る こと が で きる 
ec ユー ザー の 評価 を 気 に す る 必要 な ど な い 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さき 
い 。 


1) その 面 掌 年 の 今回 の 作品 は 、 専 門 家 が (  ) た える で き 


で あっ た 。 
a. 鑑賞 したら b. 鑑賞 する に <、 鑑賞 し て も 
2) 彼 ほ どの (  ) な ら ば 、 こ の 重大 な 儲 に た える も の と 思 
ぅ 。 


し ょ うし じき も の お くく びょう も の 


a. 正 曽 者 。 b. 騰 病 者 。 c 実力 者 
89| 1. 次 の 文 の ( ) に 適する も の を a<d の 中 か ら 選 びな さい 。 
1) 彼 は 竿 仮名 を (  ) ほ は お ろか 、 読 むこ と も で き な い 。 
a. 書け な い  b. 蒼く ce. 書い て d、 書 く こ と 
2) お 金 が な い の で 、(  ) は お ろか 自転 事 も 買え な い 。 
a. 骨 財 機 ” b. 車 ce. ラジ カセ d. 食べ 物 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 交通 事故 で 足 の 骨 を 折り 、 走 る こと は お ろか も で 
き な い 。 

2) 休暇 が た っ た の 2 日 で は 、 海 外 旅 行 は お ろか ゃ 無 
理 だ ろう 。 
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第 I 部 練習 問題 40-41 


E 1. 次 の 文 の 。 の 意味 に 最も 近い も の を 一 c の 中 か ら 選 びな 
さい 。 
この 言葉 の 意味 は 、 あ ら た め て 説明 する まで も あり ませ ん 。 
a. いく ら 説明 し て も 、 わ か ら な い だ ろ う 
b、 説 明 さ れる まで 待っ て いる 時 間 が な い 
ce. も う 説明 し な く て も 、 わ か る だ ろう 
2. 次 の 文 の に 適する 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 警告 する まで も な く 、 そ の 工事 現場 大変 
2) 子供 で も 守ら な けれ ば な ら な い 基 本 的 な 規則 だ 。 大 人 の 仮 
が 守る べき な の は まで も な いこ と だ 
還 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 長い 間 使 っ て いな か っ た 部 屋 の 掃除 を し て 、 全 電 ( ) 
に な っ て し まっ た 。 
ag あか まみ みれ b. ほこ り ま みれ c. ご み ま み れ 


2) (  ) 血まみれ に な っ た 人 が 病院 に 運び 込ま れ た 。 
a 風 区 を ひい て  b. 指 を は さん で 
c、 大 けが を し て 


2. 次 の 文 の _。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 彼 は 朝 か ら 晩 まで 、 自 動車 工場 で 汗 まみ れ に な っ て __ 。 

2) 雨 あ が り の グラ ウン ド で 、 表 まみ れ に な っ て サッ 
カー の 試合 を し た 。 
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第 1 部 練習 問題 42~42 


較 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
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い 。 


Lt を > 


1) 知ら ず に いれ ば (  ) も の を 、 彼 女 は 事件 の 真相 を 知っ 


2 


3 


4 


5 


) 


) 


) 


で て し まっ た 。 
Ch 
考 せ だ b. 幸せ の c. 幸せ だ っ た 
せ ば (  ) も の を 。 い き な り 妊 鳴 る こと は な いで し ょ 
う 。 


本" 


Ap 


わか っ で b. わか る c- わか ら な い 
茜 っ て いれ ば いい も の を 、 ど うし て (  ) の 。 
ea. し ゃ べら な か っ た b、 し ゃ され ば いい 
c. し ゃ さっ て し まっ た 
斬 か いう ち に ( 。 ) お いし か っ た も の を 
a. 食べ れ ば b. 食べ な いと c. 食べ た の で 
病気 な ら 休め ば いい も の を 。(  )。 
a、 仙 席 し て くれ て よかっ た 
b. 無理 し て 出席 する こと は な か っ た の に 
c, 欠席 し で し まっ て 困り まし た 。 


第 部 解説 49 一 4 


PT 
43 (や ノー や 因 や ) 


て と すぐ に ・ こ と ぼ ほとんど 同時 に ン 隊 … 立 諸 : 九 平 王 
此 同 時 
(続い て すぐ に 後 の 動作 を する 、 あ る い は 何 か が 起こ る 


こと を 表す 。〉 ( 吾 示 接着 避 上 后 面 的 称 作 , 或 者 受 生 
仕 名 事情 。〉 


[ 動 - 辞 書 月 ] + や 
① エレ ベー ター の ドア が 綴 く や 、 獲 が 飛び 出し て きた 。/ 申 覆 
自問 一 井 , 就 軍 出 来 一 只 猫 。 
② サイ レン が 開 こ える や 索 や 
到 警 億 , 大 家 一 齋 冶 了 起 来 。 
「 要 . 審 ] No. & 「~ が 早い か 」 No. 32「 な り 」(2 級 ) 「… た 
と た ん (に )」 


一 覧 に 立ち 上 が っ た 。 ン ノー 叫 


4 (に えら ノー ゆえ の ) 


一 


陣 工 の た め に ・ 一 だ か ら ン / 由 千 : 因 放 
く 文語 体 。 原因 、 理 由 の 表現 。〉  〈 文 箇 体 。 表示 原 固 、 
理由 。〉 


[ 動 ・ い 形 ・ な 形 ・ 名 ] の 名 詞 修飾 規 十 ゆえ 
(た だ し 、[ な 形 ] の 「 な 」 と [名] の 「 の 」 は つか な 
いこ と が ある 。) / 〈 但 基 , [な 形 ] 的 な 」 和 [名 1 
的 「 の 」 不 接 的 協 合 也 有 。〉 
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第 1 誤解 説 45~45 


か 


① 動か ぬ 証 拠 が ある ゆえ 、 有 
記 以 商 定 了 有 置 。 
② スト リー トチ ルド レン が 殺害 され た 事件 は 、 貧 し さ 史 え の 奄 
嗣 だ 。 ズ 流浪 泌 章 被 共 事件 。 藤 由 代 阿知 成 的 左 団 。 
[ 淫 念 ]| 「~ が ゆえ 」 と いう 形 で 合わ れる こと も ある 。「~ ゆ えた 
(に )」 の 後ろ に は 動詞 ・ 形 容 詞 ・ 副 詞 、「~ ゆ える の 」 
の 後ろ に は 名 詞 が くる 。「 ゆ え に 」 は 交 続 詞 と し て 文頭 
も で きる 。 ノ ズ 也 可 用 「~ が ゆえ 」 送 一 形式 。 
「 こ ゆえ (に ) 」 司 接 効 同 、 形 容 河 、 副 河 。「~ ゆ る 
の 」 語 接 名 同 。「 へ ゆえ に 」 作 旋 接 把 司 過 上 在 何 首 合 


確定 し た 。 ノ 由 二 提 有 折 定 」 


・ 我 思う 。 ゆ え に 我 在り 。 ノ 我 思 政 我 在 。 


四 較 代 - を 最 後 と し て - まで で 以 … 放 限 : 裁 止 隆 
[名 1 + を 限り に 
Q① 今日 を 限り に 、 こ の 学校 と も お 別れ で す 。 ノ ズ 炎 今 天 赴 跳 婁 和 
次 相 学校 告別 了 。 
② その 映画 の 上 映 は 15 日 を 限り に 打ち 切ら れる こと と な つた 。 
ノ 那 夏 屯 影 的 上映 替 止 到 15 日 。 
還 ' 共 ] 「 に 明り で コン 到 … 才 上 
- 山本 きん は 今月 限 9 で 退 埋 され ます 。 ノ 山本 到 本 月 
止 就 要 明 休 ず 。 
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第 部 解説 46 一 46 


こ ブ て の 限り 」 ブ 
ト 、 限 界 ま で 」 の 意味 で 用 いら れる 慣用 的 表 
現 。) グ TT 尽 … 全 部 排 命 」 的 企 用 型 。 

・ ボ ー ト が 沖 へ 流さ きれ て し まい 、 子供 達 は 声 を 限り に 
叫ん で いる 。 ン 小船 被 巻 入 浪 中 拉 子 休 朱 命 叫 茂 。 
・ 最終 ラン ナー は 、 力 の 限り 走っ て いま す 。 最 后 一 

棒 的 返 効 其 在 挟 命 秦 政 。 


46 (こん ぱか り だ ノー ん ば か り に ノー ん ぽか り の ) 


今にも こし そう ・ ま る で し そう な 粒子 ン 姜 点 可 … : 
{ 動 - な い 形 ] + ん ば か り だ 
人 「 す る 」 は 「 せ ん ば か り . と な る 。) 
① 天 必 訪 吹い て 、 街 路 樹 の 校 が 今にも 折れ ん ば か り だ 。 / 沖 着 
大 典 、 和 道 西 的 村 技 好 象 弓 上 弥 要 被 天 所 了 。 
⑦ 渡 本 は わた し の 斑 を と らん ば か り に し て 、 全 格 を 神 し て くだ 
さっ た 。 ノ 恩 席 九 平 遂 折 我 的 手 似 陳 、 祝 企 我 合格 。 
⑧ 彼女 に OK の 返事 を も ら っ て 、 彼 は 、 鍋 り 上 が おら ん ば か り の 吾 
び よ う だ 。 ノ 得 到 女 友 OK 的 回 答 。 他 高 炎 得 想 踊 皿 来 。 
[ 濾 意 ] 「ー ん ば か り に 」 の 後ろ に は 動詞 ・ 形 容 詞 ・ 避 詞 が 、「ー 
ん ば か り の 」 の 後ろ に は 名 詞 が くる 。 プ 「ー ん ば か り 
に 」 的 拓 面 接 区 司 、 形 容 局 、 耐 司 、「 こ ん ば か り の 」 
的 后 面接 名 則 。 
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第 1 部 練習 問題 43ー44 


困 1. 次 の 文 の 
選び な さい 。 
1) その 本 は 出 基く され る や 、 た ち ま ら ベス ト セ ラー に な っ た 。 
a、 出版 され た の で b. 出版 され て すぐ 
c. 出版 され れ ば 
2) 非常 ベル が 鳴る や 鶴 や 、 人 々 は 先 を 名 っ て 肖 び 出し た 。 
a. 鳴っ た と た ん b. 鳴っ た と ころ を 
c. 鳴っ て みれ ば 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 授業 が 終わ る や 大 や 、 彼 は 毅 室 を (  ) 出 て 行っ た 。 
a。 ゆう ゆう と b。 のろのろ と 
c. あたふた と 
2) 落ち 込ん で いた 彼女 だ が 、 恋 人 の 顔 を 見 る や 否や (  )。 
a. 元気 で し た b. 元 気 に な か つた cs. 元 気 だ ろう 
阿 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ad の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) も っ と 働き た いと は 思う の で す が 、 多 後 の こ と ゆえ ( )。 
a。 元気 に な り た いで す b. 無理 は で きま せん 
c. 融 張 っ て 働き ます d. 病気 に な り ま し た 
2) 人 間 が (  ) ゆえ に 、 地 妹 の 自然 県 境 が 店 疲 さ れ て いく 
の だ ろう 。 
a. 身勝手 な b. 身 勝手 で 。 c. 身 勝手 だ 


の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
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第 1 部 練習 問題 45~46 


3) 花嫁 は (  ) ゆえ ! 


正 を 流し て いる の で す 。 


a うれ し い の で b. うれ し けれ ば 
ce. うれしい が 
2. 次 の 文 の _ に 適する 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 親 は 子供 を ゆえ に 、 時 に は 厳し いこ と を 言う の で 


2) 家族 の いな いあ の 青年 が 、 た び た び 友人 の 家 を 訪ね る の は 
ゆえ の こと だ ろう 。 
還 | 1. 次 の 文 の 。 に 適する 助詞 を 入れ 、( ) に 適当 な も の を a 
ー~c の 中 か ら 選 びな さい 。 


1) 人 各部 の 山田 さん は 、 明 各 限り に (  ) し ます 
a 入社 b. 退 職 ce. 出張 
2) 決勝 戦 の 試合 は 大 きく 誤り 上 が り 、 観 客 は 声 限り 
)。 
有 応 獲 し た b. 見 入っ た e. 手 を 振っ た 
2. 次 の 文 の に 適する 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 移 戦 者 は の 限り 立ち 向かっ た が 、 チャ ン ピ オ ン に 
は か な わな か っ た 。 
2) 自体 に も よく な いし 、 限り に た ば こ を や め よ うと 
思い ます 。 
還 1 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 


1) その 少女 は 今にも 泣き 出 き ん ば か り に 、 日 を 措 ま せ て いた 。 
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第 I 部 練習 問題 46~45 


a. 泣き 出し な が ら b.、 泣き 出し た そば か ら 
c. 泣き 出し そう に 

2) 彼女 は 、 も う 話 し た く な いと 言わ ん ば か り の 顔 で わた し を 
見 た 。 


っ て し まっ た b. 言い た そう な 
c. 言わ な いよ うな 
2. 下 の [| の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 変え て 、 文 中 
の _ に 書き な さい 。 
飛び 上 が る 発車 する 倒れ る ちぎ れる 
1) 父 は へ と へ と に 疲れ きっ て 、 そ の 場 に ば か り だ っ 
た 。 
2) その 学生 は 合格 通知 を 受け 取り 、 ば か り に 喜ん だ 。 
3) 別れ の 時 、 母 は ば か り に 手 を 振っ て いた 。 
4) パス の 運転 手 は アク セル を ふか し て 、 す ぐに も - ば 
か り の 様子 だ 。 
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第 部 総合 問題 (1<46) 


次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ad の 中 か ら 選 びな さい 。 


1. 


家族 の た め (  )、 ど ん な 苦労 や つら く は あり ませ ん 。 


a. と あれ ば b、 と は いえ 
ce と ば か り に 中 と な っ で 

どう や ら 彼 女 は 自分 に 都合 の 悪い こと は 避け て 通る (  ) 
よう だ 。 
ak きら い に な る b. きら い を も つ 
c. き らい が ある d. きら いで いる 

. 今 さら 悔やん で ( )、 刀 去 の 追 ち を 消す こと は で き な い 。 
a. みた も の を b. みた と ころ で 
c. みな が ら も d みる な り に 


これ だ け 多 く の 人 た ちか ちら 店 撲 し て で も ちっ た の だ か ら 、 い く 


日 な 彼 で も 、 一 言 お 礼 を ( 。 ) だ ろう 。 
わな いで は な い  b. 言う まで も な い 
ce. 言わ ず に は すま な い d. 


言う に た えな い 


・ 周囲 の 人 た ち が ( )、 わ た し は む わた し の 選ん だ 道 を 行く だ 
け で す 。 
a. 賛成 し よう と する まい が b. 贅 成 し よう が し まい が 
c. 符 成 する が し な い が d. 装 成 する と し な いと 


4 年 に 1 度 の 葵 技 大 会 に 出場 する (  )、 選 手 た ちの 此 家 


は か な り の も の の よう だ 。 
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第 1 部 総合 問題 (1~46) 


13. 


70 


a。 とき たら b. と いえ ども 
c、 と あっ て d. と し た と ころ で 


. すっ か り 足 が し ぴ れ て し まっ て 、〔( )。 


a、 立 と うに も 立た な か っ た b、 立 つ に も 立た な か っ た 
c. 立て ば 立て な か っ た d 立 と うに ゃ 立て な か っ た 
うち の 子 と きた ら 、 い つも お お S も ちゃ を ( ) 片 対 け よう と 
し な い 。 


a、 出す な り b. 出し っ ぱな し で 
c. 出し な が ら ゃ d。 出す そば か ら 
補 舌 は 理由 (  )、 絶 対 に 認め られ ませ ん 。 
a. が いか ん で も b、 を いか ん に 立 わ ず 
c、 い か ん に よっ て d の いか ん に よら ず 


今 、 あ の デパ ペー ト で は わた し の 好き か 面 家 の 護 警 税 を や っ て 
いる を うだ 。 買い 物 ( 。 ) 見 に 行こ う 。 


a. に あたっ で て b. な が ら 
c、 と と も に 4 が で ら 
。 する べき 練習 は すべ て し た 。 あ と は は 全力 を 出し て 就 合 に 脂 む 
( ) な 
a ど b. な り ce の み d ゆえ 


大 学 に (  ) うち の 皿 子 は 毎日 遊ん で ぼ ばかり い る 。 


a. 入っ た そば か ら 。 b. 入っ た あげ くに 
<、 入 っ た 楽に d. 入っ て か ら と いう も の 


けっ 科 た の まる せり ょ で 


彼 は 決断 力 ( ) 指導 旋 (  )、 リ ー ダ ー と し て 最 道 の 


第 部 総合 問題 (1~46) 


人 物 だ 。 

a. と いい 、 と いい b. に つけ 、 に つけ 

ec なり 、 な り 4 や ら 、 や ら 
。 他人 が いか に (  )、 彼 は まっ た く 気 に か けた 9 は し な い 。 
a。 困り な が ら ゃ 5. 困っ た と ころ を 

<。 果 る まで も な く d. 困る ろう か 

、 き す が に 名 の 通っ た 武道 案 。 参 いた 9 (  ) 気道 十分 だ 
4 と あれ ば b. と あっ て 

< と いえ ども 3. と きた ら 


、 す っ か り 級 り 切 っ た その 鍋 者 は 、 呈 すこ と (  ) 苦し そう 


だ 


a. 


そ b. すら c。 だけ す 1 の み 


- 警 宜 の 姿 を ( 。)、 そ の 男 は 逃げ 出し た 。 


a、 見 れ ば 早く に b、 見 た ら 早 いか 


c. 見 る と 早く で d. 見 る が 早い か 
、 そ の 会 社 で は 社員 の 採用 に あたり 、 た だ 学歴 ( 。)、 人 人柄 を 
も 重視 し て いる 。 
ョ a. の みな ら ず b. いか ん で 
c. は お ろか d も か まわ ず 


、 幸せ と 思え を る か どう か は 、 そ の 人 の 考え 方 ( ) で す 。 


ag いか に b. いか ん ce. いか が d いか で 


、 こ ん な 簡単 な 仕事 さえ も 最後 まで で き な い と は 、 我 が 子 な が 


な 


ら 情 け な い (  ) だ 。 


Ti 


第 部 総合 問題 (1~46) 


21. 


22. 


23. 


24. 


25. 


27. 
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a、 きり b. わけ c. か ぎり っ hd) 

も うぅ 小さな 子 活 ( )、 親 が そん な こと まで 心配 する 必要 は 
な いで し ょ う 。 

a と し た と ころ で b. な が ら も 

c。 と あっ て bB は ある まい し 


注意 きれ た ( ) また 間違っ て し まっ た 。 
aa な り に 5. と 思い き や 
e.。 が 早い か d、 そ はばから 


子供 ( 。 ) 大 人 (て)、 社 会 の ルール に は 従わ な けれ ば 
な ら な い 。 


a な り 、 な り b. で あれ 、 で あれ 

ce と か 、 と か d。 ち < 直ら 

彼 は 誤 れ と (  ) 頭 を し て 、 わ た し を に ら か つけ た 。 
a 言わ ん よう な b. 言わ ん ご と き 

c. 言う ば か り の d. 言わ ん ば か り の 
便利 さき を 追い 求め た が ( ) 失わ れ た も の も ある 。 

a. せい で 5. ゆえ に GS 9 すら 


知ら ちせ て くれ れ ば 駅 まで 迎え に 行っ た ( ) どう し て 電話 
を くれ な か っ た ん だ ろう 。 


a. や の な ら b. も の の 

c. も の を d す も の だ か ら 

学生 が 毎日 勉強 し な じ れ ば な ら な い の は 言う (  ) こと だ 。 
am まで の b、 ま で も な い 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


第 1 部 総合 問題 (1~46) 
cec. べき d. べき で は な い 
あの 子 の ビア ノ は 子供 な が ら も 、 十 分 大 人 の 外 賞 に ( ) 
敵前 だ 。 
a. こたえ る b. た えな い 
c. た える d. 生 る 


これ は 人 人命 (  ) 大 軌 な 講 練 だ か ら 、 も っ と 資 疾 に 取り 組 
むように 。 

a、 に か か ね わる b. に つい て 

c. に 対し て d.。 に お いて 


あの よう な 非常 時 【 )、 よ く あ れ ほ ど 冷 働 で いら れ た も の 
が だ 。 

a、 と あれ ば b. に つけ 

ec. と あっ て 4 に あっ て 

母親 の 帰り を 持ち わ ぴ て いた 子供 は 、 顔 を 見 る ( ) 泣き 
出し て し まっ た 。 

a. そば か ら 5. 黄 第 。 c. な り d. と た ん に 
あの 時 みん な の 前 で は っ きり や る と 言っ た の だ か ら 、 今 さら 
で き な い (  )。 

a。、 で は お か な い hb. で は すま な い 

c. こと も な い d も の で も な い 

いく ら 為 い で いる (  )、 あ ん な に スピ ー ド を 出し て は 事 政 
を 起こ し か ね な い 。 

a. と あれ ば b. か ら に は 
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34. 


35. 


36. 


37. 


38. 


39. 
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総合 問題 (1~46) 


< ゆえ に d と は いえ 
や っ と テン ジン が か か っ た て )、 走 り 出 し た と た ん に また 
比 ま っ て し まっ た 。 


as。 そば か ら b. 末 に 
な に し た っ て 9、 と 思い き や 


あの クリ ー ニ ング 屋 (  )、 励 れ も 取 れ て いな いし 、 時 但 も 
か か る し 、 : 姜 と 頼み た く な い 。 

a。 だ け に 5. と きた ら 

と は いえ 中 と し た と ころ で 

我 ※ の 提案 に 区 対し て いる 彼 (  ) これ 以上 の 案 が ある と 
は 思え な い 。 


sa に あっ て p. に し た っ て 

> と きた ら d. と いっ た ら 

よ は ど 頭 に きた の だ ろう 、 彼 女 は 顔 も 見 た く な い (  ) 機 
を 向い て し まっ た 。 

a。 も の を b. ほど 

e。 くら い d。 と ば か り に 

浪 は 食べ る ば か り で 、 食 事 の 支度 (  ) 後 衝 付け も し な い 。 
a.。 に と ど ま ら ず 。 hb. に せよ 

の 上 に d。 は お ろか 

彼 は よほど 疲れ て いた の だ ろう 、 電 四 に 開 っ て 奉る ( ) 
大 き な い びき を か き 始 め た 。 

a. そば か ら b. か と 思う と 


40. 


1. 


42 


43. 


4 ま . 


45. 
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第 [部 総合 閣 台 (1<46) 


c。 と た ん に 4d や 宇 や 


A 社 と の 取引 は 今月 末 ( 。 ) 打ち 切ら れる こと に な っ た 。 
a. に 限っ で b. に 至っ て 
c、 を 限り に に際し て 


「 今 の 若い 者 は 」 と こく 言わ れる が 、 若 い 人 に は 若い 人 ( ) 
の 考え 方 が あっ て いい と 思う 。 


a。、 に あっ て に: @ 定 区 d. に 際 し て 


. 100 大 以上 いた 会 員 が どん どん 減り 、10 人 を 切る ( ) は 、 


この 会 の 存続 は 難し いか も し れ な い 。 


a. に よっ て で b. に あっ て 

c、 に 至っ て dd あげ くに 

あの よう な 陰険 な 非難 は 聞く に ( )。 
a、 か た く な い b. 反する 

c. た えな い d すま な い 


除 を し て ほこ り (  ) に な っ て し まっ た 。 
、 ず くめ 5. まみ れ c. が ち d. っ ぽい 
は 疲れ ( ) わざ ぎわ ざお 越し いた だ き 、 あ も あり が と う ご ざ い 


a. と は いえ b. な が ら も 
ec。 つつ も d、 の と ころ を 
- 今回 は 短期 留学 ( 。 ) 充実 し て いて 多く の こと を 学ぶ こと 
が で きた 。 
a. も の の b. も の を 
< ながら も d. と ころ を 
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第 I 部 
47~88 


第 部 解説 47~48 


ー た ら そ れ っ き り ・ い っ た ん ~ た ら そ の まま ノン … 就 完 
了 了 一 中 … 的 洗 

[ 動 - た 形 ] + が 最後 

① うち の 外 子 は 後 入っ た が 最後 、 秋 が 鳴 ろ ち う が 地 第 が 起 
う が 、 絶 対 に 目 を 覚まさ な い 。 プ 我 ル 子 一 呈 栓 着 了 , 打 雪 地 
有 孝 不 会 醍 。 

@ 課長 は カラ オケ が 大 好き で 、 マ イク を 操っ た が 最後 、 だ れ に 
も 渡さ な い 。 プ 科 藤 募 常 喜 区 玉 拉 OK, 一 日 久志 麦 旧 沖 不 直下 。 

「 へ たら 最後 」 


48 (~ か た が た ) 


ー を 桑 ね で て ズ 央 便 
(一 つの 行為 が こつ の 目的 の た め に 行わ れる 時 の 改 ま 
っ た 表現 。) ンー 條 行 区 具有 丁 和 目的 時 久 正 式 的 租 
拓 方 式 。) 

〔 名 ] 十 か た が た 

に 卒業 で きた の で 、 由 師 に 報告 か た が た 、 下 紙 を 書い た 。 
ン 因 才 順 利 持 否 了 , 碑 便 向 因 氏 江 拓 , 写 了 ー 詩 信 。 

⑧ ご あい さっ ヵ お 何 い し まし た 。 ズ 表 示 税 候 , 前 来年 


① 


第 部 解説 49<50 


No. 7「 一 が て ら 」 


49 ( こ か た わら ) 


還 議 誠 宇 方 で 一面 … 一 面 : 一 近 … 一 近 
《 何 か 主 な こと を し て いる ほか に も う 一 つの こと を 行 
つて いる 状況 を 表す 。 長 い 間 続け て いる こと に 用 いる 
場合 が 多い 。) ン (表示 著 力 父 虹 件 事 的 同時 順 便 爺 
ー 件 事 , 通常 用 鬼 一 件 藤 時 何 洗 持 不作 的 事 。) 
配 栖 紐 [ 馬 - 評 娠 形 
[名 - の ] ) 
① わた し の 母 は 自分 が 紀 み 物 を 習う か た わら 、 人 に も 教え て で い 
る 。 ノ ン 我 的 母 寺 一 近 自 己 学 工 狼 一 必 教 牙 英 他人 。 
@ 彼 は 銀行 員 と し て の 仕事 の か た わら ち 、 作 曲 も し て いま し た 。 
ノン 他 - 面 仙 若 行 也 具 的 工作 。 一 面 也 作曲 。 


十 が た わら 


50 (… 柏 まる ノー 極まりない ) 


非常 に ご ・ と て も ~・ こ の 上 な く ~ ノ 概 其 : 非常 

《 話 し 手 が そ の こと に 対し て 強い 感情 を 持っ て いる 時 
に 用 いる 。》 ン く 玉 活 人 対 革 事 帯 有 到 東 感 情 因 的 表 導 方 
法 。〉 

| [な 形 - 〇 ] 十 極まる _ 

① 信号 を 無 拠 し て 突っ 走る な ん て 、 危 険 極まる 行為 だ 。 ノ 現 
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信号 灯 居 忠 , 其 概 旋 危 陰 的 行方 。 
②⑧ 優勝 を 居 し て 、 残 念 標 ま りな い 。 グ 」 完 補 擦 角 面 辻 実在 是 


條 由 之 奈 。 

送 者 | 「 極 め て 」 ノ 概 基 、 壮 党 
・ 優 勝 を 逃し て 、 極め て 残念 だ 。 与 完 宝 擦 朋 大 , 
究 在 尽 交 贈 之 到 。 


ae レ ン 2 
51 いて ご と き プ ブー ご と く /) 


ム 軒 衣 旬 こよ うな ンー よう に ン 如 … : 就 象 
〈 文 語 体 の た と え の 表 現 〉 ン 〈 文 番 体 的 比 際 前 表 法 方 


式 。 
[ 動 - 辞 書 形 プ た 形 ] (が ) ・ 
[名 - の ] まさ と る 

① その 少年 は 飛 示 が ご と き 勢い で 、 駆 け 去っ た 。 ノ 那 夏 少年 せ 
也 似 地 索 近 了 。 

② 護 了 了 は 自 下 合 の ご と きど な で あっ た 。 ノ 民子 是 人 区 同 折 百合 
花 一 絆 的 少女 。 

⑧ 前 し た ご と く 、 会 議 の 日 程 が 変更 に な り ま し た の で ご 注意 


くだ さい 。/ 如 上 上 断 述 , 会 設 日 程 有 所 変更 , 研 大 家 注 意 。 
B 語 題 度量 一 な ん か ・ー な ど 之 美 的 , 等 
( 窒 定 的 に と ら え て 表現 する 時 に 用 いる 。)  〈 表 送 宮 
定信 文 。〉 
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第 部 解説 52 一 52 


[名 ] + ご と き 
① お れ の 気持 ち が 、 お 前 
休 等 息 名 会 明 四 。 
② わた し ご と き 未 こん な 大 き な 仕 事 が で きる の か と 心 

配 で す 。 ノ 我 往 抽 心 像 我 送 社 下 成 熟 前 人 能 否 礎 任 送 名 大 前 
呈 八 。 
注意 | 「 こ ご と き 」 の 後ろ に は 名詞 が 、「 て ご と く 」 の 後ろ に 
は 動詞 ・ 形 そ 訓 詞 が くる 。「ー き 」 航 后 面 
接 名 語 ,「 一 ご と く 」 的 后 面 接 細 過 、 形 容 同 、 副 庁 。 


"と き に わか る も の か 。 ノ 我 的 心情 , 


2 ーー 
52 (ご こと な し に ) 


~ (し ) な いで ンプ 不 ・ 

[ 動 - 辞 書 形 ]] + こと な し に 

内 届 守 宮 世 た 全く ご 帰る つけ に は まい り ま せ 
ん 。 ノ 没有 満 交 傘 航法 回 去 

⑨ 折 加 教師 の 許可 を 得る こと な し に 、 必 修 科 日 の 変更 は で き な 
い 。 ノ 没有 有 任 理 才 名 的 六 可 , 履修 喧 不能 卒 更 
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第 了 H 部 練習 問題 7 一 48 


天 1. 
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還 1 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) その 不思議 な メロ ディ ー は 一 度 (  ) が 長後 、 忘 れ ら れ 
な く な る 。 


a. 聞い た b. 聞く の c. 開く 
2) 現金 の 入っ た 財布 は 落と し た が 最後 、( 。) だ ろう 。 
a. すぐ に 見 つか る b. も う 出 て こない 
e、 警 奈 に 届け る 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) うち の 息子 は が 最後 、 何 が あっ て も 朝 ま で 起き な 
いい 

2) わた し は スナ ッ ク 菓 子 が 大 好き で ロ が 最後 、 
ま ら な く な る 。 


3) こん な 名 画 は いっ た ん 手 

大 変 な こと で す 。 

次 の 文 の 。 の 意味 に 最も 近い も の を ad の 中 か ら 選 びな 
さい 。 
来週 の 日 曜日 、 先 生 の 最近 の 作品 を 拝見 か た が た 久しぶり 
に 伺 お う 。 
a 拝見 する に あたっ て で も . 反 見 し が で て ら 
c. 振 見 する まで も な く 4 拝見 する と あれ ば 


た が 最後 、 再 び の は 


第 T 孝 練習 問題 49…49 


2.、 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a ョ aー~d の 中 か ら 選 び な さ 
い 。 


| as. お わび b. お礼 cc. お 見 舞い  d. ご あい きつ 
1) 先日 人 は 大 変人 ね 民話 に な り ま し て 、 今 日 は ( 。 ) か た が た 


伺い まし た 。 
2) 先生 が 風 系 を 引か れ た と 伺っ た の で 、(  ) か た が た 行っ 
て みよ う 。 
3) 本 日 は 、 今 回 ご ※ 惑 を お か けし た (  ) か た が た お 訪ね 
し まし た 。 
4) 引っ 越し の ( 。) か た が た 、 近 所 に 住ん で いる 上 司 の お 
宅 を 訪ね た 。 
較 1 次 の 文 の (て ) に 最も 適当 な も の を a~d の 中 か ら 選 びな 
さい 。 
1) 彼女 は 母 朋 と し て 3 人 の 猛 い 子供 た ち を 請 て る か た わら 、 
《。 3 
a. 犬 も 飼っ て いる 5. 穴 の 事業 も 手伝っ て いる 
c- 家庭 も 忘れ な い d. 遊ん で ば か り い る 
2) わが 仁 は 企業 と し て (  ) か た わら 、 和 福 事業 に も を 注 
いで いる 。 
a. 和 潤 を 追及 する b- 流 会 社 で な い 


< 犬 員 整 理 を 進め る 4. 業績 が 條 びな い 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) その 学生 は 国家 試験 を 目指 し て に 洋 む か た わら 、 
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第 本 部 練習 問題 50<51 


アル バイ ト を し て 家計 を 助け て いる 。 


2) 彼 は 多忙 な 医者 の 仕事 の か た わら 、 大 学 の __ と し て 
も 活躍 し て いる 。 
1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
1) パー ティ ー の 羊 稚 者 の あい さき つ は (  ) 牲 まる も の だ っ 
だ 


a 退 届 で b. 人 退屈 な  c. 途 必 

2) 商 違 い 電話 を か け て きた うえ に 鶴 り も し な いと は 、(  ) 
極まりない や つ だ 。 
a. 非常 議 。。 b. 間違い ec. 後 梅 

3) 結婚 式 の 敬い の 吉 葉 で 花 辺 は 感 舞 まり 、 と うと う (  ) 


し まっ た 。 

a. 話し 出し て  b. 笑い 出し て c. 潤 き 出し て 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
]) 10 年 抹 の 友人 を と は 、 卑劣 林 ま る 男 だ 。 


必 う いた 


2) 異父 、 早 廊 、 骨 具 中 と 、 彼 の 生活 は 極まりない 。 
団 の] の 中 か ら 言葉 を 選び 、「 ご ご と き 」 か 「 一 ご と く 」 

を つけ た 大 当 な 形 に し て 文中 の _ に 書き な さい 。 

[ 電 子 供 履 天才 夢見 る 往く < 山海 


1) 津 角 警 報 が 出 て 間もなく 、 失 衣 が 家 岸 の 人 々 を 的 
っ て きた 。 
2) 彼女 は 経 や か に 偽る こと が で きる 。 
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3) 彼 は どん な 人 を も 受け 人 れる 。 広い 心 を 持っ て い 
る 。 

4) その 少女 は ' 秋 で 将来 の 希望 を 知っ た 。 

5) ビュ ー ビ ピュー と 風の音 が 一 晩 中 聞こ えて いた 。 

@) た か が 10 歳 の の 失 の 大 人 が 敗れ る と は 信じ られ な 
。 


次 の 各 文 ( ) に 最も 適当 な も の を ae の 中 か ら 選 びな さい 。 


。 成功 を 望む こと は で き な い  h. 家族 の た め に 働い て いる 


国 へ 誠 立 っ て 行っ た 4 あり 得 な か っ た だ 


ろう 。 


1) 今回 の 優勝 は 、 チ ー ム が 団結 する こと な し に は ( )。 
2) わた し の 母 は 毎日 休む こと な し に せっ せ ょ と ( 2。 

3) 人 生 は 支 力 す る こと な し に は ( )。 

4) その 苦 大 は 作品 を 認め られ る こと な し に 誠に 倒れ ( )。 
5) 彼 は みん な に 別れ を 告げ る こと な し に ( )。 
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第 部 解説 53<54 
53 (ずく め ) 


基本 誠 補 一 ば か り ノ 全部 : 清 一 色 

《 全 部 、 全 体 が それ ば か り の 状態 で ある こと を 表す 。〉 

ン 〈 全 部 、 全 体 都 是 同一 状 赤 。> 

{名 ] + ずく め 

朗 際 に は 合格 する し 、 恋人 は で きる し 、 い いこ と ずく めで すず 

ね 。 グ 考 穫 合格 了 、 恋 人 也 有 『 了 、 尽 其 好 事情 。 

② 黒 ず く め の 男 が 、 さ っ きか ら 門 の 前 に 立っ て いる 。 ノ 一 義 愚 
装 区 男 子 。 捧 団 オ 末 始 一 長 中 在 「JF1。 


54 ( > すず に は お か な い ) 


て な いで は 許さ な い ・ と な いで は 終わ ら な い ン 次 定 会 
ーー 定 要 : 非 … 不 可 く 「 必 ず そ うす る 」 と いう 意志 や 、 
「 必 ず そ うな る 」 と いう 状況 を 表す 。〉 ン < 表現 一 定 要 
人 短 的 意志 或 一 定 会 加 此 的 状 恋 。〉 
[ 動 - な い 形 ] + ず に は お か な い 
する 」 は 「 せ ず に お か な い 」 と な る 。》 
① そん な こと を し て みろ 。 痛い 日 に あわ せ ギ に は お ね かない ぞ 。 
ノ 政 称 事 作 令 一 下 拭 紙 。 我 青 定 会 下 休 史 音 天 的 。 
⑳ あん な ひど いこ と を され た の だ か ら 、 仕 造 し を せ ず に は お か 
な い 。/ 選 然 令 了 了 那 名 千 分 的 事 , 半 撮 授 不 可 。 
⑧ 彼女 の スピ ー チ は 聞く 者 に 感動 を 与え ず に は お か な か っ た , 


第 T 部 解説 55<56 
グ 玩 的 演 誹 半 町 誠 感 区 不 己 。 
類語 |] No. 99「 へ な いで は お か な い 」 


55 (た り と も ) 


居 王 詳 還 て で あっ て も ノン 即 使 … 也 ; 血 
くわ ず か 、 少 な い 、 小 さい 、 弱い な ど を 強調 する 表現 。) 
ング < 織 週 人 伺 、 神 少 、 神 小 、 視 本 的 表現 。) 
[名 ] + た り と も 
① も う 時 間 が な い 。 1 分 た り と も 無駄 に で き な い 。 ズ 没 時 同 本 
一 分 御 選 不能 陵 湯 了 。 
⑳ 世界 平和 会 議 で は 、 小国 た り と も 平 矢 に 葉 決 次 を 有 し て い 
る 。 ノ 在世 界 和平 大 会 に, 女 便 大 小国 也 享 平等 交 表 決 松 。 


56 (こつ こつ ) 
たり で た り ン 又 … 双 : 一 会 ルル … 一 会 ル 
- 動 - ま す 形 ] + つ [ 動 - ま す 形 ]+ つ 
① ラッ シュ アワ ー の 車内 で 、 乗 客 は 押し つ 押 きれ つ し て いる 。 
交通 高峰 国 同 的 年 内 , 乗 閣 何 搭 来 扶 去 的 。 
② 彼 と わた し は も ち つ も た れつ の 関係 で す 。/ 他 和 我 中 互 相 吉 
助 的 共 系 。 


「 た め つ す が め つ 」 (様々 な 角度 か ら よ く 見 な が ら 〉 グ 
( 三 舞 端 洋 ) 
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[人 : 意 | 


57~57 


・ 彼 女 は その セー ター を た め つ す が め つ 、 買 お うか ど 
うし よう か と 迷っ て いる 。 ノ ズ 好 仔細 端 洋 着 那 件 モモ 
衣 , 更 交 春 尼 耕 表 下 来 。 

対 串 前 な 内 容 を も つつ の 動 誤 が 用 いら れる 。 ノ 前 

哲 商 不敬 向 意思 相反 。 豆 泡 対 双 。 


57 (~ と いっ た ら (あり は し ) な い ) 


| ま 呆 | 
は 扶 | 


と て も ~ だ ノ 概 了 : 没有 比 … 更 
[ 動 - 辞 書 形 ] ] 
oO) ) 十 と いっ た らち (あり は し ) な い 
CE ツク 2 
[名 - (2)] 

(た だ し 、[ 動 ] と [名 ] は その 内 容 が 程度 を 表す こと 
の で きる や も の に 限ら れる 。) ノ ( 何 基 , 仮 限 予 能 色 表示 
程度 的 効 同 和 名 同 。〉 


① この と ころ 残業 続き で 着れ る と いっ た らち な い 。 ノ 琉 段 時 同一 
下地 玉 疲 和 航 了 。 

@ 飛行 機 の 窓 か ら 見 えた オー ロラ の 美 し ょ と いっ た ら な か っ た 
ノ 尺 机 的 細 戸 看 肥前 投 光 多 提 有 多 美 了 。 

⑧ 1 週間 も お 風呂 に 入ら な いん だ も の 、 汚 いと いっ た ら あ りゃ 
し な い 。 ノ 一 周 没 有 洗 旨 了 , 駐 得 便 

[ 壮 縮 立 話し 言葉 で は 「~ と いっ た らち ら あ りゃ し な い 」、「~ っ た 
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ら (あり や し ) な い 」 ゃ も よく 使う お 、 こ の 場合 は あま 


第 部 解説 58<58 


り よ く な い 内 容 を 表す こと が 多い 。 ノロ 衣 当 中 也 妹 党 
用 「ー と いっ た ら あ りや し な い 」、「… っ た ら (あり 
ゃ し ) な い 」, 多 家 示 不 好 的 内 容 。 


58 ( ~ と は ) 
EE 
~ な ん て グズ 寛 然 : 居 然 
〈 そ の こと を 取り た て て 強調 する 表現 。)  《 縄 況 提示 
某 事 。〉 
[ 動 ・ い 形 ・ 尋 形 ・ 名 ] の 普通 形 + と は 
(た だ し 、[ な 形 ] と [名] の 「 だ 」 は つか な いこ と も 
ある 。) / 《 但 是 , [な 形 ] 和 [名 ] 中 的 「 だ 」 通 帯 不 
接 。) 
① こん な 失敗 を する と は 、 我 な が ら 人 情け な い 。 ノ 奄 半 出現 子 返 
欄 的 失敗 , 傍 我 自 己 也 和 常 得 不可 原 吉 。 
⑨ も 5 4 月 だ と いう の に 、 こ ん な に 寒い と は ね 。 ン ロ 鍵 是 四 月 
傍 耳 , 居 然 束 送 冷 。 
⑧ コー ヒー1 杯 で 2000 円 と は 、 い くら な ん で も 高 す ぎる 。 ズ 咽 
貴一 株 奄 然 要 2, 000 日 園 。 過 太 距 了 中 。 
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第 本 部 練習 問題 53~54 


3 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の aーf の 中 か ら 選 び 
な さい 。 


a. 暖 b. 料理 c. d. 黒 c ごち そう f. 規則 


1) 自 吉 者 の 話 に よる と (  ) ずく め の 稀 し い 男 が 付近 に い 


た そう だ 。 
2) わた し の 学校 は 先生 が 厳し く 、( 。 ) ずく め の 生活 で 思 が 
つま り そ うだ 。 
3) 祖父 の 77 歳 の お 祝い と あっ て 、 今 夜 は 【 ) ずく め の 夕 
食 で す 。 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 実は 昇進 する し 、 娘 は し 、 今 年 の わが 家 
くめ で す 。 
2) 寝坊 は する し 財布 は 落と すし 、 今 日 は 理 か ら ずく 
め だ 。 
4 1、 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 


1) こん な 財 聞 な 事件 を 起こ し た 犯人 に は . 必ず 業 を ( ) 
に は お か な い 。 
b. つぐ な われ ず 


お か な か っ た 。 
a. 自分 勝手 な bp. 立身 的 な c. 悲観 的 な 
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回 


第 部 練習 問題 55…55 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 頁 客 の 金 を 使い 込む よう な 科 員 は 会 社 が に は お か 
な い は ず だ 。 
2) この 地 の 豊 か な 自然 と 人 々 の は 彼 の ね の 復 を 税 さ 


ず に は お か な い だ ろ う 。 
次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 胸 邊 は 大 切な 面接 試験 だ 。( ) た り と ゃ 遅れ る わけ に は 
いか な い 。 
a 1 分 b. 1 時間 な > 1H 
2) 人 々 の 閣 意 に よっ て 寄せ られ た お 金 だ か ら 、! 円 た り と も 
C3 
a、 役に立た な い b. ほし く な い 
<、 代 央 に は で き な い 
3) 敬 宗 宜 と し て 、 た と え (  ) た り と や 罪 を 見 逃す わけ に 
は いか な い 。 
a 大 人 。 し 子供 ce 釧 術 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 遠く 離れ て いて も 、 愛 する 家族 の こと は 1 日 た り と も 


2) この 重大 な 落 宿 は ほか の 者 に は た り と も 話し て は 
な ら な い 。 
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第 部 練習 問題 56<57 


司 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を af の 中 か ら 選 びな さい 。 
a, た め つ す が め つっ b.、 くん ず ほ ぐれ つ c、 抜 きつ 抜か れつ 
G. さ し つ さ され つ e. も ち つ も た れつ Ff. 追い つ 追わ れつ 


1) 世の中 は お 堂 い に (  )、 助 けた り 助け られ た り で す よ 。 
2) 去年 の マラ ソン 大 会 で は 1 位 と 2 位 が 最後 まで (。 ) の 
援 潤 だ っ た 。 


3 


映画 の 中 で 、 痢 事 が 必死 で 遂げ る 犯人 を 捕まえ る 時 の 


ょ 


( ) の シー ン に は 大 変 な 迫力 が あっ た 。 
合格 通知 を 手 に し た ラオ さん は 信じ られ な いと いう 様子 で 
(  ) 見 直し た 。 
5) 今夜 は ゆっ くり 二 人 き り で 、(  ) 朝 ま で 飲み まし ょ う 。 
6) レス リン ダ の 優勝 決定 戦 と あっ て 、 宙 者 は (  ) の 熱戦 
だ っ た 。 
57| 1. 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 惑 も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 
ああ し ろ 、 こ うし ろ と 、 う ちの 親 は うる さい と いっ た ら な い 。 
a、 う る さい と 言え ば 、 言 う の を や め る 
b. うる さく て 仕方 が な い 
c、 うる さい の で どこ か へ 行っ て し まっ た 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の ac の 中 か ら 選 び 


4 


な さい 。 
1) こん な 簡単 な こと きえ 常 えら れ な いと は 、 我 な な ら (  ) 
と いっ た ら な い 。 
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第 部 練習 問題 58…58 


a 情けなく b. 情け な く て ec. 情 け な い 
2) 小さき な 犬 に さえ お び え る な ん て 、 ま っ た く 彼 は (  ) と 
いっ た ら な いね 。 
a 怖がり bp. 怖い <. 怖がる 
3) いく ら 断っ て も 気がつか な いな ん て 、 あ いつ は (  ) っ 
た ら あ りゃ し な い 。 
a 鈍感 ぞ b. 件 感 な ec. 鈍感 だ 
次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ae の 中 か ら 選 びな さい 。 
a. 世界 一 周 旅行  b. 社長 に な る e. ここ まで 安い 
d. 見 て 見 ぬか り pe. 博 相 る 


1) まだ 30 歳 と いう 若 さ で (  ) と は 、 彼 の これ か ら の 活躍 

が 期待 きれ る 。 

この 店 の 評判 は 以前 か ら 聞 いて いま し た が 、 ま まき か (  ) 

と は 。 

3) この 不景気 に ( ) と は 、 ま た 楽 勢 な 話 だ ね 。 

4) 人 が こん な に 困っ て いる 時 に (  ) と は 、 な ん て 薄情 な 
や っ だ 。 

5) 今 まで 葵 け て ば か り だ っ た 息子 が これ ほど (  ) と は 、 
すっ か り 見 直し た 。 


2 
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第 部 解 譜 59<60 


59 (ごと も な く ノ ー と も な し に ) 


〈 は よっ きり と 意識 せ ず に 、 そ の 動作 を し て いる 時 の 表 

現 。〉 グ < 漫 不 経 心地 : 元 意 沢地 。 

[ 動 - 辞 書 形 ] + と も な く 

①⑪ 見 る と も な くぼん や り 外 を 見 て いた ら 、 不 意 に 大 き な カ ラス 
が 飛ん で きた 。 ン 提 不 色 心 地 加 着 外面 股 果 、 突然 で 填 来 一 具 
大 島 稚 。 

② 居 し い 夜 は 、 だ れ か か ら 電 話 お が か か っ て くる の を 待つ と も な 
し に 待っ て いる 。 ノ 宮 寛 的 夜中 , 天 意 央 同等 待 着 有 進 打 不 四 
洒 来 。 

[次 瘍 ] 前 後に 同じ 動詞 が くる こと が 多い 。 ノ 前 后 委 常 使用 同 

ー 條 其 同 。 


60 SM / 


ンー に な る と ンー ン に な れ ば ンー 到 … : 一 旦 … 

TI 続 WM RS. 

① 急 に 外国 へ 行く と も な る と 、 準 備 が 人 変 で し ょ う 。 ン ノー 下 子 
突然 裏山 国 。 港 名 工作 可能 受 向 叫 

の 12 月 と も な る と 、 街 に は ジン グル ベル の メロ ディ ー が あふ ぶれ 
る 。 ノ ー 到 12 月 。 街 上 就 台 満 《 分 ル 遇 町 当 》 的 旋律 。 
二 大 前 の 大 人 と も な れ ば 、 自 分 の 言葉 に 次 任 を 持た な けれ ば 


第 部 解説 61~62 


な り ま せん 。 グズ 要 成 方 真正 的 大 人 , 就 応 其 対 邊 的 吉行 負 盗 


61 (こない まで も ) 
因 題 還 - な い に し て も ・ こ な いと し て も ン ン 即 使 不 … : 時 然 不 
〈 普 通 「A な いま で も B」 の 形 で 、A の 方 に 程度 が 高い 
内 容 が くる 。) 〈 一 般 来 用 「A な いま で も 日 」 的 形式 , 
A 接 程度 比較 高 的 内 容 。〉 
[ 動 - な い 形 ] + な いま で も 
① 。 彼 が 苑 人 だ と 断定 で き な い まで も 、 い ろ い ろ と 公 し い ょ ころ 
が ある 。 ノ 色 使 不能 断定 他 統 基 犯 人 , 也 有 提 多 的 疑 点 。 
め 結婚 式 に は 出席 で き な い まで も 、 お 祝い の 電報 くら い は 打 と 
う 。 ノ 量 然 不能 出席 和希 婚 典礼 , 也 婁 婦 一 侍 玉 供 務 撮 之 美的 、 


62 (ご な いも の で も な い ) 
ー す る 可能 性 が ある ン 不 是 不 : 未 必 不 
( 雑 認 は し て いな い が 、 こ か も し れ な いと いう 気持 ち を 
表す 。) < 表示 遇 然 不能 策 信 。 或 社会 … 的 心情 。〉 
- 動 - な い 形 ] + な いも の で も な い 
① 難し いけ れ ど 、 何 と か 工 玉 すれ ば 、 で き な い も の で も な い だ 
ろう 。 ズ ノ 黒 然 視 傘 , 如果 尽力 想 妙法 , 也 不 足 没 人 可能 。 
⑨ 今 か ら で も 急げ ば 、 ひ ょ っ と し て 終 雅 に 問 に 合わ な いも の で 
も な い 。 ノ 古 緊 点 的 笑 、 或 天 近 有 可 能 赴 上 未 瑛 忠生 。 
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第 部 解説 63<64 


| 球 語 ] (2 級 )「 て な いこ と も な い 」 


ー (その 状態 の ) まま で プー 近 … 一 所 : 保持 … 状 恋 
[ 動 - ま す 形 。 ] 


+ ながら に 
[名 ) な が らし 


① イン ター ネッ ト を 活用 すれ ば 、 居 な が ら に し て 世界 中 の 情報 
を 手 に 入れ る こと が で きる 。 ノ 如 巣 能 充分 利用 互 際 賠 的 衝 , 
在家 里 就 可以 革 得 全 世 界 前 倍 息 。 
② その 少年 は 生ま れ な が ら に 動物 た ちと 心 の 交流 が で きる 不 思 
議 な 能力 を 備え て いた 。 ン 那 條 少年 天 生 具 有 和 効 物 誠 行 心理 
泡 通 前 特 昇 功能 。 
③ 業 響 の 科 害 閉 た ち は こ れ ま で の 苦し い 経 験 を 涙 な が おら に 語っ 
た 。 ノ 攻 前 受 害 者 仙 流 者 湯 泊 着 至 信久 上 的 痛 普 急 。 
用 : 竹 ] 動 調 は 「 居 る 」「 生 まれ る 」「 生 きる 」 な ど 、 名詞 は 「 涙 」 
「 昔 」「 い つも 」 な どの 限ら れ た も の が 使わ れ 、 慣 用 的 
な 表現 が 多い 。 ン 只 能 用 地区 列 「 慎 る , 「 生 まれ る 」 
「 生 きる 」 等 , 名 語 「 消 」「 著 」「 い つも 」 等 , 多 妨 
慣用 型 。 


64 ( ご な くし て (は ) 」 


ー な し で は ・… が な けれ ば ン 吉 果 没有 
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第 I 部 解説 64~64 
(仮定 の 表現 >> く 優 没 的 表 技 方 式 。> 
[名 ] 二 な くし て 
① 人 を 々 の 信頼 な くし て 、 リ ー ダ ー の 務め は 果たせ な い 。 如果 
没有 大 家 的 信 束 。 鬼 光 法 受 探 信 生 的 作用 。 
@ 戦 答 の 閑 心 な 指導 な くし て は 、 今 回 の 優勝 は な か っ た だ ろう 。 
ノ 和 果 没 有 教 條 的 旋 選 指 重 。 越 不 会 有 此 次 骸 攻 星 。 
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第 部 練習 問題 59…60 


9 1. 下 の | | の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 誤 え て 文中 の 


___ に 書き な さい 。 
聞く 見 る 考え る |] 
1) 何 も す る 気 が せ ず 、 テ レビ を と も な く 
日 を 過ごし た 。 
2) 後ろ の 席 に 座っ た 人 た ちの 証 を と も な し に 


まっ た 。 
い 頃 の こと を と も な し に いた ら 、 急 に 
小学 校 時 代 の 友達 か ら 電話 が か か つっ てき て びっ くり し た 。 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1 一 人 で いる と 放し く て 、 だ れ に と も な し に 莉 


言っ て いた 。 


2) 彼 は どこ へ 行く と も な く 、 た だ ふら ふか ら と 外 … 


Q 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


も \。 
a 社会 人 b 受験 生 =. 壮 放 

Dt ) と も な る と 、 勅 強 が 気 に な っ て 導 ん で ば か り は いら 
れ な い 。 

2) ( 。 ) と も な れ ば 、 家 事 や 耕史 で 、 な か な か 日 分 の 時 間 
が 持て な い 。 

3) (  ) と も な る と 、 服 装 や 言葉 遣い に も 気 を つけ ね ば な ら 
な い 。 
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第 部 練習 問題 6161 


2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 子供 を 大 学 に と も な る と 、 入 学 金 だ 没 業 科 だ と ず 
いぶ ん お 金 が か か る も の だ 。 
2 と も な れ ば 、 家 族 連 れ で 山 や 海 に 由 か ける 人 が 多 
い 。 
回 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 日 本 で 生活 する か ら に は 漢字 は ( ) まで も 、 せ め て 読 
め た ほう が いい 。 
a, 書け な い b. 書け る c. 書け た 
2) 代表 選手 に 選ば れ な いま で も 、 せ め て 補 拓 選手 に は ( )。 
選ば れ な い b. 選ば れ た い 
c. 選ば ぼ ばれ た く な い 
3) 1 時 間 で 仕上 げろ と は 言わ な いま で も 、( ) 仕上 げ て ほ 


し い 。 
sa. で きる だ け ゆ っ くり b. あし た まで に は 
c- 30 分 で らい で 

2. 次 の 文 の こ 適 当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 両親 に は 手紙 は な いま で も 、! か 月 に 1 度 く らい 
は 電話 し ます 。 

2) 国 へ 帰る 友人 を 、 冠 港 ま で は な いま で も 、 せ め て 
駅 まで は 送り た い 。 
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第 部 練習 問題 62 一 63 


2 1. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 
理由 いか ん で は 、1 万 円 で ら いな ら 貸 さ な い も の で も な い 。 
a. 貸さ な い だ ろ う bb. 筑 し て も いい 
c. 貸 せ な い 
2. 下 の の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 当 な 形 に 変え て 文中 の 
_ に 書き な さい 。 
通じ る する 行け る 
1) 無理 を すれ ば も の で も な い が 、 あ まり 気 が 進ま な 
下 
2) 日 本 語 は まだ 下手 だ が 一 生 越 短 話せ ば 、 も の で も 
な い 。 
3) 秒 が 本 気 で 頑張 る と いう の な ら 、 応 引 も の で も な 
いよ 。 


3. 次 の 文 の に 適当 な 番 葉 を 入れ な さい 。 
その 気 に な れ ば 食べ られ な いも の で も な い が 、 で きれ ば 


B3 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 彼女 は 涙 な が ら に ( )。 
a. 外線 決 き 始め た b. ハン カチ で 涙 を ふき 始め た 
c. 自分 の 過去 を 話し 始め た 
2) ミイ ラ の 中 に は (  ) な が ら に し て 、 主 中 に 埋め られ た 
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第 郁 練習 問題 64…64 


入 々 も いる 。 
a. 生き る b. 生き て c. 生き 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 彼 の 田舎 で は 、 い まで も な が ら に 古い 習慣 を 守っ 
て いる そう だ 。 
2) 最近 は 家 に な が ら に し て 買い 物 が で きる 便利 な 通 


信販 売 が は や っ て いる らし い 。 
3) その 有名 な ビア ニス ト は _ な が ら に し て 素晴らし い 
才能 を 持っ て いた と いう 。 
4| 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 社員 の 団結 な くし て は 、 こ の 不景気 を ( ) だ ろ 2。 
a. 乗り 越え た い b. 乗り 越え られ る 
c. 乗り 越え られ な い 
2) 夏 の (  ) な くし て は 、 今 回 の 成功 は まず あり 得 な か っ 
た と 思う 。 
a. 助け b. 助け る c. 助け て 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 大 日 の 厳し い な くし て 今日 の 勝利 は な か っ た と 情 
う 。 
2) 現代 社会 に お いて は 電気 な くし て 快適 な が で きる 


だ ろう か 。 
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第 部 解説 65<66 


65 (~ な し に (は ) ) 


~ を し な いで ・~ が な いま まで 不 … 
[名 ] + な し に 
① ノック な し に わた し の 部 屋 に 入ら な いで くだ さい 。 ノ グズ 不 功 「」 


没有 


稼 不 要 六 入 我 的 房 回 。 
② きち ん と し た 子 続 き な し に は 入学 する こと は で き な い 。 ノ 名 
果 隆 彼 不全 就 不能 入学 。 
の 
ON 
66 ( ~ な ら で は ) 


EE 拓 座 斑 一 だ け に ある ・ー だ けが で きる 憲 只 有 … オ 有 的 : 除 非 
… 没 

〈 よ い 内 容 を 表す こと が 多い 。「A な ら で は 晶 な い 」 の 

形 を と る 場合 は 、「A で な けれ ば 巳 で き な い 」 の 意味 。〉 

グズ ( 多 訪 息 概 促 文 。「A な ら で は 日 な い j 的 形式 , 意 訪 

如果 不 是 A 就 不能 日 > 

[名 ] + な ら で は 

⑨ こん な 新しい 発想 は あの デザ イナ ー な ら で は の も の で す 。 ノ 
穫 欄 新 癌 的 格 起 非 那 位 濃 寸 親 英 属 。 

② この 味 は お ふく ろ の 手作り な ら で は 出せ な い 味 だ 。 プ 六 衝 味 
道 量 只 有 母 款 的 厨 み オ 有 的 味道 。 
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第 部 解説 67~68 


(とこ な りー な り 
67 (~ な り な り ) 


ーー で も て で も ノン 或 者 … : 也 好 OO 
(普通 「A な りな り 」 の 形 で 、A、B に は 装 夫 前 、 
並立 前 ある い は 疾 他 の 内 容 を 例示 する 。〉 プ < 通常 以 「A 
な りな り 」 区 形式 。 来 例 挙 A 和己 妨 対照 、 井 列 世 美 


令 的 内 容 。> 
[ 動 - 辞 書 形 ] 1 | [ 馬 - 訂 書 形 ] ] 
品 ] 8 oR 


① 勉強 ば か り し て いな いで 、 た ま に は 外 に 遊び に 行く な り ス ポ 
ー ツ を する な り し て 、 気 分 転 交 を し た らち どう で すか 。 ノ 吊 老 
学 羽 , 偶 償 也 出 本 玩 圧 難 剛 仙 迄 区 件 久 的 , 履 卒 一下 心情 坦 
名 冬 ?。 
の ジュ ー ス な り コ ー ラ な りら 、 お 好き な も の を どう ぞ 。 ノ 洒 汗 世 
好 可 示 過 好 , 豆 交 仕 簿 随 便 用 。 


ee (Sg 


ー に (は ) 適さ な い ・ に (は ) 受 ほ ない ・ こ する 必 
要 は な い ノ 不 必 : 用 不着 : 不 値 得 
EE CW i) | + に (は) あたら な い 
[を ] : 
① 彼 の 実力 を 考え る と 、 今 回 の 彼 の 受賞 も 驚く に あたら な い 。 
ノ 以 他 的 信 力 , 此 次 他 校 用 不 秦 大 居 小 怪 的 。 


こ =( は ) あたら な い ) ) 
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第 和孝 解説 69<70 


@ 括 口 の 寄付 を し て も 、 節 税 の た め な ら ば 、 そ の 行 あ は 森 其 に 
は あたら な い 。 / 使 基 大 術 提 贈 。 如 時 基 了 夏 少 殺 税 的 話 。 
共 行 放 也 草 不全 得 称 迷 。 


IN 
69 に 即 し て プー に 即 し た / 
四半 語 鏡 に 従っ て ・… に 応じ て ・ こ の 通り に ノ 根 据 : 符合 
[名 ] に 即 し て 


の 傍 左 者 は 、 法律 に 即 し て 処分 され ます 。 ノ 球 反 者 特 相 所 法律 
予以 姓 分 。 


@ 実情 に 恩 し た 対応 筑 を 検 計 い た し ます 。 ノ 根 括 実 際 情 況 探 
対策 。 
: 注 : 意 | 「 一 に 即 し て 」 の 後ろ に は 動詞 ・ 形 容 詞 ・ 副 詞 が 、「-… 
に 是 し た 」 の 後ろ に は 名 詞 が くる 。 プ 「ー に 即 し て 」 
司 接 区 河 、 形 容 滞 或 副 何 。「 に 地 し た 」 大 接 名 河 。 


3 3 
70 (に 見る 

へ ~ だ け の 価値 が ある ノン 債 得 … : 足 以 … 
(よい 内 容 を 表す 。) ン く 論 叉 。〉 

[ 動 - 辞 書 形 ] 
[名 ] | + に 足る 
(た だ し 、[ 名 ] は [する] の 形 を と る こと の で きる 
も の に 限ら れる 。) パ 但 是 , 仮 限 王 可以 来 用 [する] 
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第 I 部 解説 70<70 
的 名 何 。) 

あの 人 は 信頼 する に 足る 人 物 で す 。 ノ 邪 條 人 値 得 傘 。 

② 危険 を か えり みず 乗客 の 生命 を 救っ た 彼 の 行為 は 、 称 堆 に 
る も の だ 。 ノ ズ 他 不 原 危 陰 搭 教 職 容 的 行内 , 其 値 科 称 秘 的 。 

「 参 者] 「~ に 足ら な い グ へ に 足り な い 」 (だけ の 価値 が な 


い ・ー は ほど の こと は な い 〉 / 〈 不 値 得 : 不足 以 ) 
・ 宇 宙 の 大 きき を 思 


① 


うと 、 信 の 私 の 悩み な ん て 友 る 
に 足ら な いも の だ 。 ノ 息 到 宇 宙 之 大 衣 前 交 類 生 


分 な 準備 を し て いれ 計 、 危 
内 な ど 穏 れ る に 足り な いと 肥 5。 ノ 邑 使 生 拓 科 期 休 


中 、 如果 准 箇 充 分 的 笑 , 也 不用 原 上 有 有 危 陰 仕 食前 。 
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第 部 練習 問題 65<66 


8| 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 周り の 人 々 と の 協力 な し に は 、 人 は ( ) 
a. 生き で いく べき b. 生き で いけ る 
ce 生き て は いけ な い 
2) どん な 大 も 、 日 々 (  ) な し に 、 成 功 は あり 得 な い 。 
a. 努力 する の b. 努力 する こと 
c.、 和 努力 する も の 
3 (  ) な し に 他人 の 部 屋 に 入る な ん て 、 本当 に 矢 礼 な 人 で 


すね 。 
a. 声 2 b. 断れ c. 断る 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1 パス ポー ト な し に は は で きま そ せん 。 
2) この スポ ー ツ クラ ブ は 面倒 な な し に 、 すぐ 人 入会 で 
きま す 。 
el 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~」 の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
| 。 スキ ネー bk 莉 者 開 
| d 水 涼 *、 日 本 人 
! Eg 大 人 h. スケ ー ト 7 


1) すし や て ん ぶら 、 すき や き な ど は ) な ら で は の 食べ 
物 だ 。 
2( ) に (  ) と いえ ば 、 冬 の 季節 な ら で は の スポ ー ツ 
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第 TH 部 練習 問題 6 一 67 
3) この よう な 新しい 発起 は 、 ま さる に (  ) な ら で は の も の 
だ ろう 。 
4) その 店 の 味 に は さす が 前 楽 100 年 の ( ) な ら で は の 伝 
綻 が 感じ られ る 。 
5) プレ ッ シ ャ ー に も や 負け ず フ ァ ン の 期待 に 逢え る と は ( ) 
な ら で は で すね 。 
賠 1. 次 の 文 の の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選び な 
さい 。 
語学 の 学習 に は テー プ な り CD な り 、 何 ら か の 音声 教材 を 使 
っ た ほう が いい 。 
a. テープ の みな ら ず CD も 
b. テー プ で あれ CD で あれ 
c. テー プ は お る か CD も 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) ご 家族 が 心配 し て いる で し ょ うか ら 、 電 話 を _ な り 、 
手紙 を な り し て は どう で すか 。 
2) わか ら な い 昔 葉 は 辞書 で な り 、 先 生 に な 
り し て 必ず 意味 を 確認 する よう に し て いる 。 
3) _ な り な り 、 だ れ か 信頼 で きる 人 に わた し 
の 悩み を 柱 談 し た い 。 
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第 部 練習 問題 68~69 


8 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 

1) た と え 結 果 が どう あろ うと 全力 を ( )、 陳 じ る に は あ た 
ら な い 。 
a. 尽く せ ば b. 尽く さ な け れ ば 
c. 尽く し て も 


2) あの 本 は 買っ て まで (  ) に は あたら な いと 、 友 人 た ち 
きっ て いた 。 
a 読め b 読ん だ ec 読む 
3) あな た が し た 仕事 に 対す る 当然 の 報 酢 で すか ら (  ) に 
は あたり ませ ん 。 
a. 要求 する 5 遠慮 する <、 受け取 る 


2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 一 度 く らい 大 学 受 験 に 矢 敗 し た か ら と いっ て 、 す 
る に は あたら な い 。 来 年 、 ま た 麺 張れ ば いい 。 

2) その 事実 は 以前 か ら こと だ 。 今さら 身 くに は あ た 
ら な い 。 

加 1 次 の 文 の 。 の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 

現在 わが 医 で は 、 社 会 の 変化 に 即 し た 政治 が 列 く 望 まれ て 
いる 。 


a. 社会 の 移り 変わ り に 影 響 され な い 政 治 
b. 社会 を 変化 させ て いく 政治 
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第 本 部 練習 問題 70-70 


c. 社会 の 状況 を よく 考え 、 そ れ に 含 わせ た 政治 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選び な さ 
い 。 


[| a 文法 解説 b 現 琴 < 福 則 
1) 会 社 に 
て 行わ れる だ ろう 
この 問題 集 は 詳し い (  ) に 即 し て 問題 が 出 き れ て いて 
大 変わ か りや すい 。 
3) これ は 30 年 も 前 に 定め られ た 校則 で す 。(  ) に 即 し た 
新しい 校則 が 考え られ て も いい 時 期 で し ょ う 。 
1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1D や っ と 座 美 葵 文 の ケー マ て と し て (  ) に 足る 問題 を 見 つ 
けた 。 
研究 する 5. 研究 し た ら 研究 し よう 
2 (  ) 人 の うわ さ な ど 、 気 に する 必要 は な い 。 
a 取る に 足 ち な い 。b、 開く に 足ら な い 
c. 言う に 足ら な い 
3) 社長 の 説明 は 社員 を 納得 させ る に 足る (  ) で あっ た 。 
a. 誌 圧 前 な も の b. 完 べ き な も の 
ce 不 十分 な も の 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 お 言葉 を 入れ な さい 。 
1) ノー ベル 賞 を 受け た 彼 の 研究 は 人 々 が に 足 


) に 好 し 


> 
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第 TT 部 練習 問題 0<70 


らし いも の だ 。 
2) この 仕事 は 危険 を 裳 格 で 挑戦 す る に 足る だ け の が 
ある と 思う 。 
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第 部 解説 ガン 72 


71 時 ひき か え | 


ー に 比べ る と 反対 に 相反 : 不同 
【 動 ・ い 形 ・ な 形 。 の 名 調 修 委 謀 この | 


[名 1 1「 に ひき か を 
(た だ し 、[ 名 ] と 【 な 形 ] は 「~ で ある + の 」 の 形 を 


と る こと も ある 。) < 但 足 [名] 和 [な 形 ] 過 有 来 
用 「ー で ある 十 の 」 前 形式 。〉 

Q① 先月 は 食料 品 の 売上 げ が 著 し く 伸び た の に ひき か え 、 家 料 
品 の 売上 げ が 薄 ち 込ん だ 。 ン 上 邊 月 食品 的 和 人 額 苦 増 , 
戸 央 相反 。 服装 美 近代 額 孝 映 落 下 来 。 

@② 前 の 作品 に ひき か え 、 今 度 の は 素晴らし いで きだ 。 ノ 目 以 前 
的 作品 不同 。 肖 次 的 稼 交 。 

③ 去年 の 夏 が 釘 時 で あっ た の に ひき か え 、 今 年 は 浴 夏 が 心配 き 
れ て いる 。 人 付 担 与 年 夏 天 的 本 甘 相 反 , 今年 会 大 飼 夏 。 


72 ( (に も まし て ) 


て より も さら に ノ 更 加 … : 部 半 … 
〈「A に も まし て 昌 」 は 「A も そう だ が それ 以上 に 巳 」 
の 意味 。> <「A に も まし て 明 」 的 意思 是 A 如 此 , 但 


B 更 加 ……。) 
四 較 計 [ 季 ・ い 形 ・ な 形 ] の 名 詞 修 飾 型 + の 
の | rt まし < 
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第 部 解説 73~73 


(た だ し 、「 な 形 ] は 「『ー で ある 十 の 」 の 形 を と る こと 
も ある 。) グズ (信二 , [な 形 ] 也 有 来 用 「ー で ある + の 
的 形 式 、) 
OO 誌 合 に 勝っ た の に も まし て 、 企 力 を 出し きれ た こと を 誇り に 
思う 。 ノ 整 之 比 容 攻 肘 。 更 旋 個 尽 了 全力 面 感 多 月 遂 。 
通訳 の 試験 に 合格 し て 、 う れ し い の に も まし て 、 来 し て うま 
く や れ る か どう か 心配 に な っ て きた 。 ノ 遂 辻 日 秦 考 武 , 高 
※ 之 余 , 更 提 選 到 庶 能 償 肝 任 送 項 工作 。 
以前 に も まし て 、 彼 女 は ビア ノ の 練習 に 私 ん で いま す 。 ノ 姫 
比 以前 更 加 刻 基 演 多 旬 琴 。 


@ 


IS 
73 、~ ば こそ ) 
~ か ら こ そ / 正 因 妨 … : 正 是 
(原因 ・ 理 由 の 強調 の 表現 。) ノ ( 強 半 原 因 、 理 由 的 素 
拓 方 法 。》 
[ 動 - ば ] ] 
[ い 形 - け れ ば ] 
[な 形 - で あれ ば ] 
[名 - で あれ ば ] ] 
① 優勝 で きた の は 、 チ ー ム 全員 の 協力 あれ ば こそ だ 。 ノ 人 能 移 共 
礎 。 正 其 由 芽 全 映 的 配合 。 
@ 低 し けれ ぼ こ そ 、 集 中 し て 、 少 な い 時 間 を 有効 に 使 た る の か 
も し れ な い 。 ノ 也 竹 正 因 妨 邊 選 。 オ 能 集 中 、 有 導 地 利用 少 借 
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第 部 解説 4 一 75 
的 時 回 。 

⑬ 健康 で あれ ば こそ を 、 勉 学 や スポ ー ツ に 狼 中 で きる と いう も の 
だ 。 ノ 正 因 力 健康 , オ 能 弥 を 注 圭 学 選 和 返 区 

@④ 彼女 が 有 能 ば こそ 、 学 生 も 熱心 に 灘 義 を 開く の 
で す 。/ ズ 正 央 訪 好 基 禄 有 有 能力 前 教 莉 , 所以 学 生 条 呆 巣 也 補 夫 心 


74 (ば それ まで だ ) 


ー ば 、 そ れ で 終わ り だ ン ノ 誠 此 完了 : 没 用 了 
《 そ れ 以 上 や り よ う が な い 、 仕 方 が な いと いう 表現 。〉 
ン 〈 再 也 渡 級 実在 没有 か 法 的 表 送 方法 
[ 動 - ば ] + それ まで だ 
① 長年 動 め た 会 社 だ が 、 授 職 し て し まえ ば それ まで だ 。 ノ 黒 然 
是 胡 年 工作 的 公司 , 退 了 休 世 就 完 了 。 
② どん な に いい 機械 が あっ て も 、 使 い が わ か ら な けれ ば それ 
まま ン 再 好 的 机 器 , 不 憧 使用 方 法 也 疫 用 。 
[ 難 区 ] 「 て た ら そ れ ま で だ 」 ン 完了, 了 鈍 。 
・ 予 定 の 電車 に 乗り 遅れ た ら そ れ ま で だ , 約束 の 時 間 
に は 間に合わ な い 。 ン 要 是 赴 不 上 預 定 的 皿 本 各 完 
子 。 会 管 辻 釣 定 的 時 同 的 。 


75 ( こ べ か ら ざ る ) 


ンー べき で は な い ・ て は いけ な い ・ て の は 適当 で な い 
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第 部 解説 76<76 


ン 不 皮 壇 : 不 次 

放送 世 店 | 動 - 辞 書 形 ] べから ざる 
(「 す る べから ざる 」 は 「 す べから ざる 」 と な る こと も 
ある 。) て 「 す る べから ち ざ る 」 常 涼 用 「 す べから ぎる ろ 」 
的 形式 。〉 
GO 成人 指定 映画 は 少 年 の 見 る 

不 語 訪 名 有 成 人 貼 影 。 
② 品 に すべ か ら ざ る こと を 言っ て し まい 、 彼 と は 絶交 状態 に な 
っ て し まっ た 。/ ど ゲ 混 了 不 液 品 的 活 , 同 他 断 交 了 。 

] 「 こ べから ぎる 」 の 後ろ に は 名 詞 が くる 。 ン 「ー べ か 
ら ざ る 」 后 接 名 河 。 


ざる も の で 十 。 ノ 青少年 


76 (~ ペ べから ず ) 


て て は いけ な い ン 不要 」 禁止 
(掲示 、 鞭 牧 、 立 て 和 な ど に 用 いら れる 禁止 の 表現 。〉 
ング (用 孝 布 告 、 拘 肛 、 告 示 購 等 表示 茜 目的 合 。) 

[ 動 - 辞 書 形 ] べから ず 
《「 す る べから ず 」 は 「 す べから ず 」 と な る こと も ある 。 
イノ 人 「 す る べから ず 」 常 業 用 「 す べから ず | 的 形式 。) 

① 池本 に 立ち 入る さか ら ず 。 ノ 請 勿 人 章 挟 。 

② 凶 の 人 魚 を と る べから ず 。 ノ 池 二 茜 正 乗 的 。 
雑 庄 を 立ち 隊 みす ナ る べから ら ず 。/ 博 科 中 着 岡 大 


ま 志 。 
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第 部 練習 問題 71~72 


1 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) の ん びり と し た 柏 格 の 姉 に ひき か え 、 妹 は ( 
aa と て も せっ か ち だ b, の ん ぴり し て いる 
ce. 親切 だ 
2) 月 者 あぶ (  ) に ひき か え 、 月 来 は 猫 の 隆 も 借り た い ほ 
ど 忙 し い 。 
a 中 。 b. 暇 だ 。 c. 邊 な の 


3) この 訪 り な 久間 の ( ) に ひき か え 、 夜 は ほとん ど 人 通り 
が な く な る 。 
a、 人 通り の 少な さ b. 静か さき c、 に ぎ や か さ 

2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 多 が 子供 た ち に 記し て せい の に ひき か え 、 母 は いつ も 

2) その 国 で は 物価 の に ひき か え 、 医療 費 は 非常 に 高 
い 。 

3 1. 次 の 文 の (  ) に 最も 適当 な も の を a ョ ーc の 中 か ら 選 びな 

さい 。 

1) 8 月 だ と いう の に 、 梅 南 時 に も まし て 、 雨 の H が (  )。 
a 少な い b、 多い c. 全然 な い 

2) 日 本 に 来 て 日 本 語 を マス ター ( ) に も まし て 、 日 本 大 
の 友達 が た くさ ん で きた こと が と で も うれ し い 。 
a. で きる b.、 で きた の c. で きた 
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第 部 練習 問題 73~74 


E は 成績 が ( 。) の に も まし て 、 礼 儀 也 し いこ と 


b. 優秀 だ  c. 優秀 な 
2。 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
数 年 、 我 が 国 の 経済 状況 は 下り 坂 だ が 、 今 年 の 景気 は 


去年 に も まし て で 、 な っ て いる 。 
3| 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 


1) 今回 の 人 審 は 苦し い 経験 で あれ ば こそ 、(  )。 
a、 学ぶ こと も 多かっ た b. と て も つら か っ た 
c、 十分 注意 し よう 
2) 親 は 子供 の こと を (  ) こそ 、 ロ うる さく 言う の で す 。 
a. 心配 すれ ば b. 心配 し た ら c. 心配 し て 
3) ( ) こそ 、 お 金 の 貸し 倍 り は きち ん と し て お きた いり 。 
a 親しい b. 親 し け れ ば c. 親しく て 
2. 次 の 文 の を 入れ な さい 。 
1) 基本 は 自分 の 将来 の こと を こそ 、 今 一 上 肖 命 努力 
し て いる の で す 。 
の 家賃 が _ こそ 、 駅 か ら 遠 く て も 借り : 手 が ある の で す 。 
六 1. 下 の [ | の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 遼 当 な 彩 に 変え て 文中 の 
_ に 書き な さい 。 
遅れ る 気に入る 
1) 高い 辞書 を 買っ て も 、 


き う 使う 


に 並べ て いる だ け で 」 ば 
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第 部 練習 問題 75<75 

それ まで だ 。 

2) どん な に 成績 が よく て も 、 面 接 試験 に ば それ まで 
だ か らち 、 遅 刻 し な いよ うに 気 を つけ て くだ さい 。 

3) いく らい い お 見 合い の 語 で も 、 結 婚 は 本 人 が ば そ 
れ ま で の こと だ 。 

4) この 案 に みん な が 血 成 し て も 、 社 長 が うん と ば そ 
れ ま で だ 。 

2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 本 当 の こと を 言っ て いる の に 、 う そ だ と 
で だ 。 

2) いく らい い 企 画 で も 、 予 算 が ば それ きま で だ 。 

| 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

j) 国民 を 犠 称 に し て 腹 を 肥やす な ど 、 政 浴 家 の (  ) べ 
か らち ざる 行為 だ 。 
a と っ た tb と る & と っ て 

2) これ は 社会 に 不安 を 与え る (  ) べ か ら ざ る 犯罪 で ある 。 
a 許す b、 評 し < 許さ ず 

2、 次 の 文 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
つい 口 が すべ っ て で て 、_ べから ざる こと を 


ば それ ま 


っ た 。 
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第 部 練習 問題 76…76 


Gi 1. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 近い も の を a ョ ~c の 中 か ら 選 び 
な さい 。 
授業 中 は 日 本 語 以外 の 言葉 で 話す べから ず 。 
a, 日 本 語 で 話す こと が で きま せん 
b. 日 本 語 だ け で 話 き な けれ ば な り ま せん 
e. 日 本 諸 以 外 の 言葉 で 話し な さい 。 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ョ ーc の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 

1) 入り 口 の 所 に 「 こ こ に 車 を ( 。 ) べから ず 」 と 書い た 旧 り 
紙 が し て ある 。 
a. 止め る な b. 止め て cec. 止め る 

2) よく 公園 な ど で 「 受 本 に ( 。 ) ご か ら ず 」 と いう 立て 札 を 
見 か けち 。 


a. 入れ b. 入る cec. 入る な 

3) 図書 館 で は 大 声 で (  ) べから ず 。 
a. 話 を する b. 茜 を し て c. 話 を し な い 

4 「 見 る べから ず 」 な ん て 書い て ある と 、 よ けい に た ( )。 
a. 見 た く な る b. 見 た く な い c. 見 られ な い 
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第 部 解説 ガー78 


ー し よう と 思っ て ンカ イ 想 
[ 動 - 辞 書 形 ] べく 
(「 す る べく 」 は 「 す べく 」 と な る こと ちあ る 。) グ (「 す 
る べく 」 常 来 用 「 す べく 」 前 形式 。) 
皿 帥 に 会 うべ く 、 人 久しぶり に 責 校 を 訪れ た 。 グズ 世 了 見 恩 病 , 
来 到 了 同 別 己 久 的 母校 。 
⑨ 試験 に 合格 すさ く 、 皆 一 本 挨 策 に 久 絢 し て いる 。 妨 了 通 辻 
考 蔵 大 家 都 排 命 地 学 雪 。 


4 や 
78 (~ ま じき ) 
当然 て で は いけ な い ・~ て は な ら な い ン 不 広 訪 : 不可 
以 
[ 動 - 辞 書 形 ] † ま じき 
(「 す る まじ き 」 は 「 す まこ き 」 と な る こと も ある 。) グ 
人 「 す る まじ き 」 営 抄 用 「 す まじ き 」 抽 形式 。) 
① 弄 い 者 を いじ め る な ん て 、 許す まじ きこ と で す 。 ノ 移 稀 記 者 , 
昨 不 能 外交 的 事 。 
⑫ 多額 の 賭 略 を 受け 取る な ど 、 大 旨 に ある まこ き 行 2 
受 大 閣 行 牙 、 不 皮 是 大 皿 所 旋 。 
[ 普 意 ]| 「- ま じき 」 の 後ろ に は 名 詞 が くる 。 プ 「ー ま じき ] 
語 面 接 名 財 。 


6 だ 。 ン 接 
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第 部 解説 79~79 


1 (こま eo こり 


A 棋 証 記 習 - 以 外 に 方 法 が な い ノ 内 好 : 只 有 
く 革 方 が な いか ら そ うす る と いう 党 合 や 決意 を 表す 。> 
ン < 表示 没有 か 法 . 只 好 下 決心 邪 仙 意 。〉 
[ 動 - 醍 書 形 ] 十 ま で (の こと ) だ 
① 葬 守 な ら 仕方 が な い 。 こ こ で 州 っ て 来る の を 待つ まで だ 。 ン 
不在 穴 絶 波 妙 法 了 , 好 在 穫 中 等 人 回 来 了 。 
② 後に 過 られ むれ ば あき ら め る し か な い 。 ほ か の 人 を 探す まで の 
- と だ 。 ノ 他 提 多 的 括 就 只 有 放 実 了 , 只 能 再 技 別人 了 。 
B 后 認 畔 ただ ー だ け だ 所 是 … 要 了 : 不吉 古 … 己 
く < ただ それ だ け の 事情 や 理 中 で ある と 説明 し た り 、 言 い 
褒 し た りす る 時 の 表 現 。) ズ く 《 租 椅 只 足 一 点 小 事 薄 原因 、 
或 者 是 披 代 口 町 的 表 和 方 式 。〉 
[ 動 - 大 者 形 ] + まで (の こと ) だ 
⑧ 著 に は あま り 関 係 な いか も し れ な い が 、 念 の た め 知ら ちせ た ま 
で の こと だ 。 ノ 或 洗 和 休 没 件 る 共 奈 , 内 基 少 尼 重 起 児 告 玉 休 
一 声 柄 己 。 
@② 天 し た 商 千 いじ ゃ な いん だ が 、 う ちの 経理 係 は 書類 の 寿 き 方 
に うち きい か ら 、 注 意 し て いる まま で な ん だ 。 / 世 不 基 仁 大 
不了 的 簡 送 。 只 基 我 伯 的 会 寺 員 対 文件 的 号 法 往 格 。 提 本 
下野 了 。 
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第 部 解説 80<81 


80 (こめ く ) 


国 較 庄 の 様子 で ある ・ー の 様子 に な る ・ の よう な 感じ が 
する ノ 帯 有 ・… 的 意思 : 変成 … 
加計 を ] - ら < 
① 野山 が 苑 線 に な り 、 す っ か り 春めい て きた 。 ノ ズ 山 蜂 染 上 了 薄 
薄 的 録 色 、 己 笠 央 帯 有 春 意 了 。 
⑳ そん な 皮 困 い 方 を し な いで くだ さい 。 ノ 彰 不 要 用 那 
科 告 帯 泊 交 更 逝 方式 
[ 涼 意 | 「 こ めく 」 は 1 グル ー プ の 動 割 と 同様 に 活用 する 。 ン 
「 め く 」 的 活用 形 還 各 河 的 旨 光 化 -- 欄 。 


い 


81 (こも さる こと な が ら ) 


ー も そう だ が 、 そ れ ば か り で な く ノ 自 不用 境 … : 不 宮 
面 只 
(前 の こと も も ちろ ん だ が 、 科 に 述べ られ る こと の 方 
が も っ と 度合 い が 強 いと いう こと を 表す 。) グ く 前 述 を 
事 是 当然 的 . 語 可 的 事情 程度 更 天 。) 
[名 1 + も さる こと な が ら 
① 両親 の 意向 も さる こと な が ら 、 子 供 自 身 が 有名 校 に あこ が れ 
て いる 。 ズ 父母 的 意 原 日 不 必 漠 、 琉 子 自 己 更 向 往 名 前 学校 
⑨ 歌 の うま さも さる こと な が ら 、 彼 女 は ピア ノ の 名 子 な ん で す 。 
ノ 歌 喘 得 多 好 吉 不 必 培 了 好 是 御 琴 名 手 喝 。 
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第 I 部 解説 82~82 


82 (~ を お いて 


ーー の ほか に ノ 除 了 ー 

[名 ‘て 

① 彼 を お いて 作者 は いな い 。 ズ 除 了 他 , 元 人 能 膝 人 主席 
一 駿 。 

⑳ この 仕事 を 住 せ られ る の は 、 あ な た を お いて は 考え られ な い 。 
プ 能 般 礎 任 送 項 工 作 的 人 , 斑 価 英 属 。 

六 | 「ー を お いて 一 な い 」 の 形 で 使わ れる こと が 多い 。 ン 

多 茶 用 「 一 を お いて な い 」 的 形式 。 
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隔 1 


第 部 練習 問題 77~78 


1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) 10 年 ぶり に 友人 と (  ) べく 、 約 束 の 場 所 へ と 向かっ た 。 
a、 再 会 す b. 再会 し と 再会 


2) 間 題 の (。 ) べく 、 人 々 の 絶え 向 な い 努 力 が 続い て いる 。 
a. 深 さ を 増す ヵ . 困 難 を 楼 め る 


c. 早期 解決 を 区 る 
3) 夕子 が 本 当 に そん な こと を し た の か 確か め る べく 、 わ た し 
は (2 


a. 真実 が わか っ た b. 何 も 知 ら な か っ た 
< 息子 を 問い 語 め た 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) わた し の 父 は 体力 の 穴 え を 防ぐ べく 、 毎 日 に 雇 ん 
で いる 。 
2) 双方 の 誤解 を べく 、 話 し 合い が 行わ れ た 。 


次 の 文 の _ の 意味 に 最も 近い も の を ao の 中 か ら 選 びな 
さい 。 

近 て て 骨 い だ り 、 人 を 押し 進 け た りな ど 、 貢 
じき 行動 だ 。 

a。 し て も か まわ な い b. し て は な ら な い 
c.。 し な く て も いい 


123 


第 部 練習 問題 79-79 


2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の ad の 中 か ら 選 び 
な さい 。 


a いる 5. ある e. 話す 3. 話す ] 

1) 社長 の 命令 を 無視 する と は 、 社員 に (  ) まじ き 骨 度 だ 。 

2) 弱い 者 を 差別 し た り 、 い じ め た りす る な ざ 、(  ) まじ き 
行 放 

3) 自分 の 家庭 の 物 密 な ど 、 他 人 に (  ) まじ きこ と だ 

1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) お 礼 だ な ん て 、 と ん で も な い 。 あ の 時 は 当たり 前 の こと を 
( ) で す よ 。 
a. し た まで b. し て まで c. する まで 


2) うち の 会 社 も これ だ け 業 績 が 悪く て は 将来 が 不安 だ 。 し か 
し 、 幸 い 時 金 も あ る し 、 い ざと な れ ば (  ) まで の こと 
だ 
a も っ と 働く b. 体 む < 長め る 

2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 周明 の 人 間 が これ だ け 思 震 し て も 聞か な いな ら 仕 放 が な い 。 


あと は 本 人 の 意志 に まで だ 。 
2) あな た は 「 行 か な い 」 と 答え る だ ろう と 思い まし た が 、 


由 


応 、 みた まで で す 。 
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回 1. 次 の 文 の ( ) に 適当 な も の を aーc の 中 か ら 選 びな さい 。 

1) 彼 は よく ( ) 言い 方 を する 。 

ER めく b. 皮肉 の めい た e. 放 内 めい た 
2) 最近 めっき り 秋 めい て 、( J 

a、 な か な か 秋 に な ら な い 

b. が 美しく な っ て きた 

c. 早く 涼し く な っ て ほし い 
3) こん な 大 事 な 話 を し て いる 時 に (  ) 言い 方 を する も の 


で は な い 。 


めい た pb. 笑い めい た 
で 完 談 め いた 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 10 年 前 は この 辺 も 還 谷 だ っ た が 最近 人 は 高い ビル が 立ち 並び 
きた 。 
2) 半そで シャ ツ に 白い 幅 子 と は 、 す っ か り 格好 で す 
ね 。 
B1| 1 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 


彼 は スポ ー ツ も さる こと な が ら 、 勉 強 も な か な か の も の だ 。 
a. スポ ー ツ は た いし た こと は な い が 、 勉 強 は よく で きる 
b, スポ ー ツ は も ちろ ん の こと 、 勉 強 も よく で きる 

c、 スポ ー ツ は で きる が 、 勉 強 は あま り で き な い 
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2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a ョ ーc の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) 成功 する た め に は (  ) も さる こと な が ら 、 運 も 無根 で 
き な い 。 
a. 実力 b. 実力 が ある 。。 実力 が な い 
2) あの レス トラ ン は 味 も さる こと な が ら 、( 3 
a. 駅 か ら 速 い 。 b. お 客 も 多い - 半 購 入 も いい 


3) 日 本 の 夏 人 は 気 湯 の ( 。) も さる こと な が ら 、 温 気 が 多 く 
で 過ごし に くい 。 
a. 高い b. 豪 き e. 高く て 
人 81. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a ョ ~c の 中 か ら 
選び な さい 。 
日 々 の 胡 力 の 積み 重ね を お いて 、 上 成功 へ の 六 注 が ある だ ろ 
うか 。 
a. 努力 の 積み 重ね だ けが 成功 へ の 近道 で ある 
b. 努力 の 積み 重ね の ほか に も 成功 へ の 近道 が ある だ ろう 
c. 勾 力 の 積み 重ね な ど せ ず 成 功 へ の 近道 を 探 そう 
2 次 の 文 の ___ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1D この 定 措 を お いて 彼 の 無 湊 を 誕 明 する も の は 
2) 栽 が 社 の 學 次 社長 に は 、 彼 を お いて 
う 。 


3 を お いて 今 の 彼女 の 病気 を 治す 方 法 は な さそ うだ 。 


は だ ろ 


第 IT 部 解説 83 一 84 


83 (を 禁じ 得 な い ) 


住 … : 不 禁 … 
(感情 を 表す 内 容 の 場合 が 多い 。〉 く 多 用 考 表 示 感 情 
的 協 合 。 


主 生 回 」 + を 禁じ 得 な い 


身 世 , 禁 不 住 山 泊 弄 

② 行政 の 怠慢 に よっ て 薬害 の 被 等 者 が 多く 出 た こと に 、 栗 り を 
代 じ 得 な い 。 / 由 隔 行 下 的 骨 候 造成 了 傘 多 基 物 受 富 者 今 人 
六 杭 需 訂 。 


SS 
84( を も っ て / 


[名 ] + を も っ て 
A 醒 是 誠 圭一 で ン 以 …: 先 
< 学 設 ・ 方 法 な ど を 表す 。) ノ < 表示 手段 、 方 法 等 。) 
① 後 は 入 一 身 の 努 力 を も っ て 優勝 カッ プ を 手 に する こと が で き 
た 。 グズ 他 以 多 人 一 倍 的 努力 控 到 了 代 用 株 。 
②③ 審査 の 結果 は 書面 を も っ て お 知ら せ し ま す 。 ノ 軍 査 的 千 果 以 
所 面 形式 通知 。 
B 馬 箇 E 民 ー で チチ 
く 開 始 、 終了 、 限界 点 な ど を 明示 する 。 あい さ つ な ど に 
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用 いら れる 固い 表現 。) ズ < 写 明 弄 始 、 智 束 、 界 限 点 。 
用 隆 塞 等 比較 正式 二 合 的 表 半 方 法 。) 
① 本 の 営業 は 午後 7 時 を も っ て 終了 いた し ます 。 ノ 今月 意 普 
二 別 ? 点 舗 東 。 
⑨ これ を も ち ま し て 本 日 の 披 盤 亡 を めで た く お 開 き と さ せ て い 
た だ きま す 。 ノ 英和 今 天 的 多肉 
[手間 」「- を も ち ま し て 」 と 」 僧 な 言い 方 を する 場合 も ある 。 
グン 「~ を も らち まし て 」 A 


85 (を も の と も せ ず に ) J 


還 議 澤 。- を 問題 に し な いで ンズ 不 原 : 不 層 
(中 害 に な る よう な も の を 乗り 越え て 何 か を 行う こと 
を 表す 。 普 通 、 話 し 手 以 外 の こと に つい て 述べ る 時 に 
用 いる 。) < 表示 克服 修理 居 某 事 。 通常 用 千 叙 妹 鐘 峰 
人 以外 的 事情 。) 
[名 ] + を も の と も せ ず に 
度 重 な る 失敗 を も の と も せ ず に 、 生 宙 開発 計画 が 進め られ で 
いる 。 ズ 不 原 天 以 記 敷 的 失敗 富井 受 半 区 在 殺 代 推 導 。 
② エジソン は 周囲 の 非難 を も の と も せ ず に 、 実 験 を 続け た 。 ノ 
朋 地 生 不 大 過 国 的 豆 進 , 條 和 行 了 。 
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86 まな くさ れる ノー を 余儀 な くさ せる / 


仕方 が な な く こ され る ・ ご て させ られ る ノン させ る ン 
追 使 …: 不得 己 
て [余儀 な くさ れる 」 は 受け 身 、「 才 位 な くさ せる 」 は 使 
役 の 内 容 を 表す 。 主 に 文章 に 用 いら れる 固い 表現 。) ン 
(「 余 像 な くさ れる 」 表 被 練 , 「 余 儀 な くさ せる 」 表 使 
役 。 主 要 用 隔 文 章 中 . 明 比 較 生 礁 的 事 天 方 式 。> 
[名 ] + を 余儀 な くさ れる 
不況 の た め 労 八 者 は 貨 光 カ ッ ト を 余儀 な ぐ きれ て し まっ た 。 
ノ 申 子 不 徹 気 。 華人 不得 不 披 削 渉 了 工 安 。 
② 資金 不足 か ら 、 臣 泊 麻 ) 
ノ 申 千 容 金 足 , 近海 秋天 不得 己 停 浴 
⑬ 赴 孝 交 の 結果 、A 園 は BB 同 に 関 策 の 引下げ を 余儀 な くさ せ 
ノ ズ 握 易 変 洲 的 祭 果 。 A 周 不 得 木 対 B 国 下 油 了 美 税 。 
生 間 に 起こ っ た な だ れ が 草山 計 画 の 中 止 を 余 僕 な くさ せ た 。 
突然 災 生 丁 雪 期 , 公使 韻 山 辻 利 仙 止 了 。 


87 (~ を よそ に ) 
~ | 
いて を よそ に / 

ーー を か えり みな いで ・… を 関係 な いも の と し て ン ノ 不 原 
…: 玩 神 


[名 ] を よそ に 8 の 
① 住民 の 不安 を よそ に 、 原 子 力 発 電 所 の 建設 コ - 事 が 始ま っ た 。 


129 


第 部 解説 88~88 


ン 玩 居 民 何 的 不安 。 核 申 生 的 着 竹井 始 了 
@ 急 学 を ひか え 、 周 囲 の 心配 を よそ 人 、 本 人 は ほ の ん き に 箸 えて 
いる 。 ノ 釧 学 在 即 、 寺 複 周 陣 人 的 揚 心 、 本 人 却 不 層 不 相 


88 ! (こん が た め ( に F) ノ ー ん が た め の ) 


ー し よう と 思っ て その た め に カイ 了 要 … 
(文語 体 の 固い 表現 。) ズ 《 文 雷 体 的 比 整 生 春 的 事 送 方 
式 。> 
較 計量 な い 形 ] + ん が た め 
人 「 す る 」 は 「 せ ん が た め 」 と な る 。) する 』 国 来 
用 「 せ ん が た め 」 前 形式 。) 
① 試験 に 合格 せん が た め 、 こ の 1 年 間 次 力 を 続け て きた 。 ノ 注 
了 通 赴 考 基 。 不 峰 地 努 力 了 年 。 
の 長年 の 夢 を 実現 させ ん が た め に 、 
現 族 年 的 葵 想 , 決定 留学 。 
⑨ 穴 共 中 食 は 生物 間 の パラ ンス を 使 た ん が た め の 自 然 邊 の 
法則 だ 。 ノ 弱肉強食 十 涼 了 保 持 生物 周平 衡 的 月 然 界 前 法 員 。 
壮 : 藻 | 「 こ ん が た め (に ) 」 の 後ろ に は 動 測 ・ 形 容 詞 ・ 副 庁 が 
[こん が た め の 」 の 後ろ に は 名 調 が くる 。 ン 「ー ん が た 
め て (に)」 后 接 効 河 、 形 容 沿 、 副 河 ,「ー ん が た め の 」 
哲 接 名 河 。 


留学 を 決意 し た 。 グ 区 丁 実 
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jB3 1. 次 の 文 の 。 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選 びな 
さい 。 
1) 会 社 の た め に あん な に 生 惑 命 坪 張っ て きた 彼 が 左 適さ 
れ た の に は 本 当 に 同情 を 禁じ 得 な い 。 
a. 同情 し て に いけない b. 同情 せ ず に は いら れ な い 
c. 同情 する の を 禁止 で き な い 
2)「 見 る な 」 と 言わ れ て 、 か えっ て 見 た いと いう 儀 望 を 禁じ 得 
な か っ た 。 
a 欲望 を 抑え る こと が で き な か っ た 
b. 欲望 が わい て こ な か っ た 
c. 欲望 を 持っ て も か まわ な か っ た 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 お 言葉 を 入れ な さい 。 
こみ あげ る を 禁じ 得 ず 、 思 わ ず 大 声 で 鳴 っ で し 
hd 
回 | 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) この 失敗 も 誠意 を も っ て すれ ば (  ) だ ろう 。 
a. 許し て ほし い b. 許し て も ら え る 
c. 許し て も ちえ な い 
2) (  ) 体験 し た こと は 、 一 生 忘れ られ な いも の だ 。 
a 身 を も っ て b. 体 を も っ て ce. 心 を も っ て 
3) 「 栽 は 本 日 を も っ て この 会 社 を (  )。 
a. 休み ます b. 退職 いた し ます 
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ce, 訪問 いた し ます 
2. 次 の 文 の ___ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) これ を も ち ま し て 、 本 日 の 会 議 を 四 
2) チー ム 全 員 の 団結 を ちっ て すれ ば 、 全 国 大 会 で の 
も 夢 で は な い 。 
1. 次 の 文 の の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選 びな 


さい 。 
彼 は 中 復 や 非 将 な ど 、 も の と も せ ず に 、 邊 分 の 信念 を 頁 い 
た 。 


a. 直 傷 や 非難 な ど を され な いよ うに 
b. 中 場 や 非難 な ど 気 に し な が らち も 
c。 中 傷 や 非難 を きれ て も 気 に し な いで 

2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) その 誠 第 語 は 他 の 司 の 追い 上 げ を も の と も せ ず に 、( )。 
a. 追い 越 き され た b. 負け て し まっ た 
ce. 一 着 で ゴー ル し た 

2) 彼女 は (  ) を も の と も せ ず 、 世 界 記録 へ の 挑戦 を 吾 み 
re 
a. 危な がい b. 危険 。. 念 う く 

1. 次 の 文 の 。 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 選 びな 

きい 。 
舌 置 は 記者 会 見 で の 不用 意 な 発言 が 原因 で 導 職 を 全 位 な 
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くき れ た 。 
e。 仕 太 な く 辞職 する こと に な っ た 
b. 自分 か ら 辞 職 を する こと に 決め た 
c. 辞職 する わけ に は いか な い 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 9 時 以降 出発 予定 の 飛行 機 は 台風 の 接 撤 に より 
余儀 な くさ れ た 。 


を 


2) 留学 し て まだ 1 か 月 だ っ た が 、 父 の 病気 が 彼 に を 


余儀 な くさ せ 


3) 現 訪 の 演 震 が 住民 に を 余儀 な くき せ た 。 
上 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を aーc の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 親 の 心配 を よそ に 、 子 低 は ( ) し て いる 。 
ぁ 勉強 ば か り 5. 勝手 な こと ば か ら 


掃除 ば か り 

2) 周囲 の 反対 を よそ に 、 彼 は その 無謀 な 計画 を ( 
実行 し よう と し た  b. 法 虚 され た 
c。 あき ら め た 


)。 


3 局 矢 の ( ) を よそ に 、 彼 は いつ も 会 社 に 遅刻 し て 来る 。 


a. 反対 ph、 同情 ce 民 符 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 日 本 語 能 力 試 験 まで あと 1 か 月 だ と いう の に 、 寺 師 の 心配 


を よそ に 、 学 生 た ち は 
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2) 消費 者 の を よそ に 、 消 紅 税 の 税率 アッ プ が 決定 さ 
れ た 。 
1. 次 の 文 の の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 選 びな 
さい 。 


少し で も 安い 部 屋 を 控 さ ん が た め に 彼 は 一 日 中 歩き 回 っ た 。 
a、 探 そう と 思っ て その た め に 
b. 探せ な か っ た た め に 
c. 探せ た た め に 
2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
も We 
1) 出世 せん が た め 、 彼 は ( )。 
a. 実力 が あっ た b. 壮 須 を ば な か っ た 
c、 有 努力 を 恒 し ん だ 
2) 一人 候 子 を 大 学 へ ( 。) が た め に 、 父 親 は 区 命 に 働い て 


いる 。 
a. 行か せる b. 行か そう c. 行か せん 
3. 次 の 文 の 。 に 適当 な 特 葉 を 入れ な さい 。 
1) 将来 、 希望 する 仕事 に お た め に 、 今 一 
し て いる 。 
2) 彼 は 20 年 間 、 会 社 を 大 きく せん が た め の を し て き 
た 。 
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第 H 部 総合 問題 (47~88) 


次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ad の 中 か ら 選 びな さい 。 

1. この 調理 器具 は 大 恋 便 利 で 、 い っ た ん (  ) 最後 、 子 放せ 
な く な り ま す 。 
a 。 使え ば b. 使う と 
c. 使っ て は d. 使っ た が 

2. あな た 自身 の 人 生 で す 。 大 学 へ (  )、 忠 職 ( )、 自 
分 で 道 を 避 び な さい 。 
a. 符 きつ つ 、 し つつ b. 行く と いい 、 す る と いい 
ce 行く べく 、 す る べく d。 行く な り 、 す る な り 


の 


、 ほか の 店 で は 1, 000 円 も する も の が あの 店 で は 500 円 で 売っ 


て いる 。 本 当 に ( )。 


a. 安く て た ま ら な い pb. 安い どこ ろ で は な い 
c. 空い と いっ た ら な い d. 安く な いも の で も な い 
。 お 世話 に な っ た お 礼 (  )、 母 扶 の 男 を 訪ね て みよ うと 選 
いま す 。 
as. か ぎり も 、 か た が た 
c.。 か た わら d、 ね て 
まさ か わた し が 代表 に 選ば れる (  )、 夢 に も 思い ませ ん で 
し た 。 
a. と は b. の は c. すら d、 ゆえ 


さす が に この 音色 は 天才 ピア ニス ト (  ) 素晴らし いも の 
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第 部 総合 問題 (47~88) 


10. 


11. 
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。 た いし て 親しい わけ で も な い の に 、 夜 中 に 


で す 。 
sas. な が ら も b. に た える 
*、 た り と も d ならでは の 


。 彼女 は 会 社 勤め の (  )、 夜 は パソ コン の 専 円 学校 に も 通っ 


て いる そう だ 。 


a、 か た が た 5. か た わら 
c か ね が ね 中 が て ら 
。 病院 の 待ち 合い 案 で 、( ) ペラ ベラ と 雑誌 を めく っ て いる 
と 、 わ た し の 好き な 天 手 の 記事 が 載っ て いた 
a 読む べく b. 読み が て ら 
c. 読む と も な く d. 読み な が ら に 


突然 訪ね て 来る な 
、 彼 は 非常 識 (  )。 
a. DR Gb な い b. に あたら な い 
、 秋 まじ な い d.。 の きら い が あ る 
きす が に 社長 ( 。)、 い る ろ い ろ と つき あい も 多く て 大 2 
よう 。 
a. と も な る と b. と は いえ 
c. と きた ら dd と ば か り に 
中 土 な 時 間 は 矢 (  ) 速 さ で 、 あ っ と 言う 間 に 骨 ぎ て いく 
も の だ 。 
a. の ご と き b. な ら で は の 
<. と し て の 4 っ ぽい 


13. 


14. 


< 
内 
- 御 


、 秒 利和 欲 を 離れ て 、 


第 部 総合 問題 (47~88) 


。 試験 の 結果 は 、 完 べき と は 理 え な い (  ) 合格 する に は 十 


分 な も の で し た 。 

a だ け に 。  b. ま で も c ゆえ に 。  d. も の を 
人 の 敬意 を 区 う ( 。) 生き て いけ る よう な 世の中 で あっ て 
ほし いと 思う 。 

a. と も な く 5. の みな ら ず 

c. と あれ ば 。  d こと な し に 
クラ ス の 将 が どう し て も わた し 
ら 、( )。 


紅 に 来 て ほし いと 壮 む な 


a. 行く まで も な い b. 行か な いも の で も な い 
行か ん ば か り だ d. 行か ず に は お か な い 
で 見 か けた 訓 い 箇 は 帽子 か ら 靴 まで 白 ( 。 ) だ っ た 。 


sa. まな みれ b. だ ら け c ずくめ d9. か ぎり 


- その パス ケッ ト ボ ー ル 選手 は 生ま れ ( ) 素 哨 らし い 衣 射 神 


綴 を 備え て いる 。 
a、 な が ら も b. な ら で は 
c. な が ら に d. 


な り に 
秋 省 の た め に 尽く し て いる 彼女 の 次 は 
人 々 の 心 を ( )。 

a. 動か す に あたら な い b. 動か すま で も な い 


c. 動か すき らい が ある d 生か きず に は お か な い 


- どん な に 天才 的 な 科学 者 で あれ 、 支 力 { ) 素晴らし い 発 


明 は あり 得 な い 。 
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第 1 部 総合 問題 88) 


19. 


20. 


21. 


22. 


23. 


24. 
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a ならでは b. な くし て は 

< を よそ に 。  a を も っ て 

この 世界 に 負え で 亡くな っ て いる 人 た ちがい る こと を 思え ば 、 
た っ た 一 粒 の 米 (  )、 無 肉 に し て は な ら な い 。 

a。、 た り と も b. と も な る と 

c、 と きた ら d。、 ならでは 

いく ら 親 し い 友 達 と いえ ども 、(  ) 人 の 部 屋 に 入ら な いで 
ほし い 。 

a 断り な し に 5. 断る と も な く 

c、 断 り が て ら d. 断り つつ も 

彼 に 会 うべ きか どう か 、 彼 女 は (  ) 考え て いた 。 

a、 行 こう が 戻 ろ う が b. 行く や ら 戻る や ら 

c. 行き つ 戻 りつ d. 行く な り 戻 る な り 

どん な に 一 生 訟 命 働い て も 、 会 社 が 仙 散 すれ ば ( )。 

a.。 それ こそ だ b それ まで だ 

c。 それから だ d それだけ だ 

この 本 書 は 日 本 語 を 学 示 者 に と っ て 必要 ( 。) べから ざる 
も の だ 。 


a 拓く b. 欠い て ec、 欠 き d. 欠い た 
一 度 く らい 失敗 し た か ら と 言っ て 、 そ ん な に 弟 する ( )。 
何 度 で も 挽 戦 す れ ば いい 。 

ae に は 至ら な い 。 b. に は あたら な い 

に 馬 ら な い d. に ほか な ら な い 


25. 


26、 


27. 


28、 


29. 


30. 


31、 


第 部 総合 問題 (47~88) 
部 長 に 工進 し た 父 は 以前 に も (  ) 為 宅 が 遅く な っ た 。 
a、 反し て b. ひきかえ 

IE 0 d. さる こと な が ら 

寮 の 鹿 下 に は 「 走 る ( )」 と 書い た 紙 が 張っ て あっ た 。 
a。 べから ざる b. べから ず 

< べから な い 。  d べから 上 ぬ 

あな た の こと を 信頼 すれ ば (  ) この 仕事 を 可 む ん で す 。 
a. きえ b、 ゆえ c. こそ d. すら 
交通 事故 を 減ら す た め に も ドラ イベ バーー 人 一 人 が 交通 規則 
(  ) 運転 を すべ き で ある 。 


a. に 伴っ た 5. に か か わる 

c. に た える d. に 好 し た 

症 宏 的 な 弟 ( )、 兄 は お と な し く て 補 極 伏 だ っ た 。 
a. は お お ろか b. に も まし て 

c.、 に ひき か を d す . の みな ら ず 


彼 は 今回 の 作品 は 自分 自身 で も 満 叫 する (  ) で きだ と 言 
っ て いた 。 

a に 條 る bh. に 足ら な い 

c、 に あたる d に あたら な い 

た ば こ を 吸っ た り 、 お 洒 を 飲ん だ り 、 高 校生 に ある (  ) 
区 だ 。 


eis 


a。 べき 


べから ず c。 ま じき 4d. ご と き 


b. 
。 彼 は いつ も 冗談 ( ) 言い 方 を する の で 、 今度 も 本 気 か ど 
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第 部 総合 問題 (7 一 88) 


33. 


34. 


35、 


36. 


37. 


38. 


140 


うか わか ら な い 。 

a。 が ちな hb, めい た < 希 味 な 4。 げ な 
別に 用 事 は な か っ た の で す が 、 ち ょ っ と 声 が 聞き た く て 電話 
し で て な た だ し う で す 。 

a も の b. こと c. まで d. ゆえ 

わた し の こと を こん な に 心配 し て くれ る の は 両親 て ) ほ 
か に な い 。 

a。 を は じ め b. を よそ に 

<。 を 間 わ ず 。  d、 を お いて 

今度 引っ 越し た 所 は 交通 の 便利 さ ( 。 ) 買い 物 に も 使 利 で 
暮らし や すい 。 

a. を よそ に b。 は お ろか 

e. に お いて d。 も さる こと な が ら 

今回 の 天地 震 で 拘 淡 され た 方 々 に 対し て 深い 同情 を 禁じ 
( )。 


a 得 な い b. ざる を 得 な い 

c. か ね な い d、 な いも の で も な い 

この 件 に 関し て の 詳し いこ と は 後日 文 草 ( ) お 知ら せ し 
ます 。 

a を も っ て b. を お いて 

< に よる と d. を 闘わ ず 


その 国 で は 小さ な 子供 た ち ま で が (  ) た め に 必死 で 働い 
て いる 。 


第 部 総合 問題 {47~88) 


a. 生き る く b. 生き ん が 
c. 生き な い が d. 生き よう が 

39. 西 親 の 期待 (  ) 彼 は 医大 を 中信 し 、 好 き な 絵 の 得 強 を す 
る た め に 一 人 フラ ンス へ 発っ た 。 


a. に 対し て 5 を 問わ ず 
c. を よそ に d. を も の と も せ ず 

40. 旅行 の 計画 は 参加 者 が な か っ た た め 、 中 上 を ( 。 ) な く 
きれ た 。 


a わけ 。 5b ゆえ 。 本 像 。 ad ほか 
41. 準 防 上 た ち は 猛 氷 ( 。)、 山 火事 の 消 大 に あたっ た 。 


a. に よら ず b. に 応じ て 
c- を よそ に d を も の と も せ ず に 

42. 合 格 し た こと を 両親 に 知ら せる (  )、 急 いで 電話 を か けた 。 
a. べき b. ご と き c。 べく d ご と く 


141 


第 札 部 
89~105 


第 四部 解説 89<90 


89 (~ あ っ て の ) 


較 箇 選考 - が ある か ら こ そ ノ 正 因 カ ー オ : 有 了 … 之 語 オ 有 
〈 普 通 「A あ っ て の 日 」 の 形 で 用 いら れ 、「A が ある か 
ら こ そ は の 存在 が ある 」 の 意味 。〉 ン < 通常 用 「A あ っ 
て の B」, 意 太 正 因 訪 A オオ 有明 的 存在 。 
[名 ] + あっ て の 
① 日 々 の 練習 あっ て の 勝利 だ 。 ノ 正典 旋 有 平素 的 導 サ , オ 有 了 
粧 利 。 - 
② 学生 あっ て の 教師 で すね 。 逆 : に 教え られ る こと も 多い 
で す よ 。 ノ / 有 学生 オ 有 老 帰 , 反 千 来 老 糞 記 常 凡 学生 那 里 学 列 
氷 西 。 
[ 員 2 請 】 「 命 あっ て の 物 往 」 ズ 留 得 彰 山 年 , 不 内 没 業 焼 
( 慎 を し て も 、 何 が 得 ら れ て も 、 命 を 失っ て は 何 も な ら 
な い 。) グズ ( 有 了 命 才 有一 功 。〉 
・ そ ん な 危険 な こと を する も の で は な い 。 命 あ っ て の 
物 種 だ 。/ 不 想 往 孝信 危 陰 的 事情 , 史 得 青山 在 , 不 
情 没 柴 焼 。 


ーー 


90 ( こ か ら あ る ノー か ら の ) 


ー も ある ノ 足 有 … : 次 有 
(大 きい 、 多 い 、 箇 い 、 長 いな どの 内 容 を 強調 する 表現 。) 
グズ く 強 洞 大 、 多 、 重 、 共 等 意 。» 
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第 四部 解説 91~9 

[名 ] + か ら あ る 

Q① その 男 は 30 キロ か ら あ る 荷物 を ひょいと 居 に 担い だ 。 ノ 那 人 
男 生 一下 子 折 起 了 足 有 30 公 所 電 的 行 字 。 

⑳ 山 和 で 長き 3 メー トル か ちら あ る 申 に 出くわし た 。 在 山路 上 
夏 色 了 式 送 9 米 的 蛇 。 

③ 人 彼 色 は 5 俺 円 か ら の 遺産 を 柏 続 し た そう だ 。 ン 所 麗 好 貸 承 了 
多 技 5 人 日 障 以 上 的 乏 。 

注 和 ] 具体 的 な 数 量 を 表す 名 制 と と も に 用 いら れる 。 与 表 

示 具 体 数 大 的 名 周一 中 使用 。 


91 (てこ と と て 


環 


較 還 の で 由季 : 因 坊 所以 
(原因 ・ 理 由 を 表す 。 固い 区 まっ た 言い 方 。)  〈 表 原 
因 、 理 由 。 時 比 較 生 末 、 正 式 的 更 法 。) 
田 較 細 " 馬 い 形 ・ な 形 ・ 名 1 の 名 詞 修 公 型 + こと と て 
(動詞 香 定形 の 「~ な い 」 は 「~ ぬ 」 に な る こと も ある 。) 
ノ ( 効 同 的 否定 形式 前 「~ な い 」 也 可以 系 用 「~ ぬ 
送 利 形 式 。) 
① 価 も 知ら ぬこ と と て 、 失礼 を いた し まし た 。 央 妨 全 然 林 知 、 
刻 以 十分 提 載 。 
② 引っ 越し て きた ば か り で 、 妨 り の 様子 も ちち わか ら な いこ と と て 、 
どう ぞ よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 ズ 賠 撮 辻 来 。 巡 不 了解 周 
周 的 情況 所以 乏 清 多 多 美央 。 
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第 世 部 解説 92~93 


⑨ 今回 の 寺 笑 は 急 な こと と て 、 ゆ っ くり ご あい さっ に も 信 えま 
せん で し た 。 内力 比 次 華 作 前 和 和 突然, 所以 能生 

@ 分 に も 若い 人 の こ こと と て 、 皆 様 の ご 指導 を お お 願い 貼 : 上 
げ ま す 。 ノ グズ 単 欧 居 西 條 年 経 人 , 池 晶 適 仁多 多 教 豆 。 


2 (こし ま っ だ ) 


国 較 と いう 結果 に な っ た ノブ 錆 果 … 」 到 了 … 的 地歩 
く (悪い 内 容 に 使う 。) ン (用 陸 不 好 的 結果 。》 
[ 動 ・ い 珍 ・ な 形 ・ 名 ] の 名 調 修飾 弄 し まっ だ 
〈「 こ の 」「 そ の 」「 あ の 」 な ご ど と と も に 用 いら れる こと 
も 多い 。)  ( 常 和 「 こ の 」「 そ の 」「 あ の 」 等 -- 起 使用 。) 
@ 時 か ら 両 箱 に 手 を 老 か せ せ て いま し た が 、 つ い に 家 出 を し 
て 、 警 察 の や っ か い に ま で な る し まつ で す 。 ノ 第 弟 以 前 就 一 
青 赴 父母 苦 居 , 最 交 落 到 家 出走 私 警察 麻 類 的 地 劇 。 
⑨ 装備 の まず きか ら 、 そ の 計画 は 大 失敗 の し まつ だ っ た 。 ノ 由 
王 准 衝 得 不 好 , 那 條 計 若 落 了 人 惨 改 。 
⑬ 信頼 し て 彼 に 仕事 を 儲 を て いた の に 、 こ の し まつ だ 。 ノ 信 束 
他 オ 循 工作 委 所 始 他 , 天 知 部 到 了 湾 衝 地 劇 。 


nC 


A 琴 主 2 理 -- だ け で も ノ 印 使 …: 逢 … 世 
(文語 体 。 強 調 の 表現 。】 《 文 者 体 。 素 強 洞 。) 
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第 相 部 解説 93<93 


[ 動 - 辞 講 珍 } だ に 
の ① 科学 力 で 同じ 遺 令子 を 持つ 人 人 間 を 造り 出す な ど 、 考 える だ 
に 須 る し いこ と だ 。 ノ 用 科学 的 力量 造 出 管 有 同一 其 央 的 人 等 
等 , 傍 想 一 相 都 党 得 可 情 。 
表意 「 暫 像 する 」「 思 い 出す 」「 考 える 」「 思 う 」「『 聞 く 」「 ロ 
に 田 す 」 な どの 限ら れ た 動詞 と と も に 用 いら れる 。 ン ブ 
呈 「 想 像 する 」 「 選 い 出 す 」「 考 える 」 思う 」「 関 
く 」「 ロ に 出す 」 等 同定 前 過 條 酒 配 使用 。 
隊 還 こさ え ノ 就 符 … 了 
(文語 体 。 普通 「 こ だ に て しない 」 の 形 を と り 、「> さ 
えも ー し な い 」 の 意味 。〉  ( 六 寺 体 。 通常 以 「 ン だ 
に しない 」 的 形式 。 “ 就 血 … 也 不 " 支 意 。〉 
還 還 [名 ] + だ に 
① 人 人類 が 月 に 行け る 日 が くる な ん て 、100 年 前 に は 想像 だ に し 
な か っ た こと だ 。 ノ ズ 人 療 能 有 疾 上 月 球 的 一 天 。 近 是 存 100 年 
前 , 罰 想 都 不 到 想 的 事 。 _ 
② 夏 の 早い 日 、 風 も な く 、 痢 々 の 業 は 微動 だ に し な い 。 ズ 炎 替 
的 夏 日 , 滋 有 以 。 樹 叶 勾 不 区 
償 用 | 「 落 に だ に 思わ な か っ た 」《 全 く 思 わな か っ た ) ノ (区 
疹 都 想 不 到 。) 


に =] 


ll 
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第 机 部 


解説 94~94 


94 (た る ) 


還 


民 講 一 で ある ン 作 放 
《 話 し 手 が 、 ある 立場 を 取り 上 げ 、 それ に ふさ わし く あ 
る べき だ と いう 気持 ち を 持っ て いる 時 に 用 いる 固い 胡 
現 。)  《 隊 竹 人 紐 洞 訟 与 某 立志 相 符 之 意 , 是 比較 生 福 
的 表 拓 方 法 。) 


[名 ] + た る + [名 ] 


6 


9) 
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教師 た る 者 、 学 生 に 対し て 常に 公平 で も る べき だ 。 ノ 身 力 教 
殺 , 度 壇 怠 基 公 平 対 待 拳 生 。 

衝 利 を 求め る 人 に 政治 家 た る 資格 は な い 。 ノ 送 求 私 利 的 人 
没有 褒 格 当 政 治 家 


第 所 部 練習 問題 89~90 


Bg 1. 次 の 各 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の a~c の 中 か ら 選 


びな さい 。 
a. お客様 。 b. 健康 ce. 努力 | 
り いく ら 忙 し いか ら と いっ て も (。) あっ て の 仕事 で すか 
ら ね 。 


2) そん な に 和敬 く こ と は な い 。 日 々 の (  ) あつ て の 結果 だ 。 
3) ( ) あっ て の 商売 な の で 、 で きる 限り サー ビス させ て い 
た だ きま す 。 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) どん な に 給料 が よく て も 、 そ ん な 危険 な 仕事 は お 断 り だ よ 。 
あっ て の 物 縮 っ て 言う か ら ね 。 
2) あり が と う ご ざ いま し た 。 今 回 の 選挙 は 皆様 の ご 協力 あっ 
IBM 1. 次 の 文 の ( ) に 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さい 。 
1) 彼女 の 家 は うわ さ に よる と 、(  ) か ら あ る 謙 地 だ そう だ 。 
a. 広い 庭 b. 多く の 部 恒 e. 20 室 
2) 本 好き な 彼女 は 500 ペー ジ か ら の 小 癌 を (  ) 読ん で し 
まい まし た 。 
a. 長い 時 間 を か け て で 5. 二 脆 で 
c. + 週間 か け で 
2. 次 の 文 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 1 級 試 験 に 合格 する た め に は 、2, 000 宇 か ら あ る 漢字 を 
な ら な い 。 
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第 相 部 練習 問題 91-92 


回 


3 


2) 彼 は な ん と _ が 2 メー トル か ら あ る 天 男 だ 。 
1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の a…c の 中 か ら 選 びな さい 。 
1) 調査 中 の こと と て 、 も うし ば らく (  )。 
a. お 待ち し ます b. お 待ち に なり ます 
c. お 待ち くだ さい 
2 (  ) こと と て 、 大変 ご 洒 惑 を お か けし て 申し 訳 ご ざい ま 
せん 。 
a. 不慣れ だ b. 不慣れ な ce. 不慣れ で 
3) 社長 の ご 子 思 で いら っ し ゃ る と は 、(  ) こと と て 、 和 失礼 
いた し まし た 。 
a 存じ上げ ず 。  b. 存 じ 上 げ ば まい c. 存じ 上 げ ぬ 
2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1) 担当 者 が の こと と て 、 お 返事 が 遅れ 、 琉 に 申し 訳 
ご ざい ませ ん で し た 。 
2) 会 場 が こと と て 、 あ まり 大 勢 の お 客 様 に 入っ て い 


た だ く こ と が で きま せん 。 
3) 答 分 子 代 の し た こと と て 、 ど うか くだ さい 。 
1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) この ご ろ 忙 し く て 、( ) し まつ で す 。 
a. 食事 も 満足 に と れ な い b. と て も 疲れ る 
c. ゆっ くり 休み た い 
2) 彼 は 月 詩 か ら 急 景 な 運転 を し て 危な いと 思っ て いた が 、 つ 
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因 1 


下 


第 本 部 練習 問題 93~94 


い に 人 人身 事故 を (。) し まっ だ 。 
起こ し た 。  b. 起 こす ec. 起 こす だ ろう 
、 次 の 次 の _ に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

り ) 入 柱 し た 時 は あん な に 張り 切っ て いた の に 、 最 近 で は 持 事 
が つら いと 泣き 言 を し まっ だ 。 

2) 彼 は も う 絶 対 に 遅 区 は し な いと 約束 し た の に 、 製 日 か ら す 
ぐに また し まつ だ 。 

. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) 病気 が 治っ て 、 も う 大 天 夫 だ と 安心 し て いた の に た 、 まき か 


また すぐ に 入院 する こと に な る と は 、 穏 億 人 う 。 
a し て いた 。  b. し な か っ た し た だ ろう 
2 「 も し 、 東京 に 天地 堪 が 起こ っ た ら ] な ど 、(  ) だ に 燃 ろ 


し い 。 
a. 考え て b. 考 える cc. 考え た 

2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) 子供 の ころ 小さ く て 体 の 弱かっ た あの 子 が 、 ま きか オリ ン 
ピッ ク の 選手 に 選ば れる と は 、 夢 に だ に 

2) わた し た ち を 裏 欧 っ た に あん な や つの こと な ど 、 ロ に する だ 
に » 

1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) 二流 企業 を る た め に は 供 れ た 経営 者 が (  )。 
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第 所 部 練習 問題 94<94 


a. 経営 し か ね る b. 経営 で きる 

必要 と きれ る 

前 の 大 人 た る も の 、 モ 
a. すべ でき で は な い 
c. すべ き で ある 

2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

り た る 者 の 務め と し て 、 子 供 を 健全 に 育て な けれ ば 


98 
- する こと も ある 


2 


と 中 


な ら な い 。 

2) 会 社 の た る 者 は 、 当 然 社員 の 生活 に も 心 を 配る さ 
き で あろ う 。 

3) た る 者 、 公 約 を 守り 常に 国 殿 に 対し て 訪 実 で ある 
べき だ 。 
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第 名 部 解説 95 一 96 


95 / 一 で な く て な ん だ ろう ラノ 
\~ で な く て な ん で あろ う / 


て 以外 の こと や も の だ と は 考え られ な い ・ 総 対 に だ 
ズ 不 是 … 叉 是 仕 久 喝 
〈 話 し 手 が 強 くそ う 思 っ て いる 時 の 表現 。) ン < 表示 淫 
域 者 喝 合 を 意 。) 
[名 ] + で な く て で な ん だ ろう 
① 自分 の 命 を 犠牲 に し て 多く の 人 を 救っ た あの 男 が 英雄 で な く 
て な ん だ ろう 。 ノ 精 牲 自選 挽 表 多数 人 性 命 的 那 人 男 , 不 是 
英雄 叉 是 件 呪 。 
② 受験 戦 省 、 い じ め 、 こ れ ら が 日 本 の 教育 の ひずみ で な く て な 
ん で ある ろう 。 ノ 応 天 虐 争 、 校 較 暴 旋 、 紫 不 馬 日 本 教育 的 英 
病 史 基 仕 名 呪 。 


RON 
96 (ご て や まな い ) 


と て も < する 非常 … : 豆 心 
(話し手 が 深 く 強 くそ の 気持 ち を 持つ て お り 、 い つま で 
も そう 思う と いう こと を 表す 時 の 表現 。〉 (表示 遼 浅 
人 天 有 強烈 的 原 旭 , 希望 貢 是 如 此 時 的 表 控 方 法 。》 

【 動 - て 形 ] + や まな い 

⑪ お -- 人 の 替 せ を お 哲 り し て や なみ ませ せ ん 。 ノ 宙 心 祝 司 二 位 半 福 。 

② 苦 た ちの 努力 を 期待 し て 定 ま な い 。/ 吾 心 期待 着 大 家 的 努力 。 
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第 臣 部 解説 97~97 


| 注意! 「 析 る 」『 顔 う 」『 期 待 す る 」 な どの 動詞 と と も に 用 い 


られ る こと が 多い 。 グ 多 己 「 祈 る 」「 顧 う 」「 期 待 す 
る 」 等 功 滞 一 起 使用 。 


/ ぁ い 。 
97 いこ と 祖 まっ て / 


意 


層 度 - と 一 緒 に な っ て 巨 … 相 拉 相 成 : 紀 … 相 配合 : 与 … 
相 依 
(TA と (と ) が 相まって 」 の 形 で 用 いら れる こと も 
多い 。A と B と が 一 緒 に な っ て 、 一 層 そ の 状態 や 効果 
が 出 て いる こと を 表す 。) て 多用 「A と B (と ) が 相 
まっ て 」 的 形式 . 表示 A 和 中 結合 状 恋 或 果 更 加 
明 尽 。) 


[名 ] と 相まって 
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擬 境 破 壌 と 相まって 、 水 や 空気 の 沿革 が 着 ん で いる 。 同 球 
境 胃 破 才 一 導水 空気 前 染 世 在 加計 。 

コー チ の 指導 力 と 違 手 の や る 気 が 相 まっ て 、 借 勝 で きた 。 ノ 
教 所 的 指 呈 能 方 己 衝 手 的 生生 相 媒 合 、 座 面 攻 取 了 陸 利 。 
実力 と 運 と が 相まって 、 彼 を 成功 に 導 いた 。 ズ 党 力 与 送 気 相 
乗 。 注 他 走向 成功 


第 本 部 解説 98~99 


98 (こと いう と ころ だ ノー と いっ た と ころ だ ) 


実体 こ だ ン 大 至上 … 的 程度 
く < 多く て も 、 あ る い は よく て も それ くら い だ と いう 気持 
ち を 表す 。) < 表 示 再 多 、 再 好 世 只 是 半 幸 的 河 気 。) 


[ 動 - 評 書 胎 ] ] 
を] + と いう と ころ だ 


① ゴー ルデン ウイ ー ク と いっ て も 、 武 が 家 で は せい ぜ い 日 帰り 
で 部 外 に 出かけ る と いう と ころ だ 。 ノ 就 中 黄金 周 , 我 仙 家 紀 
最多 舟 直 友 郊 外 仙 当 天 往 返 的 旅行 。 

② パー ティ ー の 参加 者 は 、?0 人 か ら 80 人 と いっ た と ころ で し 


エ う 。 ノ 人 参加 乗 会 的 人 数 , 大 致 也 就 基 70 到 80 人 距 。 


99 (一 な いで は お か な い ) 


半ば 強 制 前 に させ る ・ 必 ず ー す る ン 不 能 ホ …: 一 定 

[ 動 - な い 形 ] な いで は お か な い 

① 今度 こそ 、 本 当 の こと を 言わ せな いで は お か な い ぞ 。 ノ 送 次 , 
一 定 要 証 休 殆 突 活 。 

② 医者 の 一 昔 は わた し を 不安 に きせ な いで は お か な か っ た 。 
医 生 前 活 下 我 深 感 不安 。 

殖 : 請 ] No. 54「- て ず に は お か な い 」 
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第 想 部 解説 100<100 


2 バ 
100 (し ~ に か た く な い ) 


位 単 に ー で きる ン 不 伏 …: 禄 容 兄 欧 
[ 動 - 辞 書 珍 ] ] 
[名 1 ! + に か た く な い 
① 子供 を 亡くし た 親 の 悲し み は 、 察 する に か た く な い 。 ノ ズ 失 去 
琉 隆 何 父 年 的 悲痛 。 不 林 体 察 。 
@ 中 窒 飛行 土 の 長期 間 の 訓練 に は いか に 若 劣 が 多い か 、 想 像 に 
に く な い 。 ノ 不 落 相 象 字 航 中 期中 和 有 多 ギ 普 。 
「 守 する 」「 想 像 (する )」 な どの 限ら ち れ た 言葉 と と も 
に 慣用 的 に 用 いら れる 。 グ 与 「 察 する 」「 想 像 する 」』 
等 有限 的 光 江 組成 愉 用 型 来 使用 。 
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第 本 部 練習 問題 95 一 96 


a 1. 次 の 文 の _。 の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a 一 e の 中 か ら 
選び な さい 。 
こん な に も 素晴らし い 場 所 が 、 い わ ゆ る 地上 の 楽園 で な く 
て な ん だ ろう 。 


b. 楽園 の は ず が な い 
c。 まき に 楽園 と いえ る 

2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) 飛行機 が 診 落 し た と いう の に 死者 が 一 人 も 出 な か っ た と は 。 
これ が (  ) で な く で な ん だ ろう 。 
a. 音 中 b. 危険 c、 事 疫 

2) 彼女 の た め な ら (  )。 こ の 気持 ちがい っ た い 月 で な く て 
な ん だ ろう 。 
a. 何 か 買 っ て あげ る b. 命 も 惜しく な い 
c. つき あい た く な い 

3) みん な で あの 子 に 嫌がら せ を し た り 無 視 し た り 、 こ れ が 

( ) で な く て な ん だ ろう か 。 


a& いじ め b. いじ め る c いじ め た 
6| 1. 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 


親 は 自分 の 子供 の 幸せ を 願っ て や まな いも の で す 。 
a. いつ も 願っ て いる b.、 願 お うと 思う 
c. 願っ て も 仕方 が な い 
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第 西部 練習 問題 97-97 


2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の a… {の 中 か ら 選 び 
な さい 。 
| a. 祈っ て b. 気 を つけ て で 電 待 し て | 


楽し く で ce. 残念 で ft 


な っ た 先生 の ご 健康 を ( 。 ) や み ま せ ん 。 

2) 暗い 出来 事 ば か り が 多い 近ごろ で す が 、 こ れ か ちら の 世の中 
を どれ だ け よ くし て いく こと が で きる の か 、 若 い 人 た ちの 
活躍 に (  ) や み ま せ ん 

3) な ぜ あ の 時 あん な ば か な こ 
( ) や まな い 。 


回 1. 次 の 文 の __ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 


と を し て し まっ た の か 、 今 で も 


コン サー ト の 最後 の 曲 は 、 ピ アノ の 美しい 絆 律 と 歌い 手 の 
科 き 加 る よう な 声 が 箇 ま っ て 、 陀 いて いる 人 々 に 


層 の 感 
動 を 与え た 。 
a は っ きり し て b. 調和 し て c 租 反 し て 

2. 次 の 文 の に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) その 国 は 国民 の 和 努力 と 還 の と が 相まって 、 急 速 な 
発展 を 遂げ た 。 

2) 強 典 と 。 が 相まって 、 今 語 の 台 属 の 彼 寄 は 子 想 以上 
の も の と な っ た 。 


3) 宿 報 和 理 の 多様 化 と イン ター ネッ ト の 普及 と が 析 ま っ て 、 


世界 中 の ニュ ー ス が より 速く よう に な っ た 。 
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第 臣 郎 練習 問題 98 一 99 


la 1. 次 の 文 の の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 
選び な さい 。 
この 景気 の 悪さ で は 、 今 度 の ボー ナス は せい ぜ い 30 方 円 と 


a、 皆 が 30 万 円 だ 
b. 30 万 円 で らい の も の だ 
c. 30 万 帳 出 る こと に な っ で いる 

2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 

1) 100 万 円 くら いあ っ て も 、 せい ぜ い ( ) と いっ た と こ 
ろ で し ょ う 。 
ョ . 車 が 買い た い bh. 市 が 買え な い cec 車 が 買え る 


2) 発表 会 の 作品 は 、 初 心 才 
うと ころ だ ろう 。 
a で きる b. で き ce. で きた 
図 1. 次 の 文 の _ の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 


し て は まあ まあ の ( ) と い 


導 な で し な いで は お か 


な か っ た 。 

a 逆なで し な い ほ う が よ か っ た 
b. 逆なで する まで も な か っ た 
c、 逆 な で し て し まっ た 
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第 四部 練習 問題 100-100 


2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


k 

1) その コメ ディ アン の 見 事 な 演技 は 見 る 者 を ( 。 ) で は お 
か な い 。 
a、 笑 わな い b. 笑え な い c. 笑わ せな い 

2) 彼 の わ の こも っ た 説 待 は その 場 の 人 々 を ( 。 ) な いで は 
お か な か っ た 。 


な っ とく 


a. 納得 し b. 納得 させ で . 納得 す 


3) こん な ひど いこ と を され て 、 い つか あい つ ) し な 
いで は お か な い ぞ 。 
a 者 因 ph. 仕 朋 し cs 非 多 
[109 1. 次 の 文 の 。 の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を ac の 中 か ら 
選び な さい 。 
彼女 の 藤 度 を 見 れ ば 、 彼 へ の 気持 ち は 推察 す る に か た く な 
い 。 


a. 推察 する こと は 簡単 で は な い 
b. た や すく 推 祭 す る こと が で きる 
c. 推 祭 し て みて も し か た な ない 

2 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ao の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) わた し は 10 年 来 の 友人 と し て 、 今 の 彼 の 気持 ち を (-  ) 
か た く な い 。 
a. 察する と 5. 窯 す れ ば ec. 宗 す る に 
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第 下部 練習 問題 100<100 


2) 彼 の 上 ご ろ の 成績 か ら す む ば 、 志 単 校 合格 は (  ) に か 
た く あ り ま せん 。 
a 想 後 。 b 夢 e、 希望 
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第 四部 解説 101~102 


101 (一 に LE 


ト に し で 
A 馬 還 還 是 -ー だ か ら ・~ で も ノ 只 有 … オ : 就 途 
(「ー」 の 部 分 に は 話し 手 が 、 程 度 が 高い 、 よ いと 思っ 
て いる も の が くる 。「 だ か ら 」 の 意味 に 用 いる 時 は 「 一 
に し て は じ め て 」 の 形 を と る こと が 多い 。) て "ーー" 
部 分 是 淡 笑 人 込 旋 程度 高 、 好 的 内 容 。 表 示 “ 只 有 " 索 
意 時 , 多用 「ー に し て は じ め て 」 前 形式 。〉 
① この 味 は 経験 を 積ん だ ブロ の 料理 人 に し て は じ め て 出せ る 味 
ン 革 和 味 所 内 有 絶 疫病 和 セ 上 大 オ 能 和 出 
こし て 解け な い 間 題 な の だ か ら 、 凡 才 の わた し 
に 解け る わけ が な い 。 ノ ズ 就 轄 低 等 生 航 好 都 解 不 弄 的 回 題 , 平 
内 之 圧 的 我 電 名 能 解 。 
国 芋 で あっ て 同時 に / 同 時 : 既 是 … 又 是 
Q① 後 は 由 蔵 往 の 社長 に し て 詩人 で も ある 。/ 他 遇 方 出 版 守 社 工 
的 同時 , 近 貴一 位 


人 3 
102 〔 の 至り / 
非常 に ン ン 非常 … : … 広 和 
程度 が と て も 激しい と いう 気持 ち を 表す 。 慣 用 的 な 古 
い 表 現 。) ン < 表示 程度 常 高 前 知 気 。 是 比較 老 的 眉 用 
型 。) 
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第 岳 部 解説 103<103 


[名 ] 寺 の 玉 り 
こん な 立派 な 門 を いた だ きま し て 、) 
此 球 茶 , 突 感光 茶 之 到 。 
② 全社 員 の 前 で 仕事 上 の 大 き な ミ ス を 指摘 され 赤面 の 至り だ 。 
ノ 当 痢 條 公司 的 面 披 指 月 工作 上 的 大 失 遂 伯 局 到 概 。 
[参考] 著 気 の 至り 」 ン 計 二 区 和 
( 若 さ の せい で 無 分 別 な 言動 を と っ て し まう こと ) ノ 
( 由 耳 年 経 本 役 出 振 的 羊 細 
至り で 、 あ ん な 大 きなこ と を 言っ て し まい 、 
ず か し い 。 ノ 計 ず 幼生 遼 半 出 了 者 大 活 , 
下 星 太 必 孝 了 。 


っ 至り で す 。 ノ 能 得 


イー まち 
103 : と の 極み / 
非常 に ー ノ … を 概 ; 航 尽 
人 「 こ れ 以 上 の て は な い 」 と いう よう に 、 そ の 程度 が 限 
度 ま で いっ て いる 状態 を 表す 。〉 ン < 表示 “没有 比 … 
更 …”, 程度 送 到 了 概 限 。〉 
[名 ] + の 極み 
① 徹夜 続き で 、 疲 労 の 極み に 吉 し て で いる 。 グズ 苗 短 作 素 。 己 錠 税 
疲 力 講 本 
② 遠い と ころ を も ざわ ざお 越し いた だ きま し て 
で ご ざい ます ノ 祭 特 意 近 道 前 来 , 容 在 邊 注意 不 天 、 
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筆 相 部 解説 104<104 


104 


( ひと りー だ け で な く / ひ と りー の みな ら ず ) 


た だ ー だ け で は な く / 不 人 」 不具 


接 


① 


@ 
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〈 普 通 「 ひ と り A だ け で な く B も 」 の 形 で 用 いら れ 、「 た 
だ A だ け で は な く 己 も 」 の 意味 。「 の みな ら ず 」 は 文語 
体 。》 ズ (通常 用 「 ひ と り A だ け で な く B も 」 的 形式 。 
“不具 A 深 朋 " 之 意 。「 の みな ら ず 」 最 文生 体 。) 
続 0 [ 動 ・ い 形 ・ な 形 ] の 名 詞 修 飾 型 1 上 だ け で な く 
[名 ] SN 
(た だ し 、[ 名 ] と 「 な 形 ] は 「~ で ある 」 の 形 に な る 
こと も ある 。「~ の みな ら ず 」 に 接続 する 場合 、[ な 形 ] 
は 「 へ で ある 」』 の 形 に な る 。) ノ 但 基 , [名 ] 和 - な 形 ] 
淀 来 用 「ー で ある 」 的 形式 。 当 接 「~ の みな ら 学 」 時 
[な 形 ] 来 用 「~ で ある 」 航 形式 。 
リー さん の か か えて いる 問題 は 、 ひ と り 彼 女 が 箕 ん で いる だ 
は で な く 、 ほ か の 留学 生 た ち に も 共通 の 問題 で ある 。 ン 小字 
過 到 前 同 題 , 不 只 基 好 一 人 的 類 悩 。 也 二 其 他 罰 学生 休 共 同 面 
帆 角 同 題 。 
悦 生 は ひと り 本 人 に 有害 で ある の みな ら ず 、 則 囲 の 者 に と っ 
て も 、 有 害 か つ 水 惑 な も の で ある 。 ノ 吸 畑 不 伝 対 本 人 有 客 
対 周 園 的 人 来 現 。 也 征 有 害 目 今 人 対 灰 的 。 
寂 生 炎 の 減少 は 、 ひ と り 日 本 の みな ら ず 、 規 区 諸国 に お い 
て も 同様 に みな られ る 昼 向 で ある 。 グ 出生 率 的 降 低 。 不 付 在 晴 


第 下部 解説 105 ご 105 
本 , 西欧 潮 国 包 有 同様 的 慎 向 。 


かわ まき の ぶ 
105 、~ を 皮切り に (し て ) グ ~ を 皮切り と し て ) 
ンー を は じ め と し て ・ し た こと か ら 始 まっ て 以 … 訪 
井端 : 自 入 
くそ の 後に 同 し よう な こと が 次 々 に 行わ れる 時 の 表 
現 。) ズ 〈 其 后 同 料 的 事情 接 逢 輝 行 時 的 表 迄 方 法 。) 
丁半 ( き 形 た の ] ooo. 
[名 ] 1 を 皮切り に 
① 朝 の 連続 ドラ マ し た の を 皮切り に 、 彼 女 は スタ ー へ の 
道 を 歩み 始め て いた 。 グ 自 挫 主 演 了 早 同 傍 狂 則 , 好 弄 始 走 上 
了 遂 往 明 星 之 路 。 
② 覧 撤 場 で は 、100 メー トル 競走 を 友 切 り と し て 、 決 々 に 符 
戦 が くり 広げ られ た 。/ 在 田 徐 協 上 . 以 百 米 忠 訪 井 端 , 白 釣 
化 的 比 棒 投 井 了 貴 幕 。 
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第 下部 練習 問題 101~102 


01|1. 次 の 文 の 。 の 言葉 の 意味 に 最も 近い も の を a ョ ~c の 中 か ら 

選び な さい 。 
そん な 沼 異 的 な 発明 は 彼 の よう な 天才 に し て は じ め て で 
きる こと だ 。 
a. 天才 が いれ ば b. 天才 で あっ て も 
< 天才 だ か ら 

2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 

1) ベテラン の 歌手 に し て 舞台 で 上 が る こと が ある の だ か ら 、 
彼 の よう な 新入 が ( )。 
a. あがる の は 仕方 が な い 5. あがっ て は いけ な い 
c、 あ が と は な い 

2) だ れ も が 服従 する あの 権力 者 に ( ) と は 、 天 明 に し 
て 勇気 ある 若者 だ 。 


a 従う 3 b. 協力 する ce. 反抗 する 

3) か の レオ ナル ド ・ ダ ・ ピ ンチ は 僅 大 な ( 。 ) に し て 科学 
者 で も あっ た 。 
a. 人 5. 革 e。 男性 

[031. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さ 

い 。 

3) 今回 に の よう な (  ) を いた だ き 、 ま き に 光 楽 の 至り で 
ご ざい ます 。 


3 


a. 高い 給料 b、 素晴らしい 賞 。 c. お わび の 言葉 
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第 臣 部 線 習 問題 103~103 
2) 天 苗 の 人 の 前 で あん な 失敗 を し て し まい 、 木 当 に (  ) 


b. 赤面 で ec. 赤面 の 
3) あの 時 は (  ) 至り で 、 つ い 羽 日 を は ず し 、 と ん だ 失礼 


を いた し まし た 。 
a。 著 気 の b、 甘い ec. 若 すぎ る 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) 葵 の 親友 と 再会 で きる と は 、 の 至り だ 。 
2) 皆様 の 暖か い 支 持 の お か ば で 今回 トッ プ 当 選 す る こと が で 
に の 到 り で す 。 
03 1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 信頼 し て いた 親友 に 【  )、 彼 は 今 まさ に 膝 り の 極み に い 
る 。 
a. 死な れ て b。 爆 幼 られ て 6 次 か れ て で 
2) 杏 華 客船 で 世界 一 周 だ な ん て 、(  ) 極み で す よ 。 
a うれしい b. ぜいたく の c。 うら や まし い 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 


れ て 花嫁 は 、 陀 み だ っ た に ち が 


2) 3 日 問 一 座 も せ ず 母親 の 和 河 を 続け た 彼女 は 極み 
に 達し て いた 。 
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第 基部 練習 問題 104<105 


104]1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 


い 。 
1) 自然 式 境 の 加 化 は ひと り 日 本 の みな ら ず (  ) 問題 で も 
ある 。 


a. 地域 的 な b. 東京 中 の ce. 世界 的 な 
2) この 件 に 関 し て 決定 を 下す に は 、 ちず. ) だ け で な 
< く 一般 社員 の 意見 も よく 開か な けれ ば な ら な い 。 


a、 社会 人 bp. 管理 職 e. 麻 兵 
3) その 評論 家 の 意 見 は ひと り ( ) の みな ら ず 、 進 別 的 な 


あっ た 。 


b. 独断 的 な c. 独断 的 で ある 
4) 病気 や けが は ひと り 本 人 に と っ て (  ) だ け で な く 、 周 
囲 の 人 々 に と っ て も つら いも の だ 。 
a. 昔 猟 の b、 著 痛 だ e. 薄 痛 な 
2. 次 の 文 の 。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 
1) この 地球 は ひと り の みな ら ず 、 草 木 や 動物 た ちの 
も の で も ある の で す . 
2) 税制 間 題 に つい て は ひと り 政 府 の 立場 か ら だ け で な く 、 
の 立場 か ら も 考え る べき だ 。 
081. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 びな さ 
い 。 
1) 10 年 前 の ハワイ 旅行 を 度 急 り に 、 母 は (  )。 
a. も う 一 度 ハ ワイ へ 行き た が っ て いる 
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築 可 部 練習 問題 105<105 


b. も う 外国 は こり ご り だ と 言っ て いる 
c. 毎年 どこ か 海外 へ 出かけ て いる 

2) マイ クロ チッ プ の (  ) を 皮切り に コン ピュー ター の 小 甘 
化 お 急激 に 進ん だ 。 
a 調査 。 b. 発 明 c. 洪 定 

3) 回 際 応 境 会 護 が (  ) の を 皮切り に 、 各 国 の 環境 問題 へ 
の 関心 が 徐々 に 高まっ て きた 。 


a 開か れ た 。 も. 開か れる c. 開か れ て で 

2. 次 の 文 の _。 に 適当 な 言葉 を 入れ な さい 。 

1) その 麻 臣 会 は 東京 を 度 雪 り に 日 本 の で 開 態 され る 
定 で す 。 

2) 課長 が を 皮切り に ほか の 社員 た ち も 次 々 に 社長 に 
向かっ て 意見 を 述べ 始め た 。 
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第 還 部 総合 問題 (89~105) 


第 想 部 総合 問題 (89<105) 


次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を 3…d の 中 か ら 選 びな さい 。 
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意 直 任 を し た 天 は 洗濯 や を 理 な ど 、 條 れれ ぬ (  ) 苦労 し 
て いる よう だ 。 

a と ころ を b. こと と て 

ce なり に d。 な が ら に 

まさ か 人 間 が 定 千 旅行 を する よう に な る と は 、100 年 前 の 
人 々 は 夢 に (  ) 思わ な か っ た だ ろう 。 

b. ほど c の な d まで 

らし の 導 人 を ね らら で が こ に で も ある よう な を 店 
値 で 売り つけ る な ん て 、 こ れ が 詐欺 (  ) 

a. で な く は な い だ ろ う b. で な けれ ば な ら な い 

c. で な く て な ん だ ろう d で な いも の で も な い 
政治 家 や 管 錠 た ち に は 常に 、「 国 氏 ( 。 ) 国家 だ 〕 と いう 
認識 を 持っ て いて ほこ い 。 

aa あっ て も b. あっ た ら 

c.。 あっ て の d、 あれ ば 

ギャ ンプ ブル に お ぼれ た その 父親 は 家計 費 は も ちろ ん の こと 
つい に は 子供 の 貯金 に まで 手 を 出す (  )。 

aa か ぎり だ 
ec. まで だ 


、 経営 者 て  ) 者 、 常 に 経済 の 動向 に 日 を 向け る 努力 が 必要 


11. 


12. 


第 本 部 総合 問題 (89<105) 


を た る d. めく 


、 こ の 公園 の 2.000 本 (  ) 桜 が 著 義 に な る と 実に 見 事 だ 。 
a. に た る b. あっ て の 
c.。 な り の d. か ら あ る 


- 大 一覧 の 責任 感 と 持ち 前 の 明る さと ボ が (  )、 後 は リー ダー 


と し て 炒 わ れ て いる 。 


b. あま っ で 
>。 和 まっ て d か さき なっ て 
。 今回 の 事件 で 、 入 引 に な っ て いる 方 々 の 一 日 も 早い 表 出 を 
( ). 
a. 願う し か な い b. 願わ な いで は お か な い 


c. 願っ て や まな い  d. 願う に 


ふた く な い 


景気 が よく な っ た と は いえ 、 大 学生 ウデ アル バイ ト 代 は 1 時間 


900 円 (  ) だ 。 


as と いう も の b. と いっ た こと 

c. と いっ た わけ d と いっ た と ころ 

この 素 崎 ちら こい 記録 は オリ ン ピ ッ ク 須 手 ( 。) は じ め て 出 
せる も の だ 。 

a、 に あっ て b. に し て は 

1 に 人 dd に と っ で 


彼 は 東京 に 小さ な 店 を 持っ た の ( ) 日 本 各地 に 次 々 と 支 
店 を 出し た 。 
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第 世 部 


14. 


15. 
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総合 問題 (89~105) 


sa が は じ め に b. を 肥 切 り に 
は お ろか を よそ 
、 み ん な の 前 で 先生 に ほめ て いた だ き 、 光 栄 《 ) で ご ざい 
ます 。 
a、 な 守り b. で 太り < の 至り d. に 王 9 


失 楽 率 の 上 見 は ひと り 日 本 (  )、 世 界 各国 に お お いて も 深 
講 な 間 題 に な っ て いる 。 

a. の みな ら ず b. は お ろか 

ec. に ひき か え d、 を お いで 

彼 の 日 は どん な に 手 の 込ん だ マジ ッ ク も 見 破 ら ( )。 

a. ざる を 得 な か っ た b、 な いで は すま な か っ た 

c、 ず に は お か な か つた d、 な いも の で も な か っ た 


最近 は 忙 こ く て 、 休 日 出勤 も 多く 、 疲労 ( 。 ) に 達し て い 


る 。 


きか 


3 極み b. の 極み c. を 極み d. で 極み 


で 家族 を 失っ た 友人 の 悲し みほ は 想像 に ( )。 
a, に 足ら な い b. ほか な ら な い 
c. か た く な い d た えな い 


第 部 ・ 本 部 ・ 相 部 総合 問題 第 1 回 (1…105) 


第 [部 ・I 部 ・ 机 部 総合 間 題 

第 1 回 (1~105) 

ew 

1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~d の 中 か ら 選 びな さい 。 

(5x5) 

1) 先生 が 「 こ れ で 終わ り ま す ! と 言う ( ) 早い か 、 彼 は 雪 宏 

を 飛び 出し て 行っ た 。 

a. と b.、 が ec. は 中 を 

2) 彼 の 寿 仕 活動 は 実は 有名 に な る こと が 目的 だ か ら 、 区 状 す る 
(  ) は あたら な いと 言っ て いる 人 も いる 。 


き 。 志 b. の ce、 に d で 

3 鹿 自 (  ) 限り 9 に 4 年 間 外 っ た この 大 学 と も お 別れ だ 。 
a. を b、 で c、 の d。 に 

4 今回 の 件 に 関し で は 、 私 は 私 な り (  ) 上 分 えて し た こ 
と で す 。 
as. と b. で 

5) その 学生 は 真面目 な 努力 3 ) 足 
る 人 人 物 と 記 断 し た 。 
a を bi、 湊 し 中 が 


第 1 部 ・T 部 ・ 相 部 総合 問題 第 1 回 (一 105) 


2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ae の 中 か ら 選び な さい 。 


に 本 53) 
| 。 っ っ b. か た わら ec. が て で ら | 


d. か た が た e. つい で に | 

1) 駅 まで 行く ( ) 野 便 局 で 切手 を 買っ て 米 て くれ な いか 。 

2) 彼女 は 本 語 教師 の ( 。 )、 ボラ ンティア で 手 評 通訳 を し て い 
る 。 

3) 家族 の こと を 思い (  )、 役 は 外国 へ 旅立っ で いっ た 。 

4) そろ そる 桜の 季節 だ 。 お 花見 ( 。 ) ドラ イブ に で も 行こ うか 。 

3) 卒業 の ご あい きつ (  ) お 世 区 に な っ た 先生 の お お 宅 を 、 級友 
た ちと お 訪ね し た いと 思い ます 。 

3 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~c の 中 か ら 選 びな さい 。 


Gx) 
1) 言い た いこ と が ある な ら 、 直 接 わ た し に 言え ば いい も の を 。 
5 
a. どう し て は っ きり 言っ て し まっ た の 
b. は っ きり 言っ て くれ て 、 あ り が と う 
e. 陰 に か くれ て 言う な ん て 
2) 今 の わた し の 成績 で は どう 次 織 っ て も 、A 大 学 の 合格 は 
( 9 
B 大 学 に 行か ず に は お か な い 
。 せい ぜ い B 大 学 と いう と ころ だ ちろ う 
c. B 大 学 に 行か な いも の で も な い 


Fm 
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第 【 部 ・T 部 ・ 李 部 総合 問題 第 1 回 (一 105) 


3) 景気 が 低迷 藤 に 入っ て か ら と いう も の 、 中 小 企業 の 接 産 や 大 会 
社 の 大 員 式 理 で 、(  )。 
a. 多く の 人 た ちか 職 を 矢 う に は あたら な か っ た 
b. 多く の 人 た ち が 職 を 矢 う まで も な か っ た 
c. 多く の 人 た ち が 職 を 失う こと を 余儀 な くさ れ た 
4. 次 の 文 の ①~⑦ の ( ) に 最も 適当 な も の を 下 の a~c の 中 か ら 
選び な さい 。 (5X7) 
子供 た ち が 自 然 に 新しい 知識 を 中 収 し て いく 速 さ に は 
詩 欄 (① ) ば か り だ が 、 そ れ に (② ) 大 人 が 何 か 新 し い 知 
識 を 身 に つけ よう と すれ ば 、(③ ) の 努力 が 必要 と きれ る 。 
な ぜ な ら 、 新 し い 知 識 を 自分 の も の に する た め に は 、 理 解 力 
(④ ) 訓 殿 や 案 寺 性 も 大 きく 関わ っ て いる か ら だ 。 パソ 
コン の キー を 押す だ け で 、 家 に 居 【⑧ ) あら ゆる 知識 が 得 ら 
れる 世の中 に な っ た (⑯ ) 安心 し て は いら れ な い 。 パ ソコ ン 
の 操作 を 覚え ら れ な けれ ば (⑦ ) な の だ か ら 。 


a- され た b、 さ れん e、 きれ な い 
a。 ひき かえ 。 も まし て  c. 即 し て 
& それ な り それ すら c.、 それ まで 


b 

b 
a. な し に b. な くし て c. の みな ら ず 
a、 ながら に し て  b、 な いま で も  c. が て ら 
a. と も な る と b. と 思い き や  c. と は いえ 
as. それ だ け b.、 それ まで ce、 それから 


Q@@6@@G 
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第 [部 ・IL 部 ・ 下 部 総合 問題 第 2 回 (一 105) 


第 1 部 ・I 部 ・ 机 部 総合 問題 
第 2 回 (1 て 105) | 


| 


1. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を a~d の 中 か ら 選 びな さき さい 。 


(5X5) 
1) 家族 の 心配 ( 。) よそ に 後 は 定職 に も つか ず 健 日 なら ぶら 
し で 名 。 
a で b.、 を ec. の d. が 


2) 結果 は どう (  ) あれ 、 最 後 ま で あき ら め な いで や り ぬ いた 
努力 は 認め て で やりたい 。 
a. が b. に ec. で 4 も 

3) 野球 チー ム に 入っ て いる 息子 は いっ た ん 家 を 出 た (  ) 最 後 、 
暗く な る まで 帰っ て 来 な い 。 
a. が b. は e. と d. や 

4 今日 は 母 の 日 ( ) あっ て 、 赤 い カ ー ネ ー シ ョ ン の 花 を 買う 
人 が 多い 。 
a. も b. が c、 と d に 

5) 今後 の 会 議 の 進行 いか ん (  ) よっ て は 、 予 定 の 時 間 に 終わ 
ら な いか も し れ な い 。 
a. と b. で ec. を 9. に 
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第 1 部 ・ 部 ・ 部 総合 問題 第 2 回 7~105) 

2. 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ad の 中 か ら 選 べ な さい 。 

(5x5) 

1) 少し は 反 客 し た か (  )、 彼 は すぐ また 同じ よう な 失敗 を 繰 9 
返し て いる 。 


a. くせ に b. も の の 
c. に せよ d. と 思い き や 
2) 今さら 後 梅 し た (  )、 も うど うに も な ら な い 。 
a. と こち が と 
c. も の を dd に も か か わら ず 
3) あの 了 は 編 い (  )、 事 の 重大 さ を 埋 解 し て いた 。 
as と し て も b、 な が ら も 
c も の を dd. ばかり に 
の た と え 鶴 帰 (  )、 お 互い に 相手 の 立場 を 下士 する べき だ 。 
ュ = な が ら も 。 b. と も な る と 
c、 で あれ dd と し た ら 
5) いく ら 一 国 の 普 柏 ( 。)、 政 治 の 全て の 権力 を 手 っ て いる わ 
け で は な い 。 
a と すれ ば b. な が ら も 
c、 と いえ ども d. か ら と いっ て 
3 次 の 文 の ( ) に 最も 適当 な も の を ac の 中 か ら 選 べ な さい 。 


(5x3) 
1) 会 社 の 待 過 治 閣 を 評 える べく (2 
a. 邊 は 御 変 わら ず 遅 密 し て きた 
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第 部 ・T 部 ・ 世 部 総合 問題 第 2 回 1~105) 


2) 自分 の 夢 を 実現 させ ん が た め ( 


b. 破 は 仲間 と と も に 立ち 上 が っ た 
c. 彼 は 今 ま で どおり ー 生 暑 命 働い た 


)。 


a 彼 は 毎日 等 し く 暮 らし て いる 
b. 彼 は 新しく 出発 し よう と し て いる 


0 


彼 は 毎 叫 友達 と 飲み 歩い た 


3) あの 歌 は メロ ディー も きる こと な が ら ( 


4 次 の 文 の の ①~⑰ の ( 


a. CD の 売れ 行き も まあ まあ と いう と ころ だ 


b. カラ オケ で よく 歌わ れ て で いる 
c. 歌詞 に も 心 を 打 た れる も の が ある 


選び な さい 。 
五 月 (① ) 気候 も よく 、 暖 か い 日 に は だ れ し ゃ 旅行 と は 
(⑨ )、 ど こ か へ 出かけ て みた く な る 。 し か し 、 わ た し は 病 
後 の (⑬ )、 電 車 に 来る こと (② ) 歩く こと さえ 思う よう 
に で き な い (⑥⑤ )。 惑 か な がら 情け な い (⑥ ) が 、 無理 を す 
る こと も で き な い 。 今 は た だ 体 の 同 彰 を 待つ ④ )。 


1 


RI 


Q@@@@@ 


a. に ひき か え 

a. いわ な いま で も 
a、 あ っ て 

a. に ひき か え 

ョ a. し まつ だ 

a. の み だ 

a. か ぎり だ 


に 2 むら 和 に 


と も な る と 
思い き や 
こと と て 
を お いて 
か ぎり だ 
纏 み だ 

の み だ 


} 


e- 


) に 最も 適当 な も の を 下 の ac の 中 か ら 


(5x7) 


な ら で は 


・ い えど も 
・ うち に 
、 は お ろか 


ま 


江 


か ぎり だ 


引 


ー あ っ て の 
ー い ー 


て いか ん 


て の いか ん に か か わら ず 


て いか ん ら ず 
< いか ん を 購 わ お ず 
(で て の) 至り 


(で まう が 
(ー ま ! う が ー ま い が 
CO コ レミ また CPPEPP 
(と よ ) う と て まい と 
(ご こよ) うに も て な い 

ー か 一 
て か ぎり だ 
(て) 限り に 
て が 最後 
て か た が た 
て か を わら 
て が て ら ・ 
て が 早い か 
て か ら あ る 
ー か ちの. 


B9 


wr 一 


の たら テ の 
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(を) 諾 還 り に (し て ) 
ー き 一 

てき らい 志和 のめる 

ーー 棲 ま りな い 

掴ま る 

(てこ の) 極み 


ー し まっ だ 


ずくめ 
ー ず に は お か な い ・ 
ー ず に は すま な い 
(に つづ す ち 
ー そ ー 
て そば か らし 
ー た 一 
(ひと り ) 一 だ け で な く 
た だ へ のみ. 
た だ へ の みな ら ず 


105 


.. 104 


13 


. 14 


165 


て で あれ . 


ss 


~ で あれ ~ で あれ . 


oo 


9 選 す 人 


し みう 


て で な く て で な ん だ ろう 
ー で な く で な ん で あろ うぅ 
へ で は ある まい し 

て て や まな いい 


て と 本 まっ て 


ー と あっ て 
と あれ ば 、 


て と いい て と いい 。 


て を いう と こ 
て と いえ ども 
gp 共 な 
て と いっ た ら 

(あり は し ) 
て と 思い き や . 
うい 
に メー テン トコ 
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ろだ . 


ッッ 


な い 
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148 


155 


155 


て と し た っ て 

て と し た と ころ で .. 

~ と は 

て と は いえ 

ー と ば か り に 

て と も な く 

て と も な し に 

て と も な る と 

て と も な れ ば を 
ー な ー 


て な いで は お か な い 、 


て な いで は すま な い 
て な いま で も 

で て な いも の で も な い ,. 
へ ながら に 

~ な が ら も 

て な くし て (は ) 

ー な し に (は ) 

て な らら では 

て な り 

て な りー な 9 

て な り に 


て な り の 


て に か か わる . 
て に か た く な い . 
て に し た っ て 

i RE ot tn 
ba ed i 
に 外し た 
て に 即 し て 
ー に た えな い 


て に ひき か た 
ct き Pd 

の ーー 
へ ~ の ぞ り 
この 極み . 
た だ お て の みか 


りー の みな ら ず 


ー は 一 

へ は お ろか 

a 7 Py, Rt PE 

co は - gc 
ー ひ ーー 


ひと りー だ け で な く 

ひと り て の みな ら ず 
ー ヘ ー 

で べから ぎる 、 


ー べ か ら ず . 


て ベ く 


102 
103 
13 
14 
104 


EE | 5 
73 
74 


104 
104 


5 
76 
7 


ー ま ー 
(の こと ) だ .… 
て まで も な い 
て まで も な く 
て まみ れ 
ー め ーー 
で て めく 389 な 
ー も 一 
て も さる こと な が らち 
ー も の を Re 
ー や ー 
て や 
て や 容 や 
ー ゆ ー 


て よう に も て ー な い 


ー を 一 


て を お いて 

て を 限 9 に 

へ を 度 切 り と し て 

て を 皮切り に (し て ) 、 


・ 78 


79 


. 40 
. 40 


41 


. 80 


の よら ゃ の 


82 
邊 


105 
105 


119 
120 


122 

4 
165 
165 
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へ を 疾 じ 
ー を も っ て 

へ を も の と も せ ず に 
て を 率 備 な くさ せろ 

て を 叙 催 な くさ れる 


な い 
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ーー と を が た め 1 に ) 


ー ん が た め の 
ーー ん は か り 
ー ん ば か り 


て ん ば か り の 


88 
88 
46 
46 
46 


完全 マス ター1 級 
日 本 語 能 力 試 験 文法 問題 対策 


回 悪 解 答 


※ 省 略 で きる 部 分 は ( ) に 入れ まし た 。 
※ 人 解答 が 複数 考え られ る 場合 は 主 な 例 を で 区 切っ て 示し まし た 。 


184 


第 1 部 練習 問題 ロー46) 


Da2e 2 Db 2)c 3)a 3. 態度 / 出 方 
1 b 2) a 3) b 2. 1) 年 齢 の 性別 の 経験 の 
2) うれ し い 

1) 来 よう 2) あろ う 9) 安 か ろ う 40 大 変 だ ろう 
買え る 

1) 使 お う , 使う 2) 食べ よう , 食べ る 食べ 

3) 来 よう , 来る ズ 来 

1) あろ う , ある 2) 行こ う , 行く 

b 2. 1) 歩 こ う , 歩け な い 2) 買 # 3) か け よ う 
1 5 2) c 3) b 2. 1) 心細い 直し い ノ 不安 な 
2) 負け る 失敗 する 

Db 2 ce 2 DD 迎え ( タ 涼 み 」 を する 時 間 帯 か ら 
考え て 、「 迎 え に 行 く 」 が 適当 ) 2) 見 3) 旅行 / 遊 び 
1) c 2) b 2. 1) 食べ 始め た 2) 関 く が 

3 つめ か けた 押し 寄せ た 

1) c 2) b 3) b 2. 1) 働き 過ぎ 2) 入る 

a 2. 1) 飲ま ず に は 2) 入院 せ ず に は 

3) 容 復 を せ ず に は 

Db 2) c 。 2. 1) 大 人 

2) 読め な か っ た 書け な か っ た プ わ から な か っ た 

Db 2)a 3) ec 


13 


14 


22 


23 


1) た ば こ を 吸い 出し た たばこ を 明 っ て いる たばこ に 火 
を つけ た 2) 並べ る プ 並 べた 出す ン 出 し た 置く 置い 
た 

) ce 2 sa 2. 1 待っ / 闘 く 2) 折る 

1) a 2 a。 3) b 2. 1) 政府 行政 

2) 邊 大 だ 深刻 だ 心配 だ 

1) b 2) a 2. 1) 問 に 合い 乗れ 

2) 謝っ た 3) 込ん だ ズ 濾 薄 し た 

Db 2) b 3) a 2. 1) 借り っ ぱな し 

2) 出し っ ぱな し 

b 2. 1) 男性 2) 答え られ な い 3) 子供 

}) b 2) c 2. 1) 受け て 終え で 

2) な っ て 3) 泣い て 

円 2. 1 b 2) e 3) a 

Dc 2)b 3) a 2. 1) 発表 する 述べ る 言う 
2) お いし い 

1) 』 2) a 2. 1) 子供 の 2) いた し ます 

3) 結 る ノ 治 せる ズ グ ょ よく な る 

Db 2 c 3< 2. 1) そっ くり だ よく 似 て いる 
2) 月 給 

Db 2) a 

1) お いし く ノ ごちそう に 2) 日 本 人 国語 の 教師 

3) 勉強 レン 覚 え 
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25 
26 


® 
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D b 2 a 2. 1) 人 時 し た / 入 院 し て し まっ た 

2) 休め る / で きる 

1 b 2)e 83 a 

1) ce 25 3 ce 

1) 遅く な っ { 征 了 手 の 家 を 訪ね て 音 う 時 ) の 何 え な く 
(電話 な ど で お わび を 言う 時 ) 2) お 和 邪 庶 し お 太 か せ し 
Db 2 a 2. 1) 思え な い グ 内 ら た い 2) 大 企業 
Db 2 a 3) ce 2. 1) 休め な い グ で き な ハ 

2) (た と え ) 親 

Dc 2) a 2. 1) 不思議 だ ン な ぜ だ ろう 

2) あく び を し た 

c 2. 1) 行か な い 2) 受け な い 3) 言わ な い 一 
な いで は すま な い 」 は 「~ ず に は すま な い 」 と は ほぼ 同様 の 
使い 方 を する 

1)d 2 c 2. 1) 子供 2) わか ら な い 

1) d 2) b 2. 1) 食べ る 2) (や っ て ) 来る 

1) d 2) d 2. 1) それ 行き た い 2) 下手 

b 2、 1) c 2 も b 

Db 2 b 2. 1) 守る まで 2 北 

1 p, に 2) に , a 

1) 票 境 (問題 ) に ン 算 に 2) 成長 ヒノ 発育 に 健康 に 
1)c 2a 2 1)b 2) ce 

1)c 2b 2. 1)b 2)e 


[39]1. Dd Db 2. 1) 歩く こと 2) 国内 旅行 
4011. < 2. 1) 危険 だ 危な い 2) 言う 
4 Db 9 c 2 0) 働い て いる 働い た 2) 泥 

Hb Ye Va Bb 
Db Aa 2 Ne 2 b 
- Db 2 の 2 ョ a 3c 
2. 1) 思う (が ) 愛す る (が ) グズ 心配 する (が ) 

2) 救 し き / 枯 し い (が ) 
45|1. 1」) を ,b 32) を , as 2 1) 力 2) 今 H を ン あ し た を 
グ 今 月 を 〈 近 い 未 来 を 表す 具体 的 な 日 、 ま た は 時 間 な ど ) 
46|1. De 2) b 2. 1) 倒れ ん 2) 飛び 上 が らん 
3) ちぎ れん 4⑭) 発車 せん 


第 1 部 総合 問題 46) 


1 a 2.c 3.b 4.c 5.b 6.c 7.d 8.b 9.d 
10.』 11.c 120d 13.4 14、d 15. ce 16.b 17.d 
18.a 19、b 20.c 21.d 22. 中 23.b 24.d 25.b 
26.c 27.、b 28.c 29.ga 30.d 3 ce 32.5 33.d 
34、d 35、b 36.b 37.d 38.d 39.d 40.c 41.b 


42.c 。 4383.c 44.b 45.d 46.c 


第 部 練習 問題 4788) 
4711. Da 2 b 2. 和 寝 た グ 眠っ た 2) 食べ た 
3) 手 に 入れ る グズ 買い 戻す 
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48|11 5 2. Dh De Ya dyad 


1. 1 b 2) a 2. 1) 勉強 2) 教授 講師 


[59]1t、 De 9a 3 c 2. 理 功 る ン だ ます 
2) 不健康 健全 
[5 !) 山 の ご と き 2) 風 の ご と く 3) 海 の ご と く 「 海 の ご と く 」 


は 「 広 い ! に か か る ) ン 海 の ご と き 「 海 の ご と き 」 は 「 広 
い 心 」 に か か る ) 4) 夢見 る (が ) ご と き 5) 泣く が ご と 
き 6) 子供 ご と き 
52|1)d 2)b 8) a Ve 5) c 
53]. Da DF 3)e 
2. 1) 就職 する ノ 結 婚 する 〈 娘 が する と 思え る よい 内 容 の 
こと ) 2) 悪い こと 
|54]1、 De 2) b 
2. 音 に せ ず ノン 退職 させ ず ン 出せ ず 
2) 侯 し き ノ 親切 窒 か さ 
55l1. Da 2) c 3 b 
2. 1) 思い 出さ な い 日 は な い ノ 忘れ た こと は な い 2) 一 
B56 De De VI Va Bd 6)b 
[szZlIi.b 2. Dc 2a 3)c 
[58IDb 2)c Ya Hd 5)e 
[59] 1 1) 見 る , 見 て 見 な が ら 2) 聞く , 聞い て 
3) 考え る , 考え て 2. 1) 話す 言う 2) 出 て 行っ た 
[e]1. 1) b 2) 6 3) a 2 1) 行か せる 入学 させ る 


188 


61 


68 


[| 


70 


ral 


72 


73 


i 3 


2) 連休 夏休み 

Da 2 b 3 b 

1) 出 き 出せ 書か ノ 供 け 

2) (見 送り に ) 行か ノ (見 送り に ) 行け 

1) b 2. 1) 行け な い 2) 通じ な い 3) し な い 
食べ た く な い 

Dc 9 c 2 けり 音 2) 居 9) 生ま れ 

De 2) 。 2. 1) 練習 副 練 プ ト レ ー ニ ング 

2) 生活 

Dc Db 3 a 2. 1) 海外 旅行 ノ 国 外 に 出る こと 
2) 手続 き 

e 2) a h 3)b 4) 1 5)f 

bp 2. 1) か ける ノ す る , 書く ズ 出 す 2) 調べ る , 聞 
く ノ 質問 する た ず ね る 3) 親 ノ 先生 友人 グズ 先輩 ( 信 
頼 で きる 人 物 を 2 人 挙げ る ) 

Ve Ye Yb 

1) が っ か り ノ 意 観 / 藩 朋 矢 望 

2) 聞い て いた 知っ て いた 

員 2. De 2) a 3) b 

Da 2 の a 3b 2 D) 称 状 する 2 価値 
Da の c 3)c 2 1 茂 し い 2 安さ 

Db の b3)< 2. 悪く 

1) as 2a 3b 2. 1) 考え れ ば ノ 思 えば 
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74| 1. 


2) 安けれ ば 

]) 使わ な けれ 2) 遅れ れ 3) 気に入ら な けれ 

4) 言わ な けれ 

1) 言わ れれ 2) な け ン 取れ な けれ ン 下 ゅ な けれ 
Db 2) a 2. 言う 

b 2.1e 2)b 3) sa 4)a 

1) a 2) c 3) c 2. 運動 ンス ポー ツ 2) 解く 

b 2 1)b 2 d 3) ge 

Da 2 < 2. 1) 年 せる 2) 開い て ノ 確 か め て 
Dc 2 b 3)c 2. 1 都会 めい て 2) 夏 め いた 
b 2. 1) a 2) < 3) b 

a 2.1) ( 何 も ) な い 2) いな い 3 馬術 

Db 2) a 2. 色 り 

Db 2)a 3b 

1) 終了 いた し ます ノ 終 わ ちせ て いた だ きま す 2) 優勝 
c 2.。 1) ec 2)b 

a 2 1) 欠 穫 2 帰国 3) 運 英 

1 5 2) a 3) ec 2. 1) 遊び まわ っ て いる 2) 反対 
a 2 1) 5 の ec 3 1) 就 か ん 2 却 力 


第 T 部 総合 問題 (47~88) 


・d 3.c 4.b 5.a 6.d 7.b 8.c 9.c 


11.a 12.b 13.d 14、b 。 15、c 16.< 17, d 
19.a 20.a 21.c 22.b 23.a& 24.b 25.c 


2 


る 


第 部 練習 問題 (89~105) 


b 2) c 
e 9b 
e 2 b 
お 許し 
a 2) b 
E 2) hb 
c 2) a 


3 


a 。 2. 1 命 2) 当選 


2. 1) 覚え な けれ ば 2) 身長 / 背 


3 


2 


2, 


ce 2 1) 出張 中 ズ 不 存 2) 狭い 


1) 言う 2) 遅 亡 する グズ 遅れ る 
1) 思わ な か っ た 2) 腹 が 立つ 
1) 親 グ 教育 者 2) 代表 社長 


天 菩 ン 国会 基 員 ン 政治 家 


1 


KS ts Ra 


1 
1) 
1) 


ts oo 


b 2) b 


a 


1) a 
1) 政策 2) 楽 赴 大 前 3) 伝わる ノ ズ 手 に 入る 
De 


e 
と 
a 
3 


2. 


2) b 3) a 
2 c 3)f 


2 b 

3b 3) b 

2 a 

2 c 3)b 

。 2. 1 感 基 2) 感謝 ノ 感 激 
1) 喜 せ の / 感 省 の 2) 疲労 の 


ce 2 b 3) ce De 2. 1) 人 問 2) 国民 
2b 3a 2. 1) 名 地 
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oe ビ 


2) 発言 し た の 意見 を 述べ た の 


第 臣 部 総合 問題 (89…105) 


・b 2.a 3.c 4.c 5 d 6.c 7.d 8 e 


で 11.c 12.b 13.c 14.a 15.c 16.b 


第 [部 ・T 部 ・ 札 部 総合 問題 第 1 回 (1~105) 
Db 2 ce Ya Pe 5)e 

De 2)b Ya Ve 5) d 

Dc Db 3 ce 

Gb @a Da We Da Be Db 


第 {部 ・T 部 ・ 功 部 総合 問題 第 2 回 (1~105) 
Dt 2 < Ya Ve 5) d 

Da 2b 3b dc 5) ce 

1D) 5 2) 5 3 < 

Th Ga Db De Ba Bc Db 
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